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　プロローグに選択肢はありません。







　いつの間にか右手にシマシマパンツが引っかかっていた。

　微妙に生温かいそれは、誰だれがどう見たって女物の下着に違いなかった。

「……な、なんでこんなものが」

　拾ったわけでもなければ盗んだわけでもない。

　おれはただ文芸部の活動を見学しようと思って部室を訪れただけ。

　部室のドアを開けたら突然誰かに突き飛ばされて──

　起き上がろうとしたところ、指にパンツが引っかかっていることに気づいたのだ。

「何がどうなってんだ……」

　事態を把握しようと周囲を見回していると、文芸部の部室から一眼レフカメラをかまえた長身の女性が姿を現した。女性は栗くり色いろの髪を揺らしながらおれに近づいてきた。パッと見、かなりの美人だったが、足取りが幽ゆう霊れいみたいに不安定で猫背気味だった。

　何事かと身構えていると、猫背の女性が首から下げたカメラのファインダーを覗のぞき込み、おれに向かってシャッターを切り始めた。一度や二度ではない。連射だった。

「な、なんだ……？」

　最初は「おれ」を撮とっているのだと思っていたが、たまに顔以外の部分にカメラを向けるので、「なんか妙だな……」と違和感を覚え、おれは自分の身なりを確かく認にんしてみた。

　ネクタイは曲がっていない。

　シャツやブレザーのボタンはちゃんと留めている。

　世界の窓も開いてはいない。

　変な柄の靴下を穿はいているわけでもない。

　となるとあとはこの右手の──

「ぱ、パンツかああああああああああああああああ──っ！」

　おれは絶叫しながら縞しまパンを空中にぶん投げた。

　まずい！　何がなんだかよくわからないけどこれはまずいぞ！

　ドッキリ、もしくはなんらかの罠わなに違いない！　く、くそっ！　おれはただ文芸部の活動を見学しに来ただけなのに！　なんなんだ、この展開は！　……と、とにかく！　今はこの場から逃げ出そう！　考えるのはあとだ！　早く逃げないと……………………うぇ？

「このゴミクズ！　私たちから逃げられるとでも思っているの！」

　腰を上げようとした瞬しゆん間かん、お尻しりに激げき痛つうが走った。

「──い、いってえええええええええ──っ!?」

　おれは情けない声を上げながら冷たい床の上をのた打ち回った。

「醜みにくい、とても醜いわ。……ねえ、あなた。恥ずかしいとは思わないの？」

　おれに不意打ちの蹴けりを食らわせたと思おぼしき少女が足元に立っている。

　青い上うわ履ばきは二年生、上級生のものだった。さらに目め線せんを上げていくと、黒いソックスに包まれた細い脚が二本見えてきた。ソックスは膝ひざ上うえまであった。角度的な問題で異様にスカートが短く見えたが、実際、標準よりも短めだった気がする。ブレザーは着ておらず、白いブラウスを彩いろどる青いネクタイはやはり二年生を示す色。バストは明らかに小さめ、下から見上げたのでこれは確かく信しん持ってそうだと言えた。そして肝心の顔は、とても上級生とは思えないほど顔立ちが幼くて、というか同級生にすら見えなかった。よくて中学生、下へ手たすれば小学生……。

「まずは、このゴミクズ野郎の取とり調しらべが必要ね」

　童顔の先せん輩ぱいは問答無用でおれの腕をつかむと、

「サヤカ！　こっち側に回って！」

　別の女子生徒に指示を飛ばした。

　カメラを握った女性とはまた別の人、赤い髪の上級生だった。

　童顔の先輩ほどではないが彼女もかなり小柄で子供っぽい風ふう貌ぼうだった。

「へっへー、現行犯逮捕って奴やつだなー。下着泥どろ棒ぼうさん、観かん念ねんしなー」

　赤髪の先輩は表情豊かにニヤニヤ笑いながら反対側の腕をつかんだ。

　腕に胸が押し当てられたが状況を楽しむほどの余裕はおれにはなく、

「……は？　下着泥棒って、おれのことですか!?」

「あなた以外に誰だれがいるというの？　まったく救いようのないゴミクズだわ」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　おれは無実ですよ！」

「黙だまりなさい。口答えは不許可よ。ほら、とっとと歩きなさい」

　童顔の先輩と赤い髪の先輩はおれの両腕をがっちりつかみ、どこかへと連行した。

　おれは叫んだ。下着泥棒ではないと。事実無根だと。縞しまパンを握っていたのはおれの意思ではないのだと。……しかし、弁明の機き会かいは与えられず、問答無用で連行された。

　言うまでもなく、これは計画的犯行──おれを脅迫するのがこの人たちの目的だったんだ。

「さあ、中に入りなさい。ゴミクズ」

　部室棟の二階、一番奥の部へ屋やにおれは無理やり押し込まれた。

　そこはとても薄うす暗ぐらく、そしてものが極端に少ない殺風景な部屋だった。窓際に設置された赤いソファーだけが唯一、存在感を示していた。誰も電気を点つけようとしないので目が慣なれてくるまで気づかなかったのだが、左右の窓のないはずの壁かべがどういうわけか分厚い遮しや光こうカーテンで覆おおわれていた。なんの意味があるのか、それはおれの知るところではない。

　カチャ、と赤髪の先輩が内側からドアをロックし、カメラの女性と二人ふたりで入口を封ふう鎖さした。

　童顔先輩はソファーの上のクッションを引っつかむと、ポイっと床の上に放り投げ、「そこに座りなさい。正座よ、正座」とクッションを指差し、自分はソファーにどっぷり身体からだを預け、足を組んでおれを睥へい睨げいした。

　一方、おれは言われた通りにクッションの上で正座し、童顔先せん輩ぱいの足に視し線せんを固定した。

「椎しい名な雄ゆう介すけ。……どうやら人違いではなさそうね」

　おれから奪った生徒手帳を眺めながら童顔先輩はつぶやいた。

　重苦しい雰囲気が漂っている。警けい察さつの取とり調しらべもこんな感じなのだろうか。

「どう？　よく撮とれてるでしょう？」

　その後、ソファーの傍かたわらに置いてあったプリンターで印刷された「証拠写真」がおれの眼前に突きつけられた。すごくよく撮れていた。パンツの皺しわまでしっかり写り込んでいた。

「ねえ、椎名？」

　早くも呼び捨て。まあおれ後輩だけど。

「この写真がインターネット上に流出しちゃう可能性はどれくらいあると思う？」

「……なっ！」

　可能性とか！　そんなのあんたの気分次第じゃないか！

　く、くそ！　なんでおれがこんな目に遭わなきゃいけないんだ！

　おれの高校生活が……おれの平へい穏おんな高校生活がああああ！

「椎名。あなた、私たちの下僕になりなさい」

「…………はい？」

「あなたが首を縦たてに振れば、この写真が表に出ることはなくなるわ」

　写真をひらひらさせながら童顔先輩はそう断言した。

　なんだよ、下僕って？　パシリみたいなもんか？

「さあ、どうする？　下僕になる？　ならない？　答えは二つに一つよ？」

　童顔先輩は上うわ履ばきを片方脱ぎ捨てると、黒いソックスに包まれた細い足をぐっと伸ばし、クッションの上で正座をしているおれの膝ひざに踵かかとをトントンと落としたり、指先でぐるぐると円を描いたりした。そうやっておれを弄もてあそびながら、「どうする？」と再度訊きいてきた。

　部へ屋やが薄うす暗ぐらいのがよかったのか、おれはこのときある程度の冷静さを取り戻していた。

　だからまずはイエスともノーとも答えず、

「あ、あの……一ついいですか？」

　答えてくれるとは限らなかったが訊きたいことがあったので質問してみた。

「先輩たちは何を企たくらんでるんですか？　おれに何をさせる気なんですか？」

「ふふふ、いい質問ね」

　童顔先輩はニヤリと笑い、ソファーの上にぴょんと飛び乗り、パチンと指を鳴らした。

　すると指の音に呼応するかのように天てん井じようから一本のロープが下りてきた。手品でも始まるのかと思いながら行方ゆくえを見守っていると、先輩がロープをおもむろに握りしめ、「まずはこれを見なさい！」と思いっきりロープを下に引っ張った。

「……え、ええええっ!?」

　先せん輩ぱいがロープを引っ張ると、部へ屋やがパァッと明るくなり、さらに左右の壁かべを覆おおっていた遮しや光こうカーテンがあっという間に剥はがれ落ちた。分厚い遮光カーテンが覆い隠していたもの、それは壁を埋め尽くす無数のポスターだった。

　部屋の壁という壁に美少女キャラが描かれた巨大なポスターが隙すき間まなく貼はってあったのだ。

　パンツが見えそうで見えない女の子とか、パンツが見えてるけど笑え顔がおの女の子とか、そもそもパンツを穿はいていない女の子とか、しまいにはパンツじゃないから大丈夫だと言い張る女の子とか、そんな女の子たちが壁からおれを見下ろしていた。

「いいこと、椎しい名な？　よーく、聞きなさい」

　異質な空間の異質な光景に圧倒されていると、童顔先輩がさらなる衝しよう撃げきの事実を明かした。




「この部屋はね、何を隠そう、『ギャルゲー研究部』の本拠地なのよ！　そして我々が掲げる崇高な目的──それは！　究極のギャルゲーを作ること──っ！」




「…………なっ……んだって……？」

　ギャルゲーという単語を聞いた瞬しゆん間かん、全身に鳥肌が立った。

　過去のトラウマが……中学時代の惨みじめな自分の姿が脳裏を過よぎった。

「椎名、光栄に思いなさいよ？　あなたは私たちに選ばれたのだから──」

　童顔先輩はアーモンド形の目をつり上げ、ソファーの上からおれを指差した。

　直後、先輩がおれの名を呼んだ。本名じゃない。中学時代のあだ名を、だ。

「私たちはあなたを待っていたのよ。椎名雄ゆう介すけ……いえ、ギャルゲーマスター椎名──っ！」
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　人のまばらになった教室を出ると、ショートカットの女の子がおれを待ち受けていた。

　変なヘアピンで前髪を流した小動物っぽい雰囲気の女の子だ。わりと可愛かわいい。

「椎しい名な君だよね？　そうだよね？」

　女の子はおれの存在に気づくと切せつ羽ぱ詰つまった様よう子すで迫ってきた。

「え？　そ、そうだけど……」

「今すぐ部室に来て！」

「……は？　部室？」

「いいから来て！」

　謎なぞのヘアピン少女は問答無用でおれの腕をつかみ、廊下を駆け出した。

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

「ごめん！　待てないの！　早く戻らないと大変なの！」

　おれの制止の言葉は検討の余地もなく却下された。

　ヘアピン少女はなおも猛ダッシュで廊下を疾走した。

　ほぼ全力に近いスピードで、階段は二段抜かし。理由はよくわからないが急いでいるのは間違いなく、「早く戻らないと！　早く戻らないと！」と上うわ擦ずった声で何度も叫んでいた。

　あとになってわかるのだが、普ふ段だんのこの人は温和でマイペースで、のんびりしている。

　このときはのっぴきならぬ事情があったのだ。

「──ただ今戻りました！」

　たどり着いたのはギャルゲー研究部の部室だった。

　そうなんじゃないかという気はしていた。

「ちゃんと五分以内に戻ってきたわね。偉いわよ、陽ひ香か理り」

　そう言って赤いソファーを立ったのはギャルゲー研究部のボスこと桐きりヶが谷や京きよう子こ先せん輩ぱい。

　童顔先輩と言えばわかるだろう。

　昨日きのう、おれをゴミクズ呼ばわりし、お尻しりを蹴けっ飛ばした人だ。

「陽香理、息が切れてるわよ。運動不足なんじゃないの？」

「……もともと体力ないんです……」

　五分以内という言葉から察するに、ヘアピン少女はこの人の命令で動いていたようだ。

「京子はたまに体育会系みたいなことするよなー」

「……声も大きいです」

　部室には赤髪先輩とカメラの先輩もいる。

　赤い髪の先せん輩ぱいが赤あか羽ばねサヤカさん。カメラの先輩が秋あき葉ば凜りんさんだ。

　おれが独自に調ちよう査さした結果、この三人の先輩たちは桜さくら台だい高こう校こうの『要注意人物』であることが判明した。まあ調査しなくても自分の身に降りかかった出来事を振り返れば察しはつく。

　この三人の中でもっとも危険なのが、桜台高校の『ミニマムデビル』などと呼ばれている桐きりヶが谷や京きよう子こ先輩だ。桐ヶ谷先輩は一年生のころ、当時クラスメイトだった赤羽サヤカさんと秋葉凜さんを率いて、校長や生徒会と一ひと悶もん着ちやくあった末に部室棟の一番奥の空き部べ屋や──つまりこの部室を占拠。そして非公認のクラブ、『ギャルゲー研究部』を設立したらしい。

　非公認のクラブだから一般の生徒たちにはほとんどその存在を知られていない。

　桐ヶ谷先輩曰いわく、「うちはスカウト制だから部員は募集していないの」とのこと。

　ま、誰だれも入ろうとは思わないだろうけど。

　でもって、スカウトという名の脅迫で強制入部させられたのがおれと……。

　隣となりに立っているヘアピン少女──川かわ野の辺べ陽ひ香か理りさんだ。

　後の自己紹介で同学年だと判明する。おれが四組で彼女が七組。

　川野辺さんはこの日の帰り際、「私ね、京子先輩と中学が同じなんだ。本当は美術部に入るつもりだったんだけど、京子先輩に脅され……じゃなくて誘われてＧ研に入ったんだ」と下へ手たな嘘うそでいきさつを教えてくれた。ちなみにＧ研ってのはギャルゲー研究部の略称だ。

「じゃあ、みんな席について。さっそく初日の活動を始めるわよ」

　桐ヶ谷先輩が指示を飛ばすと各おの々おのが所定の位置に移動した。

　ところがおれの席は用意されていなかった。

「あの？　桐ヶ谷先輩？　おれはどこに座れば？」

「椎しい名なは床の上で正座よ。はい、このクッションをあげるから私の側そばに座りなさい」

　桐ヶ谷先輩はソファーの上のクッションを引っつかむと、おれに向かって放り投げた。

「えっ。ちょ、ちょっと、待ってくださいよ。なんでおれだけ床の上なんですか？」

「椅い子すが足りないのよ。そのうち用意してあげるから我慢しなさい」

「そこのソファーじゃダメなんですか？」

「ソファーは休きゆう憩けい中ちゆう以外使用禁止」

「……理不尽だ」

　おれは渋々クッションの上で正座をした。

「それから、私のことは京子先輩と呼びなさい。──わかった？」

　革張りの椅子に桐ヶ谷先輩が……いや、京子先輩が足を組んでどっぷりと腰を下ろした。

「おーい。しーなー。あたしのことはサヤカ先輩って呼ぶんだぞー」

　京子先輩の向かい側の席に座る赤羽先輩がおれに向かって呼びかけた。先輩たちを下の名前で呼ぶのは抵抗があるが、後ろに『先輩』がつくのならまあ呼べないこともない。

「……私のことは秋葉さんと呼んでください」

「え？」

　長身の秋あき葉ばさんがいつの間にかおれの背後に立っていた。

「……秋葉先せん輩ぱいではダメです。必ず秋葉さんと呼んでください」

　彼女はそれだけ言うと自分の席に引き返した。

　無口な人かと思ってたけど、自分の意見はちゃんと主張する人らしい。

　……ちょっと挙きよ動どう不ふ審しんだけど。

「そう言えば新入部員の紹介がまだだったわね」

　京きよう子こ先輩が席を立った。小柄なので座ったままの秋葉さんとほとんど差がない。

「今年ことしの新入部員は二名。一人ひとりは私の中学時代の後輩、川かわ野の辺べ陽ひ香か理りよ。もう一人はギャルゲーの申し子、ミスターギャルゲー、中学時代に『ギャルゲーマスター椎しい名な』と称しよう賛さんされていた筋金入りのギャルゲーマー、椎名雄ゆう介すけよ。はい、みんな拍手！」

　パチパチと手を叩たたきながら、わーわー、と先輩たちが騒さわぎ出す。

「これでうちの部も安あん泰たいだな！　よろしく頼むぜ、ギャルゲーマスター！」

「……期待の大型新人。その名はギャルゲーマスター椎名」

　ああああああ！　呼ぶな！　おれをその名で呼ぶなああああああ！

　あ、ああ……過去の記き憶おくが蘇よみがえる！　思い出したくもない中学時代の記憶が！

「しーなは中学の三年間で二千本のギャルゲーをコンプリートしたらしいぞー」

「……すごいです。憧あこがれます」

「しかもその二千本に登場した約八千のヒロインのプロフィールを暗記してるらしいぞー」

「……すごいです。尊敬です」

　うおぃ、こら！　人の過去を勝手に捏ねつ造ぞうすんじゃねーよ！

　だいたい三年間でギャルゲー二千本とか！　一日一本でも間に合わんだろうが！

「いいこと、椎名？」

　京子先輩が床の上に座るおれを見下ろしながら言った。

「中学時代は『ギャルゲーマスター椎名』なんて呼ばれてちやほやされていたようだけれど、あなたなんてまだまだよ。一流のギャルゲー狂い目指して精しよう進じんしなさい」

　違うんです！　違うんですよ！　先輩たちの認にん識しきは間違ってるんですよ！

　たしかにおれは中学のころ、『ギャルゲーマスター椎名』って呼ばれていましたよ。

　しかしですね。このあだ名に称賛の意味は微み塵じんも含まれていないんですよ。

　おれのこのあだ名は昔のクラスメイトが面おも白しろ半分につけたもので──




『お前の父親、ギャルゲー作ってるんだって？』




　全すべての始まりはクラスメイトのこの無ぶ遠えん慮りよな一言からだった。

　……そうなんだ。うちの親父、ギャルゲー作ってるんだ。

　そしてそれが『ギャルゲーマスター椎しい名な』というあだ名の由来だ。

　中二のとき、このあだ名で呼ばれるようになって以来、ギャルゲーと名のつくものは極力目に入れないようにしてきた。昔、何本かプレイしたことはあるが、最近のギャルゲー事情には明るくない。当然、おれはギャルゲー狂いには程遠い存在だ──

　くそっ！　せっかく人間関係をリセットするために桜さくら台だいに入ったってのに！

　一体いつになったらギャルゲーの呪じゆ縛ばくから解放されるんだよ！

「新入部員の紹介はこれくらいにして、さっそく部活を始めましょう」

　京きよう子こ先せん輩ぱいはどこか上じよう機き嫌げんだった。新入部員が入ったのがそんなに嬉うれしいのだろうか。

　とりあえず、このタイミングで真実を告げるのはよろしくなさそうだ。

　でも、いつか頃ころ合あいを見計らってあだ名の件に触れよう。

　誤解だとわかればギャゲルー初心者のおれなんて先輩たち興きよう味みないだろうし。

「じゃあまず、これを見てもらおうかしら」

　京子先輩が『企画書』なるものをみんなに配って回った。

　右上をホッチキスで綴とじられた五枚ほどの用紙にはこれからこの部で制作するであろうギャルゲーの大おお雑ざつ把ぱな設定が書かき綴つづられていた。

　──マジでギャルゲー作るつもりなんだな、この先輩たち……。

　昨日きのう、部室に連れ込まれたとき、究極のギャルゲーを作るとか豪語してたっけ。

　何をもって究極とするのかは知らないけど。

　ああ、嫌いやだ嫌だ。企画書なんて読みたくねー。

「椎名？　何してるの？　早く企画書に目を通しなさい」

　京子先輩が踵かかとでトントンとおれの膝ひざを叩たたいた。

　せめて上うわ履ばきは脱いで欲しい。……くそっ、読めばいいんだろ、読めば。

　表紙をめくると物語のあらすじが半ページにわたって記されていた。

「……意外とちゃんとしてるな」

　ストーリーを大雑把に要約すると『貧乏な家庭に生まれ育った苦労人の主人公と金持ちお嬢じよう様の恋愛』といった感じだった。設定は大味だが非常にわかりやすいコンセプトだ。

「みんな読んだわね？」

　全員が企画書を読み終えると京子先輩が軽く中身の説明を始めた。

「春休みの間に私とサヤカの二人ふたりでこの企画書をまとめておいたの。サヤカにはシナリオを任せることになっているから……あ、そうそう。みんなに役やく職しよくを与えないとね」

　京子先輩がホワイトボードの前に移動し、マーカーを握った。


　桐きりヶが谷や京子──制作指揮。

　赤あか羽ばねサヤカ──シナリオ。

　秋あき葉ば凜りん──プログラム・スクリプト。

　川かわ野の辺べ陽ひ香か理り──原画。

　椎しい名な雄ゆう介すけ──ギャルゲーマスター椎名。



「──と、まあ。こんな感じかしらね」

　おれだけなんか変だろ！　それ役やく職しよくじゃないし！　あだ名だし！

「どうしたの？　椎名？　何か不満そうね？」

　当たり前だろうが。人のあだ名で遊んでんじゃねーよ。──とはもちろん言えず、

「意味がわかんないですよ。おれは何をすればいいんですか？　ちゃんと説明してください」

「椎名にはギャルゲー界に旋風を巻き起こす革命児になってもらうわ」

「……は？」

「私たちは究極のギャルゲーを模索しているの。究極のギャルゲーを作るためにはこれまでにない斬ざん新しんな手法を用いなければならないわけ」

「……は、はあ？」

「今はわからなくてもいいわ。そのうちわかるときが来るから」

　そのうちわかるとかそういう問題じゃないと思うんですけど。

　……もう帰りたい。マジでお家うちに帰りたい。

「じゃあ、中身に入っていきましょうか」

　京きよう子こ先せん輩ぱいは自分の席に戻ると企画書を眺めながら説明を始めた。

「主人公はなるべく平凡なほうが、プレイヤーが感情移入しやすいし、どんな性格のヒロインにも対応しやすくなるんだけど、今回はヒロインを一人ひとりに絞っているから捻ひねってみたわ。これがもし金持ち主人公だったりするとプレイヤーが感情移入しづらくなると思うんだけど、貧乏主人公なら問題ないでしょう？　不幸な主人公は応援したくなるし、だんだんと我が身のことのように思えてくるはずだわ」

「あのぉ、この主人公の貧乏設定ってどの程度のレベルを指してるんですか？」

　川野辺さんが疑問の声を上げた。すると京子先輩は再びホワイトボードの前に立ち、

「陽香理、あなたちゃんと企画書を読んだの？　最後のページに二人の馴なれ初そめが綴つづられているでしょう？　そこを読めば主人公の貧しさが実感できるはずよ」

　京子先輩が言っているページには次のようなことが書いてあって──




　ある日、主人公は道端で二百円拾う。ここ数日を水道水で凌しのいでいた彼はその二百円で学食の素うどん（二百円）を食べようとするのだが、カウンターで受け取った素うどんをテーブルに運ぶ途中、高たか飛び車しやなことで有名な金髪のお嬢じよう様さま（ヒロイン）とぶつかってしまい、素うどんの入った器をひっくり返してしまう。激げき怒どした主人公はお嬢様に食ってかかるのだが、「たかが二百円でしょう？」と鼻で笑われる。その一言で主人公の怒りは頂点に達し、「二百円は大金だろうが！　この金髪糞くそ女おんな！　おれの二百円、十倍にして返せよ！」と啖たん呵かを切ってしまう。




　これがプロローグになるらしい。

　……いきなり喧けん嘩か腰ごしなんだが、大丈夫なのか？

「これってちゃんと恋愛に発展するんですか？」おれは思ったことを口にした。

「心配するなってー。この冒頭はなー、プレイヤーに『こんな微妙な関係の二人ふたりが本当に恋人関係になるのかな？』って思わせるのが狙ねらいなんだよ。最初からある程度仲のいい二人でもいいけど、こっちのほうが燃もえるダロ？」

　シナリオ担当のサヤカ先せん輩ぱいが語り出す。

「ギャルゲーって、ヒロインを攻略できることは最初からわかってるだろー？　だから恋愛の過程がすごい大事なんだよ。ちなみにこの高たか飛び車しやな金持ちお嬢じよう様さまはかなり刺とげ々とげしい性格のヒロインなんだけど、どんどん健けな気げになっていくから。見所はそこだなー」

　何やら勝算があるようだけど、おれはまだサヤカ先輩の実力のほどを知らない。

　今の段階では肯定することも否定することもできない。

「凜りんは？　何か意見ある？」京きよう子こ先輩が秋あき葉ばさんに意見を求めた。

「……ヒロインがお嬢様な時点で私たちの勝ちは決まったも同然です」

　秋葉さんは企画書に目を落としたままニヤリと微笑した。不気味な微笑ほほえみだ。

「え？　勝ちって、どうして断言できるんですか？」

　川かわ野の辺べさんの問いかけに対し、

「……お嬢様に魅み力りよくを感じない男子はこの世に存在しません」

　秋葉さんは自信ありげな顔でそう断言した。

「……お嬢様キャラにハズレはありません。ギャルゲーの歴史がそれを証明しています」

「そ、そうなんですか……」

「そうなのです。お嬢様キャラは無条件で人気が出るのです。一番人気とは限りませんが、そうでなくても必ず二番手、三番手の位置につけてきます。お嬢様キャラが人気投票で最下位になることはありえないのです。…………です」

　秋葉さんは一気にまくし立てると再び口を閉ざした。

「たしかにお嬢様キャラの人気は安定しているわよね」

「華はながあるし、存在感があるからなー」

　ギャルゲーの知ち識しきに乏とぼしいおれにも秋葉さんの言いたいことは理解できる。

　お嬢様キャラはギャルゲーに限らずフィクションの世界では定番キャラだからな。

「さてと。本題に入りましょう」京子先輩が話を戻した。「まずはヒロインの名前を決めましょう。そうね。……椎しい名な、あなたが命名しなさい。可及的速やかに五分以内で」

「……五分以内って」

「早くしなさい。ネットで情報を集めてもいいから」

　と言われてもおれには自分専用のパソコンはおろか席すら与えられていない。

　四人の女子部員には四台のパソコンが均等に割り当てられているのに。

「しょうがないわね。ほら、ここに座りなさい」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが席を空けてくれた。おれは、すみません、と頭を下げてから椅い子すに座った。

　別に頭を下げる必要はない気もするが、何も言わずに座ったら殴られそうだ。

「あ、あの……京子先輩？　何をしてるんですか？」

「未み熟じゆくな新入部員を監かん視ししてるのよ」

　監視するなら人の首に腕を回したりしないでもうちょっと離はなれてほしい。

　この人、おれを男とすら思っていないフシがあるよな。

「あと……そんなじっと見つめられると集中できないんですが……」

「そんなしょぼい精神力でどうするの。あなたに甲こう子し園えんのマウンドは任せられないわね」

　知らなかった。おれたちは甲子園を目指していたのか。

　……んなわけねーよ。

「ほら、急ぎなさい。あと四分よ」

　京子先輩はブツブツ言いながらもおれから身を離してくれた。

　さてと。ヒロインの名前だったよな。どうすっかな。

　──あ、いいこと考えたぞ。わざと変な名前をつけるんだ。

　この人たちはおれをギャルゲーの達人か何かだと思っている。

　おれとしては不本意な流れ。なんとか断ち切りたい。

　そのためにはどうすればいいのか？　簡かん単たんなことだ。

　おれがいかに使えない人間かってことをアピールすればいいんだ。

　きっとあだ名の由来を切々と語るより効果的なはず。

　よし、先輩たちをがっかりさせてやろう。

　常軌を逸するネーミングセンスを披ひ露ろうしてやるぞ。

「とりあえずブラウザを立ち上げて……」

　おれは検索サイトで「名前　苗みよう字じ」で検索してみた。

　すると一番上に「日本の苗字１００００！」というサイトが表示された。

　うん。このサイトは使えそうだな。ぽちっと。

「えっと……漢字一文字から検索できるのか。苗字の順位とかもあるな」

　おれはまず『院』という字で検索をかけてみた。

「伊い集じゆう院いん、祁け答どう院いん、弥み勒ろく院いん、明みよう光こう院いん……いろいろあるな。伊集院はそれっぽいけど、あとの苗字はなんだか寺院っぽいな。まあアリと言えばアリなのかな。ちょっと古風だが……」

　ん？　なんだって？　先せん輩ぱいたちをがっかりさせるんじゃなかったのかって？

　まあ、見てなって。これも作戦のうちなんだよ。

　おれは他ほかの漢字でも検索を試みた。そして試し行こう錯さく誤ごした結果──

　苗みよう字じは『東ひがし九く條じよう』に決まった。ちっとも地味ではないが苗字はこれでいい。

　問題は下の名前だ。おれとしてはミスマッチな組み合わせにしたいんだ。

　派は手でな苗字に地味な名前の組み合わせ。そのほうががっかり度は高いはず。

　さて、何がいいかな。地味な名前。うーん、なんだろう。意外と難むずかしいな。

　えっと、東九條…………………………幸さち子ことか？

　東九條幸子。……うわー、微妙な組み合わせだな。

　でもお嬢じよう様さまって『幸』があるわけだからある意味これで正解だろ（笑）。

　おれは先輩に渡されたＡ４用紙に「東九條幸子」とペンを走らせた。

「京きよう子こ先輩、できましたよ」

「どんなの？」

「これです」

　おれはＡ４用紙を京子先輩に差し出した。

　──ビリィィィィィィ！

　渡した二秒後には引き裂かれていた。まあ当然の結果だ。

「なんなのよ、幸子って！　どこの演歌歌手よ！　椎しい名な、あなた正気なの!?」

「もちろん正気です」

　ほらほら、もっと罵ば倒とうしてください。そしておれをここから追い出してください。

「一体どういうネーミングセンスをしているのよ！　センスの欠片かけらもないじゃない！」

　京子先輩は椅い子すに座ったおれをぐるぐると回転させ始めた。

　そして十回転ほどしたところで回転を止め、おれを突き飛ばして椅子から退しりぞかした挙句、床に転がったおれの腹を上うわ履ばきで踏みつけ、灰はい色いろの足形をつけた。

　くっ、耐えろ。耐え忍ぶんだ。

　ここを乗り切れば呆あきれ果てた京子先輩が──

「椅子を持ち上げた──っ!?」

　おれは「ありえんだろー！」と叫びながら一目散に部室の外に避ひ難なんした。

　どうやらおれの考えは甘かったようだ。

　というか、あからさまに手を抜いたのがまずかったみたいだな……。




　数分後──

　秋あき葉ばさんとサヤカ先輩に力ずくで連れ戻されたおれは先輩の目の前で正座させられた。

　パンツが見えそうな角度だったが、呑のん気きにパンツなんて観かん察さつしている場合ではない。

「椎しい名な！　今から、このお嬢じよう様さまのことは自分の娘だと思いなさい！」

　どんなお仕置きが待っているのかと思っていたら妙なことを言い出した。

「……は？　なんですか、それ？」

「あなたにはこの子のプロフィールをノート五冊分にまとめてもらうから！」

「多すぎますよ!?　五冊分って──っ！」

「０歳から始めるんだからそれくらい必要よ。生まれた日から高校に入学するまでの記き録ろくを一日単位で書いていくの。二次元の子育てみたいなものね。キャラクターにとって制作者は親みたいなものなんだから、別におかしなことではないわ」

「何もそこまでしなくても……」

「──椎名」京きよう子こ先せん輩ぱいはおれの胸むな倉ぐらをつかみ、「ギャルゲーを舐なめるな」

「……ひ、ひぃ」
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　やばい！　なんか地雷踏んだ！　つーか、何もかも裏目に出てるよ！

「あなたにはキャラクター愛が足りないわ。全然足りない」

「……は、はぁ……」

　足りなくてけっこうですよ。おれはギャルゲー作りなんてどうでもいいんですから。

「就寝前に脳内でヒロインと会話をする習しゆう慣かんを身につけなさい。まずは想像だけで悶もだえられるようになることが目標ね」

「……それ……ハードルが高すぎませんか？」

　現実に打ちのめされて心を病めばそんな症状が現れるかもしれないが。

「何を言ってるの。現役のクリエーターはみんなそれくらいできるわよ。世のクリエーターたちにとって自分が生み出したキャラクターは子供であり家族であり恋人なの。ほら、作家とか漫画家は結婚しない人が多いでしょう？　みんな脳内で幸せな家庭を築いているのよ」

「……訴えられても知りませんからね」

「とにかく幸さち子こはボツよ。ありえないわ。──ねえ？　陽ひ香か理りもそう思うでしょう？」

「あ、えっと……」

「どうしたの、陽香理？　挙きよ動どう不ふ審しんよ？」

「は、はい。それがですね……」

　川かわ野の辺べさんはディスプレイに視し線せんを固定したまま控え目に告げた。

「うちのお母かあさんの名前が……幸子と言いまして……」

「ほら、見なさい！　被害者第一号！」京きよう子こ先せん輩ぱいが声を張り上げた。「ヒロインの名前が母親と同じだったら攻略する気が失うせるでしょう？　そういった悲しい事故を未然に防ぐためにもヒロインの名前は慎重に選ばなければならないの。──わかった？　椎しい名な？」

「……はぁ、すみません。以後気をつけます……」

　たしかにヒロインの名前が母親と同じだったらショックだな。

　攻略する気が失うせるのも頷うなずける話だ。ってかそんなゲームそもそも買わないだろうけど。

「逆に主人公の名前が自分と同じだったりすると、ヒロインにボイス付で本名を呼ばれるからお得感があるよなー。あ、そうそう。あたし、『雄ゆう介すけ』って名前の主人公が出てくるギャルゲー持ってるんだ。しーな、貸してやろうか？　ゆうすけとかゆうちゃんとか呼んでくれるぞ」

「……いえ、遠えん慮りよしておきます」

　何それ、恐こわい。本名で呼ばれるとか。マジ鳥肌が立つんですけど。

「ところで、きょーこー。東ひがし九く條じようって苗みよう字じはお嬢じよう様さまっぽいし、東九條麗れい華かとかどうだー？　華か麗れいって字を逆さまにしてレイカ。お嬢様にありがちな名前だけど、悪くないだろー？」

「東九條麗華。……いいわね！　字面からも音の響ひびきからも高貴な匂においがぷんぷんするわ。いかにもお嬢様って感じの名前よ」

「……麗華お嬢様」秋あき葉ばさんがポツリとつぶやく。「きっと執事やメイドたちにそう呼ばれているに違いありません。私も東九條麗華でいいと思います」

「じゃあ、決定ね」

　京子先輩がホワイトボードに『東九條麗華』とペンを走らせた。

　と、そこで川かわ野の辺べさんが控え目に手を挙げて、

「あ、あの……いいですか？」

「どうしたの、陽香理？　何か異い論ろんでもある？」

「そ、そのですね……うちのクラスに東ひがし九く條じよう麗れい華かさんという人がいまして……」

「──なんですって？」

「おー、同姓同名かよー！　すげーなー！」

「……リアル東九條麗華」

　おいおい、マジかよ。すごい偶然だな。

　よくある名前ってわけじゃないのに。

「陽ひ香か理り……それは本当の話なの？」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが川かわ野の辺べさんに近づき神妙な顔つきで尋たずねた。

「は、はい……字とかも同じだと思います……」

「その東九條麗華さんという人はどんな女性？」

「え、えっとですね、まず身長が百七十センチあって……」

　身長百七十センチと言ったところで、先輩たちが「おお！」と声を漏らした。

　すらりとした長身の美人を想像したのはおれだけではないはずだ。

　しかし、現実って奴やつは残酷だ。

「体重が九十五キロあるそうです」

　太い！　横に太いぞ！　リアル東九條麗華！

「東九條さんは柔道部のホープなんです。中学時代に無差別級で全国大会にも出場した経けい験けんがあるそうで…………あ、あれ？　京子先輩？　どうしたんですか……？」

「──ありえないわ──っ！」

　京子先輩が吠ほえた。何やら怒り狂っておられる。ギャルゲー雑誌をいくつか重ねて両手で持ち上げ、おれの頭に向かって振り下ろし──って何してんだこの人は!?

「うわああああああ！」

「なんで避けるのよ──っ！」

「常人なら誰だれだって避けるでしょうが！　椅い子すよりはマシですけど！」

「東九條麗華。……その女にはもっと相応ふさわしい名前があるでしょうに。……豚ぶた丸まるとか」

　それ、もはや人間の名前じゃありませんから。

「リアル東九條麗華！　今すぐにでも改名するべきよ！　ええ、絶対にそうするべき！」

「先輩、本名の改名ってよほどの理由がないと無理ですよ？」

「そんなことないわ！　出家よ！　出家すればいいのよ！　僧そう侶りよになる人は本名の改名が許されるはずよ！　リアル東九條麗華も出家して豚丸豚ぶた子こと名乗ればいいのよ！」

「……バカなこと言ってないで他ほかの名前を考えましょうよ」

「きょーこー。いつでも言えよ？　あたしならいつでも加勢するからさー」

「サヤカ先輩！　アホなこと言わんでください！」

「黙だまりなさい、椎しい名な！　あなたは一刻も早く東九條麗華のプロフィールをノート五冊分にまとめなさい！　名前は変えないわよ！　変えるのは……リアル東ひがし九く條じよう麗れい華かのほうよ！」

　ギャルゲーごときでそこまでムキにならなくてもいいのに。

「サヤカ！　凜りん！　柔道場へ行くわよ！」

　京きよう子こ先せん輩ぱいは二人ふたりを率いて部室を飛び出した。

　取り残されたおれは川かわ野の辺べさんと顔を見合わせてため息をついた。




　でもって、二十分後、三人は部室へ戻ってきたのだが──

　どうやらリアル東九條麗華さんは膝ひざを痛めていて練習には出ていないらしかった。

　京子先輩ならリアル東九條麗華さんの自宅まで押しかけても不ふ思し議ぎではなかったが、サヤカ先輩と何事か話しているうちに考えが変わったようで、

「きっと私たちの『東九條麗華』は『リアル東九條麗華』を脅おびやかす存在に成長するわ。そのとき、『リアル東九條麗華』は思うでしょう。どうして私の親はギャルゲーのヒロインと同じ名前をつけたのか、と……」

　どう考えてもこっちのほうが後出しなんだけど。

　そこにはツッコまないでおいた。

　かくしてヒロインの名前は『東九條麗華』に大決定したのだった。

　そして名前が決まったところでその日の部活動は終了。

　結局、おれは『ギャルゲーマスター椎しい名な』というあだ名に込められた意味を先輩たちに告げることができず、また途中で思いついた『いかに自分が使えない男か』をアピールする作戦も失敗に終わってしまった。
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　Ｇ研に入部して数日が経たった。

　その間、おれは先せん輩ぱいたちに見限られようとあの手この手を尽くしたが、残念ながら全すべて逆効果に終わった。京きよう子こ先輩は、「椎しい名な！　出し惜しみしてないで、本気でギャルゲー作りに取り組みなさい！」とおれが力を隠してると思ってるようで、サヤカ先輩にいたっては、「しーなはあたしたちを試してるんだよ」とおれを大物扱いする。

　なんとかしてＧ研から抜け出せないものかと思うが──

　相手は悪名高いミニマムデビルとその仲間たち。一ひと筋すじ縄なわではいかないだろう。

　──しかし、おれは諦あきらめない。

　ギャルゲーまみれの青春なんてごめんだからな。




　　　　◇　◇　◇




「わからーん！　わっからんぞー！」

　ギャルゲーの制作を開始して三日目の放ほう課か後ご、いつも能天気なサヤカ先輩が席を立って大声でシャウトした。

「どうしたんですか？　サヤカ先輩が大声で叫ぶなんて珍しいですね」

　未いまだに椅い子すさえ与えられていないおれはその日も床にクッションを敷しいてそこに座っていた。

「苦悩の叫びだよー！　苦悩の叫び！　あー、もどかしー！」

　サヤカ先輩は大口を開けて赤い髪を何度も振り乱した。

　日本人の母親とイギリス人の父親を持つハーフのサヤカ先輩は、事あるたびに教師から髪の色のことで注意を受けて育ってきたらしいが、この赤い髪の毛は地毛とのこと。

　生まれも育ちも日本らしく、英語はまったく喋しやべれないんだとか。

「苦悩の叫び？　何を悩んでるんですか？」

「主人公の心理描写で行き詰ってるんだよー。しーな、助けてくれよー」

　キーボードをガチャガチャ鳴らしながら再び奇声を上げる。

　企画書は京子先輩と二人ふたりで練り上げたらしいが、本ほん編ぺんのテキストはサヤカ先輩の担当だ。

　立ち絵やイベントＣＧ、音楽などの指定もシナリオライターの領分だという話だ。

　ただシナリオを書けばいいってものではないらしい。

　あらゆるシーンを絵と音で明めい確かくに想像する必要がありそうだ。

「おれにアドバイスを求められても困るんですが……」

「そんなこと言うなよー。助けてくれよー」

「……ちなみにどんなシチュエーションなんですか？」

「んー、体育倉庫とプールのシーン。今のところこの二つだなー」

「サヤカ」

　それまで黙もく々もくとキーボードを叩たたいていた京きよう子こ先せん輩ぱいが席を立った。

「そういうときは実際に演じてみるのが一番よ」

「なるほどー。それは一理あるなー。……で？　具体的にはどうするんだ？」

「ふふふ、そんなの決まっているじゃない」

　京子先輩がおれを見下ろしながら笑えみを浮かべた。

　いやーな予感がするんですけど……。




◇シチュエーションその１　体育倉庫で二人っきり！

　思い立ったらすぐ行動。……というのはもちろん京子先輩のことだ。

「いつ来ても変な臭においがするな。体育倉庫って……」

　体たい操そう服ふくに着替えたおれは一足先に体たい育いく館かんの奥にある体育倉庫までやってきた。

　おれは扉を静かに閉めると、とりあえずマットに腰を下ろした。

「一体誰だれが来ることやら……」

　ジャンケンに負けた者がヒロイン役を演じるらしい。

　主人公はおれだ。唯一の男子部員だからな。

　これからおれが演じる作中のシーンというのは主人公とヒロインが体育倉庫に閉じ込められてしまう……というベタなシチュだ。どういう経けい緯いでそんなことになってしまうのかは聞いていないが、何かしら理由はあるのだろう。……あるのだと思いたい。

「──お待たせ」

　体育倉庫の中を見回していると扉が開いて京子先輩が現れた。

　先輩がジャンケンに負けたのか。勝負事には強そうなイメージがあるけど──

「……って！　なんちゅー格好してるんですか！」

「何を驚おどろいているのよ。まさかブルマに驚いているの？」

「いや、だって……うちの学校はスパッツじゃないですか……？」

「ギャルゲーのヒロインはブルマなの。ブルマじゃないと雰囲気が出ないし、ユーザーも納得しないわ。あと念のため言っておくけど、ギャルゲーの世界でスパッツを穿はいていいのはラクロス部と陸上部だけよ。併あわせて覚えておきなさい」

　これもお約束の一つなのだろうか。深くツッコミを入れたら負け……なのか？

　でもブルマって現実世界ではほぼ絶滅しちゃってるよな。

　実際、本物のブルマを見たのはこれが初めてだ。

　……んー、そうか。九十年代以前はみんなこれを穿はいて体育の授業を受けていたのか。

　すごいな。日本という国は。こんなの下着とほとんど変わらんだろ。

「紺こん色いろとか緑みどり色いろのブルマもあったんだけど、ヒロインの麗れい華かは金髪でしょう？　だから赤あか色いろのブルマをチョイスしたわ。定番は紺色なんだけどね。あと麗華の性格を考こう慮りよした結果、体たい操そう服ふくはブルマの中に入れなかったから。私個人としてはやっぱり体操服はブルマの中に入れたいんだけど、麗華はたぶん入れないわよね」

　そもそもお嬢じよう様さまはブルマを穿かないと思います。

　……とか言ったら怒られそうだから黙だまっておこう。

「実を言うとブルマを穿くのって初めてなのよね」

　京きよう子こ先せん輩ぱいはおれの側そばまで歩いてくると、積み上がったマットに後ろ向きで座った。

　おれの視し線せんは無む意い識しきのうちに先輩のブルマ姿に注がれた。

　うちの学校は男子も女子もスパッツだから肌を露ろ出しゆつするのは膝ひざ下しただけだ。それに引き替えブルマときたら、太ふと股ももが拝おがめるだけでなくお尻しりの形まではっきりとわかってしまう。色が濃こく、生き地じも厚いから、下着ほどの大胆さはないが、ブルマの形状は男心をくすぐるものがある。

「……何よ、椎しい名な？　ブルマがそんなに珍しいの？」

　そう言いながら京子先輩はお尻に食い込んだブルマの裾すそを引っ張った。
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　一いつ瞬しゆん、下着が見えたような気がするけど……あ、あれか？　ハミパンという奴やつか？

「時間がもったいないわ。そろそろ始めましょう」

「あ、はい……」

　いかんいかん。ブルマなんて鑑かん賞しようしてる場合かよ。

　こんな茶番、早いところ終わらせてだな──

「……え？」

　ふいに京きよう子こ先せん輩ぱいがおれの肩に寄りかかってきた。

　絹のように柔らかい黒髪が腕をくすぐる。

　甘いバニラのような香りがおれから理性を奪い去ろうとする。

　目を細めた先輩の横顔はドキッとするくらい可愛かわいかった。

　な、何が起きてるんだ？　これからどうなるんだ？

　ドキドキしながら次なる展開を待ち受けていると、京子先輩が口を開いた。

「椎しい名な？　まさかとは思うけど、シナリオ読んできていないの？」

「は、はい？　シナリオですか？　え、ええ、まあ……読んできてませんね……」

「どうして読んでこなかったのよ」

　それまでの甘い雰囲気が一転。京子先輩の肘ひじ打うちがおれの鳩みぞ尾おちに入った。

「……ぐあっ。……ふ、不意打ちは止やめてくださいよ」

「椎名？　あなたは台本なしで芝しば居いができるの？」

「読む暇がなかったんですよ。……ってか、あれですよ。先輩がおれを部室から追い出したんじゃないですか。いろいろと準備があるから、あなたは先に体たい育いく館かんに行きなさいって」

「そうだったかしら？」

「……そうですよ」

「ふーん、まあいいわ」

　おい、こら。ちゃんと謝あやまれよ。さっきの肘打ち、本気だっただろうが。

「あのね、ヒロインの麗れい華かは貧血持ちなの。でもって、このシーンは夏休みって設定だから体育倉庫は蒸むし風ぶ呂ろ状態なわけ。おわかり？」

「じゃあ、麗華は貧血で具合が悪いんですね」

「そういうこと。気分が悪くなって主人公の肩にもたれかかってくるの」

　そう言って京子先輩が再びおれの肩に身体からだを傾けてきた。

　演技だとわかっていても、やっぱりドキドキしてしまう。

「……どう？　主人公さん？　今、どんな気持ち？」

「そ、そうですね。やはり麗華の身体が心配です──」

　言い切る前に京子先輩の右ストレートがおれの鳩尾に入った。

「ごっほおおっ！　…………な、何を……するんですか……!?」

「椎名？　あなたには見えなかったの？」

「……は？　何がですか？」

「選択肢よ！　選択肢！　目の前に現れたでしょう！」

　そんなもん見えたら病気だろうが。何を言い出すんだ、この人は。

「あなた本当に麗れい華かの身体からだを心配してる？　その前に思うことがあるんじゃない？」

「……思うことですか？」

「女の子が無防備に寄りかかってくるのよ？　男だったら下心を抱いて当然でしょう！　じゃなきゃ麗華に失礼よ！　麗華はスタイル抜群なのよ！　胸だっておっきいんだから！」

「たしかに麗華はそうかもしれませんけど……先せん輩ぱいは小柄だし、胸が小さ……」

「はあ？　何か言った？」

「……いえ、なんでもありません」

「ほら、仕切りなおすわよ」

　京きよう子こ先輩が跳び箱に座りなおした。

　一向に前に進まないな。さっさと帰りたいし、真ま面じ目めに取り組むとしようか。

「……はい、ここで寄りかかって。……どう？　感想は？」

「密着度が高いですね」

「誰だれが状況説明をしろと言った？」

　そんな目で睨にらまないでくださいよ。ヤクザの顔でしたよ、一いつ瞬しゆん。

「もう一度だけ訊きくわよ？　感想は？」

「……そうですね。やはり下半身に不具合が──ごほぉぉ──っ!?」

　京子先輩が繰くり出した左フックがおれの鳩みぞ尾おちをえぐった。

「私の前で下ネタは禁止よ！　気持ちの悪いことを言わないで！」

「……そんなムチャな……」下心云うん々ぬん言い出したのはあんたでしょうが。

「椎しい名な？　あなたの下半身……正常に機き能のうしないようにしてあげましょうか？」

「……すんません。勘弁してください」

　リテイクを命じられた。また最初から仕切りなおすことになった。

　そろそろ鳩尾が限界だぞ。これが終わったら病院に行ったほうがいいかもしれないな。

「それで？　椎名はどうしたい？」

「……どう答えても殴られるような気がする」

「たぶんあなたの目の前には『自分に正直に生きよう』と『ここはぐっと堪こらえよう』の二つの選択肢が現れていると思うのよ。……ねえ、椎名？　あなたならどっちを選ぶ？」

「そ、そうですね。内心では下心を抱いていますが、好感度を上げるためにも『ここはぐっと堪えよう』でしょうね」

「つまらない答えね。あなた本当にギャルゲーマスターなの？」

　いい加減、気づいてくださいよ。おれがギャルゲー初心者だってことに。

　どう言えばわかってくれるのかな、この人は。

　たぶん今、ここで否定したところで信じちゃくれないだろうな。

「こういう選択肢が出てきたらまずはセーブしなさい」

「……は、はい？」

　なんだよセーブって。現実にそんなもんあるわけないだろ。

「そしてあえて『自分に正直に生きよう』を選択するの。バッドエンドを恐れてはいけないわ。もしかしたらこのあとイベントＣＧが表示されるかもしれないでしょう？」

　なんの話をしてるんだ。主人公の心理描写を研究してたんじゃなかったのかよ。

「あの……麗れい華かは貧血で苦しんでるわけですよね？」

「そうよ」

「さすがにその展開は不ふ謹きん慎しんじゃないですか？」

「平気よ。『自分に正直に生きよう』を選んだ場合、麗華は貧血で苦しんでるんじゃなくて、わざと主人公に寄りかかっていることにするから」

「……な、なんですかそれ？」

「つまり麗華は主人公を試しているの。ここで麗華に襲おそい掛かったら、『この下げ衆す野郎！　ついに本性を現したわね！　社会的に抹まつ殺さつしてあげるんだから！』とこんな感じに罵ば倒とうされるわ」

「……麗華ってそんな喋しやべり方かたしませんよね？」

「でもね、主人公の暴ぼう走そうは止まらないの」

　京きよう子こ先せん輩ぱいはもはやおれの言葉など聞いちゃいなかった。

「麗華を無理やり押し倒して、『この生意気なメスめ！　お仕置きしてやる！』とか言い出すわけ。当然、麗華は抵抗するけど、腕力では主人公には敵かなわないから力ずくでねじ伏せられちゃうの。泣き崩れてしまった麗華は『いやいや！　許して！　ブルマを穿はいたままなんて……そんなの！』と哀あい願がんするけど鬼畜モードに入った主人公は誰だれにも止められないわ。最後は麗華がナイフを主人公の×××に突き刺して──」

「サイコホラーじゃないですか！　もはやジャンルすら変わってますよ！」

「ギャルゲーに『超展開』はつきものよ。それに純愛ゲーもやりたいけど侮辱ゲーもやりたいって人はけっこういるのよ。ギャルゲーって選択肢次第でいくつでも並行世界を生み出すことができるから便利よね。漫画とか小説じゃこうはいかないでしょう？」

「……おれ、もう帰っていいですか？」

　後日、京子先輩が考えた『鬼畜ルート』は反対多数につきボツとなった。




◇シチュエーションその２　学校のプールに忍び込む。

　同じ日の夜、Ｇ研のメンバー五人で深夜の学校に不法侵入した。

「二人ふたりともそこら辺の茂みで着替えなさい。私たちはここで待たい機きしているから」

　そう言って京きよう子こ先せん輩ぱいはフェンスに寄りかかった。

　フェンスの向こう側にはプールが見える。

　主人公とヒロインの麗れい華かが夜のプールに忍び込む、という設定なのだ。

　おれは昼間と変わらず主人公役。そして今回のヒロイン役は川かわ野の辺べさんだ。

　麗華はお嬢じよう様さまなんだから自宅のプールで泳ぐなり、高級ホテルのプールに行くなりすればいいと思うのだが、それを京子先輩に言ったら、「ギャルゲーの世界でプールと言ったら学校のプールか市民プールと決まってるの」という答えが返ってきた。

「二人ふたりとも何をグズグズしているのよ。さっさと水着に着替えなさい」

「……まだ四月ですよ」

　昼間ならまだいいがもう夜の十時を回っている。さすがに水着一枚だと肌寒い。

「大丈夫よ。作中の設定では八月だから」

　だから四月！　現実は四月！　全然大丈夫じゃないです！

　と内心では反はん論ろんを試みたが、意志の弱いおれはこの数分後には水着姿に変身していた。

「……ううう、寒い。寒いよぉ……」

　少し遅れて川野辺さんが茂みから出てきた。

　紺こん色いろのスクール水着に着替えた川野辺さんは両手で肩を抱き、ガタガタ震ふるえている。

　外灯の光が当たって黒光りしているそのスクール水着はおれの知っているスクール水着とはどこか違う。

「おお、これが伝説の『旧型スクール水着』なのかー」

「……近年では紺色のスクール水着すら貴重です」

　なんだろう。旧型って。たしかに最近のスクール水着とはデザインが違うっぽいけど。

「……微妙にサイズ合ってないんですけど……」

　川野辺さんが胸のあたりの生き地じをつまんだり引っ張ったりしている。

　たしかにサイズが合っていない……というか窮きゆう屈くつそうだ。

　小柄な部類に入る川野辺さんだが体型のほうは女っぽく、思っていたよりもずっとスタイルがよかった。着き痩やせするタイプなのか、制服のときよりも胸が大きく見える。水着のサイズが合っていないのは事実のようで、水着がお尻しりに食い込んでいるのが遠目にもわかる。そういや京子先輩のブルマも食い込んでたな──

「ほら、しーな。見てみろよー。旧スクだぞ、旧スク。知ってるか？」

「……なんすか、その略称。旧スクって」

「旧スクの最大の特徴はこの股こ間かん部分にあるんだぞー」

「ひゃ、ひゃんっ!?」川野辺さんが悲鳴を上げた。「さ、サヤカ先輩！　いきなりそんなところ触らないでくださいよ！」

「いいじゃんかー、ケチケチすんなよー。……あ、ほら。しーな、見ろよ。この股間の上の部分。ヘソのあたりが開いてるだろー？　水抜き穴って言うんだけどさー」

「……旧スクがスカート型と言われる所以ゆえんなのです」

「んー？　どうした、椎しい名な？　なんでうつむいてるんだー？」

　先せん輩ぱいたちは同性だからまだいいでしょうけど、今にも泣き出しそうな顔をしている川かわ野の辺べさんの水着姿を男のおれがまじまじと観かん察さつするわけにはいかないんですよ。……でも、まあ、ちょっとだけ、川野辺さんの意い識しきがサヤカ先輩に向いている隙すきに「今だ！」と目を見開いて脳内アルバムに記き録ろくする勢いで観察してしまった（健全な男なら誰だれだってこうする）。

「ちなみに旧スク以降の水着だけどなー」

　サヤカ先輩たちはその後もスクール水着に関する蘊うん蓄ちくを垂れ流した。




「二人ふたりとも準備はおーけー？」

　スクール水着談だん議ぎが終わるとフェンス際に立っていた京きよう子こ先輩が近づいてきた。

「ええ、まあ。大丈夫ですけど。あの……さすがに泳げとか言いませんよね？」

「安心しなさい。私もそこまで鬼ではないわ」

「そうだぞー、しーな」サヤカ先輩が口を挟む。「てゆーか、あれだぞ。今回は泳ぐのはそんなに重要じゃないんだ。泳いだあとのやり取りがポイントなんだよー。あたしが欲しいデータもそこにあるからなー」

「そうなんですか」

　おれは今回もシナリオを読んできていない。

　別に読むのをサボったわけではない。京子先輩が教えてくれなかったのだ。

『主人公が未来を知ってたらおかしいじゃない』とは京子先輩の言葉。

　たしかに一理ある。一理あるが……昼間、体育倉庫で、人の鳩みぞ尾おちに肘ひじ打うちを食らわせたのはどこの誰だっただろうか。しかも、「椎名？　あなたは台本なしで芝しば居いができるの？」とか言ってたように記き憶おくしている。

「椎名、何をボーっとしているの。早くフェンスを乗り越えなさい」

「はい……」

　おれは金かな網あみに手足をかけた。

　多少躊ちゆう躇ちよしたがサヤカ先輩がお尻しりを撫なで回すので慌ててよじ登った。

「あの……セクハラで訴えますよ？」

「いやー。しーなのお尻の筋肉はどんなもんかなー、って思ってさー」

「……なんすか、その動どう機き」

　次に川野辺さんがフェンスを乗り越え、先輩たちがそのあとに続いた。

　プールには水が張ってあった。たぶん去年の夏からずっと替えていないのだろう。

　屋根がないから雨水が混じってるよな。……ってか絶対腐ってるよ、この水。

「二人ふたりとも急ぎなさい。終電に間に合わなくなるわよ」

　それは困る。明日あしたも学校はあるんだ。徒歩で帰るのは面めん倒どうすぎる。

　おれはプール際で川かわ野の辺べさんと向かい合った。

「椎しい名な君ってシナリオ読んできてないんだよね？」

「うん、そうだよ。川野辺さんは？」

「……え、えっと……一応、知ってる……かな」

　なんだか歯切れの悪い回答だった。

　嫌いやな予感がする。もしかしたらとんでもないシナリオなのかも。

「とりあえず状況設定くらいは教えてくれないかな？」

「あ、うん。えっとね、ヒロインの麗れい華かがカナヅチって設定で──」

　泳ぎが得意な主人公が麗華にクロールを指南する、というストーリーらしい。

「あのさ、主人公と麗華ってもっと微妙な関係じゃなかったっけ？」

「これ中盤のお話なんだって」

「……そうなんだ」

　ここまでのストーリーの流れを知らないと──主人公に感情移入しづらいなぁ。

　どうして主人公は麗華に泳ぎを教える気になったんだ？

「そ、それでね……泳ぎ終わったあとなんだけど……」

　川野辺さんがモジモジしながらストーリーの続きを語る。

「その日は満月の夜って設定なの」

「ほうほう」

「それでね……雲行きが怪しくなってきて月が雲に隠れるの」

「ふーん、それで？」

「麗華が躓つまずいてプールに落ちそうになって……主人公が背後から抱きかかえ……ます」

「…………そうですか」

　思わず言葉遣いが伝染してしまった。

「背後から……」

　さっきから川野辺さんがそわそわしてたのはそういうわけか。

　先せん輩ぱいたちの前だし、そりゃ恥ずかしいよな。

　いや、おれだって恥ずかしいよ。体育倉庫のときは京きよう子こ先輩が寄りかかってくるだけでおれは黙だまっていればよかったけど、今回は主人公が能動的に動く場面だからな。

　しかも背後から抱きかかえるんだぞ？　……や、やばいだろ？

　言っておくけどな？　おれは女の子と手を繋つないだことすらないんだぞ？

　……そんな初う心ぶなおれがスクール水着姿の女子を背後から抱きしめるとか……。

「椎名！　陽ひ香か理り！　早くやることやっちゃいなさい！」

　やることやっちゃいなさいって。その言い方は誤解を招きますよ。

「え、えっと……川かわ野の辺べさん、大丈夫？」

「ちょ、ちょっと待って。深呼吸するから……」

　すーはー、すーはー、と川野辺さんが大げさに深呼吸を繰くり返す。

　おれも川野辺さんにならって深呼吸をした。緊きん張ちようしているのはおれも同じだ。

「ねえ、椎しい名な君？　やっぱり……やらないとダメ？」

「おれに訊きかれても……」

「……それはそうだけど。でも背後からだなんて……そんなの……ううー……」

　どうやら困惑しているようだ。まあ、しかし、まっとうな反応だろう。

　出会って間もない男子の前でブルマ姿になって躊ちゆう躇ちよなく寄りかかってくる京きよう子こ先せん輩ぱいが変なのだ。おれを男として見ていないだけかもしれないが、いくらギャルゲーのためとはいえ、普通はあそこまで身体からだを張ったりしない。

「陽ひ香か理り！　何をグズグズしているの！」

「……だ、だってぇ……」

「まったくしょうがない子ね」京子先輩はため息をつき、「演技なんだから恥ずかしがることないでしょう。それとも何？　椎名に性的な嫌いやがらせでも受けてるの？」

　この人は何を言い出すんだ。名めい誉よ毀き損そんで訴えるぞ。

「──陽香理、安心しなさい。椎名は人畜無害な存在よ」

　今度は一転しておれを評価するような発言が飛び出した。いや、評価しているのかどうかはわからないけど、少なくともおれを貶おとしめるようなことは言っていない。

「人畜無害ですか……？」

「そうよ。だって椎名は三次元に興きよう味みはないのだから。いつだって二次元世界のヒロインたちと脳内でイチャイチャやってるの。陽香理にだって興味はないはずよ」

　うわあああああああ！　だからおれはギャルゲーマニアじゃないんだって！

「……三次元に興味がない」

　川野辺さんの軽けい蔑べつの眼まな差ざしがおれの心に深刻なダメージを与えた。

　違うんだ。違うんだよ、川野辺さん。京子先輩の言うことは信じないでくれ。

「椎名君……今の話って本当……？　私にもなんの興味もない？」

「そ、そんなことないよ。川野辺さんけっこう可愛かわいいし……はははっ……」

　はははっ、じゃねーよ！　リアクションが嘘うそくせぇー！

「そっか。そうだよね。椎名君は百ひやく戦せん錬れん磨まのギャルゲーマーだもんね。もはや現実の女の子になんて興味ないよね。二次元世界に至上の喜びを感じる変態高校生だもんね」

「……何気に酷ひどいこと言ってるし」

「ごめんね、椎名君。変に意い識しきしちゃって。私、男の子って苦手だから……」

「……別に……気にしてないよ」

　くっそお！　もうどうとでもなれ！　勝手に誤解でもなんでもしてろ！

「ほら、椎しい名な君。早くやっちゃおうよ。終電に間に合わなくなっちゃうの嫌いやだし」

　そう言って川かわ野の辺べさんがプール際、ギリギリの位置に立つ。

「いいよ……椎名君。後ろから、お願ねがいします……」

「あ、ああ……」

　おれは川野辺さんに背後から近づくと、「いくよ」と一言告げてからそっと抱きしめた。
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　そっとだ。身体からだには触れているがほとんど力を込めていない。

　それでも川野辺さんの柔らかい肌の感触はしっかり伝わってくる。

　な、なんだろう。この背徳的な気分は。演技とはいえこれは──

「男の子の身体って……ゴツゴツしてるんだね……」

「そ、そうかな？　別にこれくらい普通だと思うけど……」

　う、うわぁー、プニプニしてるー。すっげー、プニプニしてるー。

　なんで女ってこんなフニャフニャしてるんだ？　同じ人間とは思えないんだが……。

　柔らかいと言っても水着越しだからちょっとザラザラするんだけど、そういう感触以外にも女性特有の甘い体臭とか心しん臓ぞうの鼓動とか息遣いとかがダイレクトに伝わってきて、おれの脳みそはこのとき半分以上溶けかけていた。

　ちなみに胸の大きさは京きよう子こ先せん輩ぱいよりも川かわ野の辺べさんのほうが上だった。

　いや、川野辺さんの圧勝か。言っちゃ悪いが、京子先輩はまっ平たいらなんだよな。

「こらー、いつまで抱き合ってるのよー。陽ひ香か理り！　フィニッシュ！　フィニッシュ！」

　そのとき京子先輩が金切り声を上げた。川野辺さんに何か指示を出している。

　フィニッシュ？　フィニッシュってなんだ？

「椎しい名な君！　ごめんなさい！」

「…………え？」

　突然のことだった。川野辺さんがおれから身を離はなし──

「うわあああああああああ──っ!?」

　なぜかプールの中に突き飛ばした。

　ばしゃーん、と大きな音を立てておれはプールに転落。

「──ぷはあっ！　う、うげぇー、ぺっぺっ！　……なんじゃ、この水は──っ！」

　プールの水は明らかに腐っていた。ぬるぬるしていておまけにどぶ臭い。

「ふふふ、なかなかいいリアクションするじゃない」

「──なんなんですか！　もう！」

　誰だれも手を差し伸べてくれないので、おれは自力でプールから這はい上がった。

「上出来よ、椎名」

「……まさか最初からおれをプールに落とすつもりだったんですか？」

「その通りよ。だからシナリオを教えなかったわけ」

　全すべて計算ずくだったわけか。さすがミニマムデビル。やることがえげつない。

「椎名、あなた臭いわ。……あまり近寄らないでくれる？」

「全部あんたのせいでしょーが！」

　おれは濡ぬれた髪を絞りながら大きなクシャミをした。




　翌日、部室に行くとサヤカ先輩がパソコンで動画を見ていた。

　何かと思って画面を覗のぞき込むと、

『──ぷはあっ！　う、うげぇー、ぺっぺっ！　……なんじゃ、この水は──っ！』

　水の中で必死にもがく哀あわれな男子生徒の姿が画面中央に薄うっすらと映っていた。

　おれだ。間違いなくおれだ。いつの間にこんな動画を撮さつ影えいしてたんだ。

「……夜間撮影は難むずかしいです」

　秋あき葉ばさんが背後からにゅっと顔を出した。

「やっぱり秋葉さんの仕し業わざでしたか」

「……静止画も何枚か撮とりました。見たいですか？」

「いえ、遠えん慮りよしときます」

「うーん、うーん」

　サヤカ先せん輩ぱいは同じ動画を何度もループさせていた。

　録ろく音おんされた自分の声ってなんか違和感あるよな。

「どうですか？　参考になりそうですか？」

「んー、音声はバッチリ録とれてるけど……たいして参考にならないなー」

「……マジですか」

「てゆーか、プールに忍び込むシーン自体いらない気がしてきたー」

　うおーい！　おれの苦労は一体なんだったんだ！

　あーもう……！　こんな部！　いつか絶対辞めてやる！

　辞めてやるからな！　マジで！　今は面と向かって言わないけど！

　……ちくしょうー。
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「もういいわよ。二人ふたりともアイマスクを外しなさい」

　すぐ側そばから京きよう子こ先輩の声が聞こえた。

「はい」「……わかりました」

　おれと川かわ野の辺べさんは指示に従いアイマスクを外した。

　すると──

　目の前に百インチはあろうかという巨大なスクリーンが現れた。

　スクリーンにはゲームのタイトル画面らしきものが表示されている。

　涼しげな文字色で『なつこい～ full summer day ～』とあるがこれがタイトルだろうか。

　タイトル画面を見る限り、夏を舞ぶ台たいにした学園物といった感じだが……さて。

「本日のメインイベント──始めるわよ」

　徹てつ夜やでギャルゲー。

　それがこの日、おれと川野辺さんに与えられた使命だった。

　プレイするのは主におれ。

　ギャルゲーをやったことがないらしい川かわ野の辺べさんは見学だ。

「椎しい名な……わかっているわね？」

　貴様の真の力を見せてみろ。京きよう子こ先せん輩ぱいはおれにそう言っているのだ。

　しかし、『ない力』を振るうことはできない。

　おれはギャルゲー初心者なのだ。オタクでもマニアでもない。つーか、ギャルゲーって基本ストーリーを追うだけだから誰だれがプレイしたってそう変わらないと思うんだけど。

「二人ふたりとも、喜びなさい。このギャルゲーは昨日きのう発売されたばかりの新作よ」

「……嬉うれしくねぇ……」

　おれは隣となりに座る京子先輩に聞こえないよう口の中でもごもごとつぶやいた。

「名だたるスタッフが二年半かけて制作した至高の一品よ。これほどのギャルゲーは年にそう何本も発売されるものではないわ。時間なんて気にしなくていいから、思う存分、堪たん能のうしなさい。本日の部活動はギャルゲーをプレイすること──ただそれだけよ」

　期待の新作が発売されたのだから、ギャルゲーを作っている場合ではない、と。

　たぶんそう言いたいんだろうな。

　……あ、そうそう。言い忘れていたが、ここは部室ではない。

　駅の近くにそびえ立つ地上三十階建ての高級タワーマンション──その最上階。

　この４ＬＤＫという無む駄だに広い間取りの部へ屋やに京子先輩は一人ひとりで暮らしているらしい。

　正直言っておれは驚おどろいた。

　川野辺さんは京子先輩がリアルにお嬢じよう様さまであることを知っていたようだったけど。

「何してるの、椎名。さっさと始めなさい」

「……へーい」

　これからプレイするギャルゲーは家庭用ゲーム機きで動く、いわゆるコンシューマー向けのギャルゲーらしいのだが、テレビに映るゲーム画面を一いつ旦たんパソコンに取り込み、さらにその映像を、プロジェクターを通してこの巨大なスクリーンに映し出しているらしい。機材は京子先輩の私物のようだが、セッティングしたのはデジタル機器に詳しい秋あき葉ばさんだ。

「主人公の名前ってやっぱ自分の名前ですか？」

「当たり前じゃない」

　京子先輩はおれの右みぎ隣どなりに座っている。反対側に川野辺さん。

　サヤカ先輩と秋葉さんは背後のソファーで紅茶を飲みながらくつろいでいる。

「……じゃあ、椎名雄ゆう介すけ……と」

　体育倉庫やプールで制作中のギャルゲーの主人公を演じているので、先輩たちの前でギャルゲーをプレイするくらい、もはやどうってことはない……はずなんだけど。

　よりによってこのギャルゲーにはプレイヤーが入力した名前をヒロインたちが状況に応じて正せい確かくな発音で読み上げてくれる、という素す敵てきなシステムが搭載されていた。

　まったく素す敵てきなシステムだ。素敵すぎて涙が出てくる。

　ゲームの序盤はキャラクターの顔見せ、自己紹介的なシーンが続いた。

　そして一通りのヒロインが登場するとオープニングムービーが流れた。

　ここまで選択肢は一つもなかった。本番はこれからだろう。

「前情報通り、マップ選択式なんだなー」

「……面めん倒どうなシステムです」背後で秋あき葉ばさんがぼやいた。「マップを選択するまで誰だれが出てくるのかわかりません。マップ上にキャラが表示されていれば攻略が楽なのですが」

「椎しい名な？　誰を攻略するか決めた？」京きよう子こ先せん輩ぱいがおれの脇わき腹ばらを小突く。

「……ま、そういう話になりますよね」

「ブツブツ言ってないで教えなさい」

「そうですね。先輩は誰がいいです……ぐっはあああ──っ!?」

　顔面に京子先輩の裏うら拳けんがめり込んだ。

「それは自分で決めることでしょう？　あなたやる気あるわけ？」

　あると思いますか？　女子の前でギャルゲーとか、こんなの完全に罰ゲームですよ。

　しかも徹てつ夜やでギャルゲーって。明日あしたも学校あるんですけど。

「で？　誰を攻略するの？」

「そう急せかさないでくださいよ。まだキャラクターの名前だって覚えてないんですよ」

　おれがそう答えると背後で待たい機きしていた秋葉さんがおれの目の前にやってきて、

「……これを見てください」

　広げたギャルゲー雑誌をおれの眼前に突きつけてきた。

　そのページには現在プレイ中の『なつこい～ full summer day ～』に登場するヒロインがプロフィール付きで紹介されていた。秋葉さんの解説では、

「……簡かん単たんにヒロインの属性を分類すると、『クールな変人転校生』『ちびっ子ツンデレ同級生』『マイペースな世話好き幼おさな馴な染じみ』『天然だけど毒舌な先輩』『下級生の無口なメガネっ娘こ』となります。ちなみに『クールな変人転校生』こと春日かすが井い愛あい音ねがメインヒロインです」

「な、なるほど」すごくわかりやすい説明だ。「……解説ありがとうございます」

「……誰にしますか？」

「え、えっとですね……」

「……誰にしますか？」

　秋葉さんが顔を寄せてきながら誰にするんだとプレッシャーをかけてくる。

「じゃ、じゃあ……この同級生の佐さ渡わたり桜空さくらというキャラで……」

「……じゃあって何？」秋葉さんはいつになく恐こわい顔をしていた。

「佐渡桜空を攻略させていただきます」

「さすがしーな。お目が高いな。佐渡桜空は発売前の人気投票で一位に輝かがやいたキャラだぜー」

「人気が出そうなビジュアルですよね」

　それまで黙だまっていた川かわ野の辺べさんがコメントした。

　原画担当だからキャラのビジュアルが気になるのかもしれない。

「たしか二位はメインヒロインの春日かすが井い愛あい音ねよね」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが言うには三位が幼おさな馴な染じみ、四位に天然の先輩、最下位がメガネっ子らしい。

「幼馴染キャラってヒロインが五人いたら三番目くらいの人気になりがちだよなー」

「性格が地味な場合が多いからよ。でもハズレが少ないのも事実だわ」

「……安心の幼馴染ブランドです」

　ここで先輩方のギャルゲー語りが始まってしまった。

　おれと川野辺さんは蚊か帳やの外。仕方ないので勝手にゲームを進めることにする。

「このゲームに限らず、メガネっ娘こは人気出ないよなー」

「私はけっこう好きなんだけど。メガネっ娘。どうして不人気なのか理解できないわ」

「メガネっ娘はさー、メガネをかけてる自分にコンプレックスを抱いてる弱気なキャラばっかだからいけないんだよ。やっぱヒロインは強さと弱さを兼ね備えていないとなー」

「……私もサヤカの意見に同意です。メガネっ娘は卑ひ屈くつすぎます」

「少しでも人気を出そうと思って、ファンディスクとかでメガネを外したりするけど、メガネっ娘がメガネを外すとか本末転倒だよなー。だったら最初からメガネにしなきゃいいのにさー」

「サヤカたちの言う『弱気なメガネっ娘』はかなり古いタイプのメガネっ娘よ。最近は弱気なメガネっ娘よりも強気な性格のメガネっ娘のほうが主流でしょう？」

　京子先輩が反はん論ろんする。よほどメガネっ娘が好きなんだな。

　おれはギャルゲー談だん議ぎを適当に聞き流しつつ、ゲームのほうを進めていく。

　だが先輩たちの声が気になってゲームに集中できない。

「……強気なメガネっ娘。メガネっ娘＋委員長＋ツンデレ……最強です」

「凜りんはツンデレが好きだよなー」

「……ツンデレは一過性の流行ではありません。ツンデレは二十一世紀最大の発明、今世紀はツンデレの独どく壇だん場じようなのです。ツンデレは強さと弱さを兼ね備えた最強のキャラ……ギャップ萌もえ万歳です」

「んー、あたし思うんだけどさー。メガネっ娘＋委員長＋ツンデレにするくらいだったら、ツンデレ委員長のほうが人気出るんじゃないかー？　てゆーか、あれだな。メガネっ娘は性格をいじってもダメなんだよ。ほら、『メガネを外すと実は美人』って演出があるじゃん？　あれってメガネっ娘は暗くてドン臭いって言ってるようなもんだろー？」

「たしかにそういう演出はあるけど、だからといってそれがメガネっ娘の全すべてではないわ」

「……でも実際、メガネっ娘の人気はイマイチです」

「だよなー。脚光を浴びた試しがないよなー」

　いつの間にか二対一になっていた。京きよう子こ先せん輩ぱいが押されるなんて珍しい。

　サヤカ先輩と秋あき葉ばさんってどんなときでも京子先輩に同どう調ちようするわけではないんだな。

「──椎しい名な、あなたの出番よ。メガネっ娘この新しん機き軸じくを打ち出しなさい」

「おれに振りますか……」おれはスクリーンから目を離はなし、「メガネっ娘の新機軸ですか……」

「ほら、何かあるでしょう？　もったいぶらずに言いなさい」

「は、はあ。……それじゃあ……メガネをかけた金髪キャラ……とか？」

「おー、悪くないアイデアだなー。意外に盲点かも？」

「……いえ、メガネをかけた年上の金髪キャラが出てくる作品はすでにあります」

　秋葉さんがすかさず既存のキャラとのかぶりを指摘する。

「でもギャルゲーではあまり見ないわね。それに金髪メガネっ娘という属性を同級生とか下級生キャラに適用すればメガネっ娘の新機軸ができあがるわ」

「あー、でもさー」京子先輩の意見にサヤカ先輩が異い論ろんを唱えた。「メガネっ娘に委員長とかツンデレとか金髪みたいな人気属性をくっつけるのはもったいないなー。メガネっ娘を優ゆう遇ぐうしすぎると、他ほかのヒロインに弊へい害がいが出てくるしさー。一本のギャルゲーにツンデレキャラを何人も出すわけにはいかないだろー？」

「……私はツンデレだったらもうなんでもいいです。むしろ全員ツンデレでいいです」

　先輩たちが何を言っているのか、いよいよわからなくなってきた。

　ああ、帰りたい。猛烈に帰りたい。この空間の歪ゆがんだ異次元から早く逃げ出したい。

「二人ふたりとも安易にツンデレという言葉を使ってはいけないわ。私たちはギャルゲー制作者なんだから、オリジナルの表現にこだわらないと。ツンデレという言葉を使っていいのはユーザーだけよ。制作者である私たちは新しいキャラクターを生み出すのが仕事なんだから」

「へへへ、きょーこー。話を摩すり替えようたってそうはいかないぞー」

「……サヤカの言う通りです。早く負けを認めてください」

「いつから勝ち負けの話になったのよ。メガネっ子は永遠に不滅よ？」

　京子先輩は冷静な態度を装っていたが、内心ではイライラしていたのだろう──

「い、痛い痛い痛い！　痛いですってば！」

　おれの脇わき腹ばらの肉を思い切りつねってストレスを発散し始めた。

「……八つ当たりは止やめてくださいよ」

「あ？　何か言った？」

「……いえ、特には」

「ん？　……ちょっと椎名！　ちっとも進んでないじゃない！」

　京子先輩がスクリーンを眺めながら再びおれの脇腹をつねった。

　……今日きようはいつにも増して強きよう暴ぼうだな。

「こんなノロマなペースじゃ朝までにエンディングにたどり着けないわよ！」

「先せん輩ぱいたちが周りで騒さわぐからストーリーに集中できないんですよ」

「……何よ？　私たちのせいにするつもり？」

「そ、そんなに怒らないでくださいよ。まだ始まったばかりなんだし──」

「──黙だまれ」

　京きよう子こ先輩がおれのアゴをつかみ、恫どう喝かつするような声を出した。

　不ふ機き嫌げんの極みだな。これは何を言ってもお説教に結びつくパターンだぞ。

「いいこと？　私たちは究極のギャルゲーを作らなければならないの。そのためにはギャルゲーを百パーセント理解しなければならないわけ。Ｇ研に入ったからにはギャルゲーと運命を共にする覚悟でいなさい！　ギャルゲーと深い関係を築いて、ギャルゲーと結婚して、最終的にはギャルゲーと心中しなさい！」

　もうメチャクチャだった。

　まだ始まったばかりだってのにこんな調ちよう子しじゃ……先が思いやられる。




　　　　◇　◇　◇




　長い長い夜が始まり──そして一夜が明けた。




　ゲームのために徹てつ夜やしたのはいつぶりだろうか。

　時計とけいを見るといつの間にか午前五時を回っていた。

「……マジかよ」

　おれは一いつ旦たんコントローラーをテーブルの上に置き、大きく背伸びをした。

「ふぅ……さすがに疲れたな……」

　斜め向かいのソファーで川かわ野の辺べさんが寝息を立てており、隣となりのソファーではサヤカ先輩と秋あき葉ばさんが抱き合うようにして眠っている。京子先輩の姿は見当たらない。

　最初にうつらうつらし始めたのは川野辺さん。午前二時を回るころには寝息を立てていた。

　次に脱落したのが秋葉さん。たしか三時前だったと思う。

　最後まで起きていたのがサヤカ先輩だ。

　日付が変わってもテンションが高く、何かにつけておれにツッコミを入れていたが、午前四時をすぎたころ、おれの肩に寄りかかってきて、ふがー、とか言いながら眠りこけてしまった。男のおれを残して寝てしまうなんて無防備にもほどがある。

「もうすぐ終わりそうだな……」

　そもそもが罰ゲームみたいなものだし、先輩たちが眠ってしまった今、このギャルゲーをプレイする理由はもうないのだが……しかし、おれはプレイを続行していた。終わりが見えてきたからだ。ここまできたのだからエンディングまでやってしまいたい。

　……というのは建前だ。

　正直に言えばおれはこのギャルゲーにハマっていた。

　どこのどいつが作ったのかは知らんが非常に出来のいいギャルゲーだ。

　このギャルゲーは主人公とヒロインが結ばれるまでを描く第一章と、結ばれたあとを描く第二章の二部構成になっていて、後半の第二章のほうが、数段読み応ごたえがあった。大抵のギャルゲーはヒロインと結ばれたあとは短い後ご日じつ談だんがあるだけで、「めでたしめでたし」な締しめくくりが多いから、こういう構成のギャルゲーは珍しいんじゃないかと思う。

　……まあ評ひよう論ろんするほどギャルゲーをプレイしたことがあるわけではないんだけど。

　おれは一息つくと、ラストエピソードまで一気にテキストを読み進めた。

　軽すぎず重すぎず、絶妙なストーリーバランスで、終盤の展開もなかなか熱あつかった。

　大泣きこそしなかったが目め頭がしらが熱あつくなった。

　はぁ、やっちまった。最後まで通してプレイしちゃったよ……。

　存分に楽しんだくせに自己嫌悪に陥るなんて、日本中探してもおれくらいじゃないか。

　こうやってギャルゲーをプレイすると嫌いやでも中学時代を思い出しちゃうからな。

　深刻なトラウマだ。記き憶おくを消去できたらどんなにいいかと思う。

　──でも、高校生になった今だからわかることもある。

　ギャルゲーは悪くない。ギャルゲーそのものは何も悪くないんだ。

　おれはただギャルゲーを毛嫌いしているにすぎない。

　悪いのは誰だれだろう？　……そんなの親おや父じに決まってる。

　親父がギャルゲーなんて作ってるから──

「──椎しい名な」

　気づくと背後に京きよう子こ先せん輩ぱいが立っていた。

「……い、いつからそこにいたんですか？」

「ついさっきだけど」

　京子先輩はソファーを迂う回かいしておれの隣となりに移動し、フローラルな香りを振りまきながらソファーに腰かけた。入浴してきたらしく先輩の髪はしっとりしていた。

「……うっ」

「何よ？　うって？」

「……な、なんでもありません……」

　京子先輩はネグリジェなのか下着なのか判別がつかないひらひらした服を着ていた。

　パジャマだろうか。通気性のよさそうな素材で、色はワインレッド。

　目のやり場に困る格好だ。

「早く進めなさいよ」

「あ、はい……」

　おれはコントローラーを握りなおし、テキストを読み進めた。

　と。

　最後の最後にキスシーンが待っていた。しかもやたら濃のう厚こうなキスで、ヒロイン役の声せい優ゆうの人のくぐもった声がスピーカーから聞こえてきた。唇と唇を重ねる二人ふたりを描いた一枚絵が画面いっぱいにフェードインで表示され、おれは思わず目をそらしてしまった。

　京きよう子こ先せん輩ぱいの肩がおれの腕にピッタリくっついている。

　風ふ呂ろ上あがりだからか、先輩の体温が明めい確かくに伝わってきた。

　先輩の目が……いや、存在そのものが気になって仕方なかった。

「終わったみたいね」

「……はい？」

「ゲームよ。エンディングの曲が流れ始めてるわよ」

「あ、本当ですね」

「余よ韻いんに浸ひたりなさい。エンディングは静かに見ないとね」

　先輩はそう言って前髪を払った。

　……またフローラルな香りが。なんかくらくらするんですけど。

　この人って顔立ちは幼いけど、妙に色気があるんだよな。

　いかんいかん。気を静めろ。……と、とりあえずエンディングに集中しよう。

　──ん？　んんんん？

　そのときおれはとんでもない事実を知ってしまった。

　エンディングのスタッフロールだ。





　シナリオ　椎しい名な修しゆう平へい

　プロデューサー　椎名修平






　見覚えのある名前が下から上に流れていった。

　まさか、まさか……このゲームを作ったのって……。

　最後に『株式会社バックラン』と大きなロゴが表示され、画面が暗転した。

　バックランって！　親おや父じが勤めてる会社の名前じゃねーか！

　嘘うそだろ！　これ、親父が作ったギャルゲーなのかよ！

　うわあああああああ！　死にたい死にたい死にたい死にたい──っ！

　おれは親父が作ったギャルゲーを先輩たちの前でプレイして、夜通しでプレイして、しかも感動で涙しそうになったって言うのか！　あ、ああ、ああああ……！

「どう？　身内が作ったゲームをプレイした感想は？」

　おれは思わずコントローラーを床に落としてしまった。

「……し、知ってたんですか……？」

「安心しなさい。知っているのは私だけだから」

　先せん輩ぱいは薄うっすらと笑えみを浮かべた。

「……そこまで知ってるのなら、おれの中学時代のあだ名の由来も当然知ってますよね？」

「それはあなたがギャルゲーの神様に育てられたサラブレッドだからでしょう？」

　ギャルゲーの神様って。親おや父じ、そんなに有名なのかよ。

「違うの？」

「違いますよ。それは誤解なんですって」

　やっぱり勘違いしているみたいだな。ここはしっかり誤解を解いておかないと。

「……誤解ですって？」

「だから……あのあだ名は肩書きとか称号みたいなものとは違うんですよ。声のでかいクラスメイトが面おも白しろ半分につけたあだ名で……」

　中学二年生のときだった。

　どこで聞きつけたのかクラスメイトの黒くろ田だが「お前の父親ってギャルゲー作ってるんだって？」と嘲ちよう笑しようしながら訊きいてきた。思春期真っ盛りだったおれは「あー、そうそう。うちの親父、ギャルゲーとか作っててさー」などと適当にあしらうことができず、図星を突かれて激はげしく動揺した。その後は言わなくてもわかるだろう。

　中学時代は悲惨だった。地獄だった。もう二度と思い出したくない。

　おれが進学先として桜さくら台だいを選んだのは地元の高校に通いたくなかったからだ。

　ギャルゲーの呪じゆ縛ばくから逃れようと遠方の高校に進学したのだ。

「最初に言うべきでしたね。すみません……」

「椎しい名な、もっと自信を持ちなさい」

「……は、はぃ？」

「あなたは紛れもなくギャルゲーマスター椎名なのだから」

　京きよう子こ先輩は確かく信しんに満ちた声でそう言った。

「……いや、だからですね？」

「椎名」先輩はおれの口に指を当て、「このゲームが昨日きのう……いえ、もう一昨日おとといだけれど、今週の木もく曜よう日びに発売されたばかりなのは知っているわね？」

「え、ええ。昨日、言ってましたよね」

「まだネットにも正確な攻略情報は載っていないの」

「……そうなんですか」

「発売前から難なん易い度ど高めだって雑誌なんかで言われていたのだけれど、いざ発売されてみると、想像以上に攻略が難むずかしくて、ネットでは攻略情報を求める人の声で溢あふれかえっているわ」

　意外だな。おれはそんなに難しいとは思わなかったけど。

「特に椎しい名なが攻略した佐さ渡わたり桜空さくらは選択肢が理不尽すぎるってあちこちで言われているわね」

「……えー」

「椎名は説明書を読んでいない。後半はともかく前半はマップの選択がシビアだからノーヒントでは佐渡桜空のルートに入ることすら困難なはず」

「いや、序盤にちゃんとチュートリアルが──」

「──ふふふ、やはり私の目に狂いはなかったようね」

　聞いてねーし。あーあ、こりゃ何を言っても無む駄だだな。

　おれはタイトル画面を眺めながら深いため息をついた。

　ふぅ、徹てつ夜やでゲームか。……なんか懐なつかしいな。

　昔は徹夜でゲームするなんて日常茶飯事だったよな。

　中二のとき、『あの事件』が起きるまでは毎日のようにゲームをやっていた。

　人気ゲーム、マイナーな良作ゲーム、希少価値の高いレトロゲーム。

　家にはゲームと名のつくものがあふれ返っていた。

　欲望に忠実だった幼いおれは片っぱしからゲームの山を崩しにかかった。

　業界人であり、ゲーマーの親おや父じが次から次へと新しいゲームを買ってくるので、おれは寝る間を惜しんでゲームのクリアーに励んだ。

　小学生の高学年になるころにはほとんど義務感からゲームをこなしていた。

　習しゆう慣かんになっていたこともある。いや、ゲーム中毒だったのだろう。

『このゲームはどうだった？　面おも白しろかったか？』

　親父は事あるたびに感想を求めてきた。

　おれは真剣にゲームを分析し、建設的な意見を親父に返した。

　ギャルゲーマスター椎名という不名誉なあだ名がつけられるあの日まで──

「……あんなことにならなければ……もしかしたら……」

　たぶんおれは人よりもゲームが得意だ。その自覚がないわけではない。

　おれは良くも悪くも親父の影えい響きようを受けている──それは否定できない事実だ。

　しかし、ギャルゲーは複雑な操そう作さを必要とするジャンルではない。

　ギャルゲーに得意も不得意もないと思うのだが──

「椎名、あなたは将来、ギャルゲー界を担う逸材になるはずよ。間違いないわ」

　京きよう子こ先せん輩ぱいはおれの腕を強引につかむと、ぐいっと力強く引っ張った。

　先輩の手は温かかった。

　柔らかくて、小さな手。

　だけど見上げた先にいる先輩はおれより一回りも二回りも大きな存在に見える。

「椎名、こっちに来なさい」

　先輩はおれの手を引き、ベランダまで連れていった。

　地上、三十階から見える街の風景は壮そう観かんの一言だった。

　すでに東の空から太陽が昇っており、世界を明るく照らしている。

「どうやら椎しい名なはギャルゲーの偉大さに気づいてないようね」

「……はぁ」

「ほら、下を見なさい。あそこにアリの行列が見えるでしょう？」

　アリの行列って。どんだけ上から目め線せんなんですか。

「……あそこってたしか駅の近くですよね。サラリーマンの群れですかね」

「いいこと、椎名？」京きよう子こ先せん輩ぱいが饒じよう舌ぜつに語り出す。「アリの行列を動かしているのは金と権力と暴ぼう力りよくなの。この三つの力を行使すればたいていの人間は自由に動かせるの」

　乱暴な言い方だけど一理ある。金と権力と暴力。法律は権力の範はん疇ちゆうかな。

「みんな金と権力と暴力を駆使して他人をコントロールしようとする。この三つの力がこの世でもっとも大事なものだと思っている人もたくさんいる。……でもね、たとえば、この世界から人間が次々に消えていって自分だけが取り残されたとするわよね？」

　おれは頷うなずいた。話がどこに向かっているのかもわからず。

「世界から自分以外の人間が消きえ失うせたら、金と権力と暴力は必要なくなるのよ。あっても虚むなしいだけよね。……じゃあ、ギャルゲーはどう？」

　どうと言われても困るが。というか、ここでギャルゲーが出てきますか。

「ギャルゲーはびくともしないわ。……人がいようがいまいが、ギャルゲーの価値は揺るがないのよ。状況によって意義を変化させる、金や権力や暴力なんてものはね、ギャルゲーの足元にも及ばないの。──つまり、ギャルゲーこそがこの世の真理というわけね」

「………………」

　おれは異い論ろんも反論も唱えず、じっと京子先輩の横顔を見つめていた。

　なんなんだろう、この強引な理屈を語る人は。

　悪人なのか、善人なのか。

　悪あく魔まなのか、天使なのか。

　出会ってから惑わされてばかりいる。

　この人はなんなのだろうか。わからない。わけがわからない。

　……でも、一つだけわかることがある。

　それは──

「先輩、思ったんですけど……」

「……何かしら？」

「アリの行列の話です」

「……ええ」

「下を見てください」

　おれは地上を指差し、

「あそこに見えるの、うちの学校の生徒じゃないですか？」

「……ん、そのようね」

　今日きようは土ど曜よう日び。桜さくら台だいは私立だから土曜日も学校はあるのだ。

　あーあ。平日に合宿なんてやるからこんなことに……。

「せせせせせんぱーい！　もう八時回ってますよぅ──っ！」

　川かわ野の辺べさんの悲鳴がリビングから聞こえた。ようやくお目覚めらしい。

「急ぎましょう。このままでは遅刻してしまうわ」

「……あ、京きよう子こ先せん輩ぱい」

「ん？　どうしたの？」

　ベランダから出ていこうとした先輩が敷しき居いを跨またいだところで立ち止まった。

「えっと……いや、その……おはようございます」

「何それ？」

　入部してからずっと考えていた。

　早く誤解を解いてこんなおかしな部、出ていこうって。

　でも、ベランダで先輩と朝の街を眺めていると、どうでもよくなってきた。

　徹てつ夜や明けでテンションがおかしくなっているのかもしれない。

　明日あしたになったらまた気が変わっているかもしれない。

　だけど……今は保留にしておこう。
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　ゴールデンウィーク明けの放ほう課か後ご、川かわ野の辺べさん不在の部室にて──

「へぇ、この絵を川野辺さんが……」

　おれは机の上に広げられたアニメ雑誌を眺めながらつぶやいた。

　そのページは読者投稿によるイラストコーナー。

　毎月、優すぐれた絵に「金きん賞しよう・銀賞・銅賞」が与えられるらしい。

　それほどメジャーな雑誌ではなく、あくまで読者向けの一コーナーらしいのだが、この雑誌の三月号（今年ことしのだ）で川野辺さんの絵が銅賞に選ばれていた。とんがった耳を持つ黒い髪の女の子が膝ひざを抱えて丸くなっている絵だ。柔らかさを感じさせる淡い色合いが特徴で、ふわふわしているというか、女の子が空に浮いているように見える。

「じゃあ、この絵が川野辺さんをスカウトするきっかけに？」

「そういうことね」

　京きよう子こ先せん輩ぱいは雑誌を見下ろしながら頷うなずいた。

「でも、よくこれが川野辺さんの絵だってわかりましたね」

「見み憶おぼえのある絵だったのよ」京子先輩は雑誌を持ち上げ、「あと、この『ミナトヒカリ』というペンネームでピンときたの。陽ひ香か理りのお母かあさんの旧姓が『湊みなと』というのよ」

「……なんでそんなこと知ってるんですか」

　おれは京子先輩が持ち上げたアニメ雑誌を目で追いかけた。

　川野辺さんの絵は素人しろうとのおれが見ても上う手まい絵だと一目でわかる。

　先輩たちがスカウトする気になったのも頷ける話だ。

「たしかにこの絵はギャルゲー向きですよね……」

「そうなんだよー。陽香理の絵っていい意味で女性らしくないんだよなー」

「……萌もえの塊と言っても過言ではありません」

　本人がこの場にいないので、サヤカ先輩たちの発言には遠えん慮りよが感じられない。

　……あー、いや、本人がいてもこの人たちは同じことを言うか。

　しばらく川野辺さんの絵を好き勝手に批評し合っていると、

「す、すみませーん。ＨＲが長引いちゃって……」

　川野辺さんが申し訳なさそうに頭を下げながら部室に入ってきた。

「気にしなくてもいいわ」

　京子先輩は何食わぬ顔で雑誌をバッグの中に隠した。

　本人を目の前にして語るようなことではないと思ったのだろう。

　それに京きよう子こ先せん輩ぱいはむやみやたらと人を褒ほめたりしないからな。




　全員がそろうと、さっそくこの日の部活動が始まり、

「今日きようのテーマはキャラクターデザインよ」

　京子先輩がコンコンとホワイトボードを叩たたいて全員の注目を集めた。

「原画は陽ひ香か理りの担当だけど、せっかくだからみんなの意見を聞いて、陽香理にはその上でキャラクターをデザインしてもらおうと思うのよ」

「あ、それ助かります」川かわ野の辺べさんが笑え顔がおを見せる。「ある程度、条件を与えられたほうがイメージを固めやすいので。縛しばりがないほうが描かきやすいって人もいるみたいですけど」

「そういうわけだから、まずは麗れい華かのキャラデザからね」

　京子先輩がマーカーを走らせ、ホワイトボードにいくつかの項目を書き出した。

「なー、きょーこー。どうせなら、しーなの意見を中心に設定を固めていこうぜー。しーなはギャルゲーの経けい験けんが豊富だし、それに唯一の男子部員だろー？　きっとあたしたちとは百八十度異なる価か値ち観かんを示してくれると思うんだよ」

「面おも白しろそうね。それ、採用するわ」

　ちょっと待ってください。面白そうってなんですか？

　……ったく。まーた、ロクでもない流れになってきたぞ。

　何かって言うとおれに矛ほこ先さきが向くんだよな。

「さっそくだけど、椎しい名な。あなたの理想とするヒロイン像は？」

「いきなりですね」

「椎名なら即答できるでしょう？」

　できるわけないでしょうが。おれをなんだと思ってるんですか。

　だいたい、先輩には教えたじゃないですか。おれの『あだ名』の由来。

　勇気出して告白したのに……まさか信じてないのか？

　んー、わからん。この人が何を考えているのか、未いまだに見えてこない。

「理想の女の子でもいいわよ。椎名の好みのタイプを教えなさい」

「早くも本題からズレてませんか？」

「いいじゃないの。教えなさいよ」

　京子先輩がおれのすねを上うわ履ばきの先っちょでツンツンと突っつく。

　ちなみにおれの指定席は相変わらず『床の上』だ。

　ちゃんとした椅い子すが与えられる日はやってくるのだろうか。

「たとえば身長は？」

「身長ですか。……うーん、モデルみたいに極端に背の高い女性はちょっと苦手ですかね。カッコいいとは思いますけど、威圧感があるっていうか……あっ──」

「……威圧感」

　しまった。秋あき葉ばさんがしょんぼりしちゃったぞ。

　秋葉さん、かなり身長高いもんな。けっこう気にしてるのかも。

　いかんいかん。ここはちゃんとフォローしとかないと。

「──というのは真まっ赤かな嘘うそです。自分より高くなければそれでいいかなと思います」

「無ぶ難なんな回答ね。面おも白しろみの欠片かけらもないわ」

　これでいいんですよ。おれは平和主義者ですから。

　特定の女性を敵に回すような発言は禁物です。

「秋葉さんって身長どのくらいあるんですか？」

　ここで川かわ野の辺べさんが空気を読まずに秋葉さんに質問した。

　どうやら秋葉さんの微妙な表情の変化に気づいていないらしい。

「……百六十五センチです」

「うわー、いいなー。私もあと四センチくらい欲しいですー」

「どうして四センチなの？」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが刺とげ々とげしい口く調ちようで尋ねる。川野辺さんはそれに気づかず、

「私の身長、百五十三センチなんですけど、あと四センチあれば平均身長に届くんです。うちってお父とうさんもお母かあさんも身長低いんですよね。やっぱり身長って遺伝するのかな……」

「か、川野辺さん……そういう発言は控えたほうが……」

「うん？　どうして？」

　川野辺さんは本当に気づいてないようだ。

　ちびっ子筆頭の京子先輩とサヤカ先輩が、空間が歪ひずまんばかりの殺気を発していることに。

「ところでしーな？　極端に身長が低い場合はどうなんだー？」

　サヤカ先輩がおれに話題を振ってきた。

　今、このタイミングでそんなこと訊きいてきますか。

　この人はたぶん京子先輩に同どう調ちようして怒ったフリをしてるだけだな。

　悪ノリはサヤカ先輩の専売特許みたいなものだし。

「低い分には気になりませんよ」

「でも下限はあるだろうー？　百四十センチとかでもいいのかー？」

「百四十センチって、それ小学生の身長じゃないですか。さすがにそれは犯罪の香りが……」

「あーあ、言っちゃったー。しーな、言っちゃったよー」

「………………え？」

　おれは場の空気がさらに重みを増していくのを肌で感じ取った。

　その猛烈な殺気を発しているのはサヤカ先輩ではない。

　ホワイトボードの前に立っている京子先輩──
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「──ひぃ!?」

　笑え顔がおだった。京きよう子こ先せん輩ぱいは満面の笑えみを浮かべていた。

　美しい笑顔──おれはこんなにも恐ろしい笑顔を見たことがない。

　つーか、京子先輩ってそんなに身長低いのか？

　百四十センチって……マジかよ。

「肝心の麗れい華かの身長だけど、平均身長くらいでいいわよね？」

　京子先輩が話題を切り替えた。平静を装っているように見えて仕方ない。

「……そ、そうですね」

「椎しい名な？　どうして私から顔をそむけるの？」

　京子先輩が笑顔を維持したままおれの傍かたわらで片かた膝ひざをついた。

　おれが沈ちん黙もくしていると京子先輩が急に話題を変え、

「ねえ、椎名？　髪の色とか髪型には何かこだわりがある？」

「……それはさっきの話の続きですか？」

「ええ、その通りよ。まだ身長しか聞いてないもの」

「……今度は髪の話題ですか」

　ここは慎重に言葉を選んだほうがいいな。

　正直、女子の髪の色とか髪型には言うほどこだわりはないんだけど──

「やっぱり黒が基本ですよね。正統派のヒロインは黒と相場が決まっています」

　おれは京きよう子こ先せん輩ぱいの艶つややかな黒髪を眺めながらそう答えた。

「……髪型は？」

「もちろんストレートです。理想は先輩みたいな髪型ですかね、はははっ……」

　辛つらい！　辛すぎる！　何この拷ごう問もん！　お世辞乱らん舞ぶ！　部長様接待の巻！

　いや、しかし……この程度のことで先輩の機き嫌げんが直るのなら安いもんだ。

「ふーん、そう。椎しい名なは黒のストレートが好きなのね……」

「黒髪はキングオブヘアーですよ。はっきり言っておれは黒髪以外認めません」

「……はああああ!?　黒髪以外は認めないですって!?」

　と、ここで京子先輩が大だい噴ふん火か。

　鞭むちのようにしなる回まわし蹴げりがおれの顔面にめり込んだ。

「がはっ──っ!?」

「何が黒髪以外認めないよ！　麗れい華かは金髪なのよ!?　あなた麗華を否定するの!?」

「い、いえ、決してそういうわけでは……」

　先輩を持ち上げるのに夢中になって自分自身の失言に気づかなかった。

　ってか、この人、褒ほめても全然喜びませんね。

「……金髪と言えばツインテールが定番です」

　ここで秋あき葉ばさんが持じ論ろんを展開し始めた。

「……ギャルゲー界には金髪ツインテール娘が無数に存在します。ギャルゲーのヒロインのうち五人に一人ひとりは金髪ツインテールなのではないかと思うほどの安定供給です……」

「金髪ツインテールって、『ツンデレ系』か『毒舌系のロリっ子』が多いよなー。てゆーか、それ以外の金髪ツインテールなんてあんまり聞いたことないぞー」

「お約束って奴やつですか？」

　おれが素朴な疑問を投げかけると、

「ギャルゲー界の七なな不ふ思し議ぎよ」

　京子先輩が重々しい口く調ちようで答えた。まだ機嫌が悪そうだ。

「あー、でも麗華は金髪ツインテールって感じしないなー」

「……縦たてロール？」と秋葉さん。

「それもちょっと違う気がするわね」

「麗華はやっぱりストレートヘアーじゃないのかー？　そんでもって、巨大なリボンでボリュームのある後ろ髪をまとめてるんだよ。リボンはピンクがいいなー」

「リボンはいいわね。でも、どうせならもっと奇抜な髪型にしましょう」

「……奇抜な髪形？」秋葉さんが小首を傾かしげ、「現実にはありえない髪型？」

「つまり、ギャルゲーの世界だからこそ成立する髪型ってことね。ツインテールだって現実ではあまり見かけない髪型でしょう？」

　それは言えてる。小学生ならまだわからなくもないが。

「まあ、可愛かわいければなんでもオーケーよ！　とにかく髪型は奇抜で複雑なものに！　具体的なデザインは陽ひ香か理りに一任しましょう。……陽香理もそれでいい？」

「……あ、はい。わかりました」

　川かわ野の辺べさんは頷うなずき、一いつ旦たんは承しよう諾だくしたが、「奇抜で……複雑。……う、うーん、うーん。どんな髪型にしようかなぁ……」とブツブツ悩み始めた。

「じゃあ、髪型は決定ね」

　京きよう子こ先せん輩ぱいがホワイトボードに「髪型……奇抜な髪型、巨大なリボン」と書き記した。

　その後、マーカーを指先でくるくると器用に回転させながら、

「サヤカ。たしかシナリオの中で、麗れい華かに『吊つり目め』という表現があったわよね？」

「あるなー。顔立ちの描写は多少あたしの独断で書かせてもらってるぞー」

「そう。じゃあ、顔立ちの特徴を箇条書きにして陽香理に渡してちょうだい」

「ういー。りょーかい」

「とりあえずルックスはそれでいいとして。さて、そうなると、あと必要なのは──」

「胸の大きさだな」「……胸の大きさです」

　サヤカ先輩と秋あき葉ばさんが同時に言った。

「すげー、大事だぞー」「……最重要課か題だいです」

　この二人ふたりって息ぴったりだよな。付き合い長いのかな。

　それはともかく胸ですか。できれば避けて通りたい話題だけど……無理だろうな。

「やっぱさー、巨乳か貧乳の二択になるよなー」

「まあ、そうなるわね」

「……当然です」

　両極端すぎだろうが！　中間はないのかよ！

　というか、麗華は巨乳キャラじゃなかったのか？

　前に体育倉庫で京子先輩がそう言っていた記き憶おくがあるんだけど。

「……ついていけない……」

　あらら。川野辺さんがうつむいちゃったぞ。こういう話題は苦手そうだもんな。

　もちろんおれだってこの手の話には抵抗がある。

　男同士ならまだしも、この部は男女比四対一だからな。

「ここは『おっぱい評ひよう論ろん家か』のしーなに意見を求めようぜー」

「……おっぱ……って！　何言ってるんですか!?」

「あははー、照れるなよー。事実だろー？」

　サヤカ先輩がニヤニヤ笑いながら近づいてきた。

　照れてなんかいませんよ。ってか、妙なレッテルを貼はるのは止やめてくださいって。

「いいか、しーな？」サヤカ先せん輩ぱいが声をひそめて耳打ちしてきた。「……さっきから京きよう子この機き嫌げんが悪い。言動にはくれぐれも注意しろよー？」

「わかってるんなら、おれに話題を振らないでくださいよ」

「それは無理な話だー」

　協力する気まったくねーのな、この人。

「それで？　椎しい名なは巨乳派なの？　それとも貧乳派？」と京子先輩。

「……直球すぎる」

「そう構えることないじゃない。私はただ椎名の個人的な意見が聞きたいだけなのだから」

　京子先輩は不自然な笑えみを浮かべていた。拳こぶしが震ふるえているのは気のせいだろうか。

「質問を変えましょう」京子先輩は明らかに苛いら立だっていた。「街中や校内でふくよかな胸を持った女性を見かけたとき、椎名はその女性の胸に目を奪われる？」

「そ、そりゃ、おれも男ですから……気になっちゃいますよ」

「つまり巨乳派ということね？」

「──結けつ論ろん早っ！」

　おれは慌てて反論を試みた。

「あ、あのですね？　それは乳房を持たぬ全男子の原始的な欲求……みたいなものですよ。先輩たちだって男の胸板とか筋肉とか興きよう味みあるでしょう？　それと同じですよ」

「奇き麗れい事ごとはいいから早く本音を言いなさい」

　京子先輩がいつかのようにギャルゲー雑誌を束たばねておれに近づいてきた。

「好きなんでしょう？　巨乳が？」

「……い、いえ……そんなことは……」

「嘘うそばっかり。いつも陽ひ香か理りの胸をジロジロ見てるじゃない」

「は、はあ!?　なんですかそれ!?」

「…………椎名君……最低……女の敵……」

　うわああああ！　川かわ野の辺べさんが汚物を見るような目でおれを！

「川野辺さん、信じないで！　根も葉もない嘘だから！」

「……言い訳は見苦しいです」

「秋あき葉ばさんも悪ノリしないでくださいよ！」

　ああああもう！　なんでこうなるんだよ！

　く、くそっ……こうなったら……！

「おれは巨乳派じゃありません！　貧乳派です！」

　声高らかに宣言した。運動会の選手宣誓みたいな勢いで。

「巨乳なんてあんなの単なる脂肪の塊じゃないですか！　だいたいでかけりゃいいってもんじゃないですよ！　巨乳なんて醜みにくいです！　平坦で滑なだらか、控え目な胸こそ至高です！」

「なるほど。つまり椎しい名なはロリコンなのね？」

「はい、その通りです！　おれはロリコン…………って、んなわけあるか──っ!?」

　どういうことだよ。なんでおれがロリコンになるんだよ。

　貧乳好きは問答無用でロリコンにカテゴライズされるのか？

　……ま、まあ、ちょっと貧乳について熱あつく語りすぎた気もするが。

「しーな、知らないのかー？　巨乳派はマザコン、貧乳派はロリコン。そういう統計がネット上にあるんだよー。面おも白しろいよなー」

「どっちを選んでも最悪じゃないですか！　つーか、その統計本当にあるんでしょうね!?」

　ちくしょうー！　毎回、こういうオチだよ！　もはや定番化してるよ！




　この日は話が脱だつ線せんしまくったが、後日、ちゃんと麗れい華かのキャラデザは決定した。

　サヤカ先せん輩ぱいの担当であるシナリオのほうも完成度五十パーセント。

　そして原画担当の川かわ野の辺べさんの仕事がここから徐々に増えていくことになるのだが──




　　　　◇　◇　◇




「川野辺さんが逃げた？」

　数日後、部室を訪れるとそんな話を京きよう子こ先輩に聞かされた。

「逃げたってどういうことですか？」

「あの子、自分が描かいた絵を人に見せるのが恥ずかしいって言うのよ」

「もしかして麗華のキャラデザですか？」

「……その通りよ」

　京子先輩は椅い子すに腰かけると、コーヒー牛乳のパックにストローを差した。

　そして、ちゅーちゅー、と勢いよく中身を吸い上げ、

「椎名、部長命令よ。陽ひ香か理りを説得してきなさい」

「おれがですか？」

「逃げた女の子を追いかけるのは男の子の使命でしょう？」

「……現実にドラマを求めないでくださいよ」

「なんなら告白してもいいぞー」サヤカ先輩が余計なことを言い出した。「陽香理！　おれはお前の全すべてを肯定する！　だからお前の描いた絵をおれに見せてくれ！　とかな」

「サヤカ、それはダメよ」

　サヤカ先輩の悪ノリを止めたのは意外にも京子先輩だった。

　と思ったら──

「セリフがありきたりすぎるわ」

「えー？　そうかー？」

「そうよ。もっと胸に響ひびくような、陽ひ香か理りが感かん激げきで涙するようなセリフにしないと」

　本題から脱だつ線せんするのはいつものことだが、どこまで本気で言っているのやら。

　えーと。一応、言っておきますが、おれは告白なんてしませんからね？

「そういうわけだから椎しい名な。今すぐ陽香理のもとへ向かいなさい」

「川かわ野の辺べさんの居場所は？　わかってるんですか？」

「あの子は屋上にいるはずよ」

　京きよう子こ先せん輩ぱいは即答した。私はエスパーよ、とでも言いたそうな顔だ。

「実は陽香理の制服に発はつ信しん機きを仕掛けておいたのよ。凜りんのパソコンを見てみなさい。陽香理の居場所が地図上に表示されているはずだから」

　発信機って。なんでそんなもん持ってるんですか。

　秋あき葉ばさんに詳細を尋たずねると「……ネットオークションで、八千円で落札しました」という答えが返ってきた。世も末だな、としみじみ思う。




「あ、椎名君……」

　屋上には川野辺さん以外の人ひと影かげは見当たらなかった。

　花か壇だんやベンチが並べられている桜さくら台だい高こう校こうの屋上は生徒の出入りは自由となっている。

「もしかして、先輩たちに言われてきたの？」

「まあね」

　川野辺さんは緑みどり色いろのフェンスの手前に並べられたベンチの一つに腰かけスケッチブックを両手で抱いていた。アナログにこだわりがあるのか川野辺さんはペンタブを一切使用しない。さすがに彩色するときはパソコンを使うらしいけど。

「やっぱり恥ずかしいよね。自分が描かいた絵を人に見せるのは」

「………………」

「おれも読書感想文とかを教師に見せるの、やっぱ抵抗あるし──」

「……違うの」

　それまでうつむいていた川野辺さんが顔を上げた。

「え？　違うって？　何が？」

「描いた絵を先輩たちに見せるのが恥ずかしいってわけじゃなくて……」

「そうなの？」

「私、小さいころから絵を描くのが好きで、中学のころも美術部に入ってたから、自分の絵を人に見せることなんて日常茶飯事だったし……」

　そういやそうだ。じゃあ、なんで部室から逃げ出したんだ？

「椎しい名な君……これを見て」

　川かわ野の辺べさんはそう言ってスケッチブックを開いた。

　そこには麗れい華かと思おぼしき女の子の姿が描かれていた。

　全身を様々な角度から描いたもの、表情のバリエーションを描いたもの、バストアップのみを描いたもの。どれもまだラフの段階だったが一つ一つ丁てい寧ねいに描かれていた。容姿はサヤカ先せん輩ぱいの要望が忠実に守られているし、髪型も、「奇抜な髪型・巨大なリボン」という京きよう子こ先輩の曖あい昧まいな課か題だいをクリアーしている。

「う、上う手まい……」

　雑誌に掲載された絵を見ていたから、川野辺さんの実力のほどはわかっていたけど。

　こうして生の絵を見ると、改めてその上手さを実感できる。

　生の絵って印刷された絵とは全然印象が違うんだなー。

　そういえば絵の種類も雑誌に載っていたものとは微妙に違う。

　雑誌のほうは綺き麗れい目めというか、万人受けしそうな絵だったけど、こっちの絵はいかにもギャルゲーユーザーが好みそうな絵だ。サヤカ先輩が見たら、「これは萌もえる！　萌え死にする！」とか言い出しそうだ。京子先輩と秋あき葉ばさんもこの絵には不満を漏らさないだろう。

「すごくいいよ、これ」おれは素直に称しよう賛さんの言葉を送った。

「……え？　そ、そう？」

「でもなんで先輩たちに見せるのをためらってるの？」

「う、うん。それなんだけど……」

　川野辺さんは周囲を見回しながら小声で告げた。

「えっとね……そ、その……麗華の胸なんだけど……」

「え？　胸？」

「……う、うん。ちょ、ちょっと……大きすぎないかな……？」

「はあ？」

「だ、だって、ほら？　京子先輩って巨乳キャラを目の敵かたきにしてるっぽいじゃない？」

「………………」

「でも、だからって貧乳にしちゃうと、『私に気を遣ってるの？』とか言いそうだし……」

「………………」

「ね、ねえ？　どうすれば波風立たないと思う？」

　妙なことを相そう談だんされた。

　つーか、部室から逃げ出したのってそんな理由かよ。

『私ね、Ｇ研を辞めようかなって思ってるの……』

　これくらいのことは言われるんじゃないかって覚悟してたからな。

　それなのに……まさか麗華の胸の大きさで悩んでたなんて。

「……ねえ、椎しい名な君？　どうしよう？」

「どうしようと言われても……」

　たしかに京きよう子こ先せん輩ぱいって小供っぽいことを言うことがあるけどさ。

　いくらなんでも巨乳キャラに嫉しつ妬としたりはしないだろー。

　この前のは、おれの『身長百四十センチ発言』のせいで不ふ機き嫌げんになっただけだろうし。

　ってか、巨乳キャラを目の敵かたきにしてるって……川かわ野の辺べさん、けっこう毒舌だな。

「ちなみに川野辺さんはどうしたいの？」

「え？　私？」

「だって、ほら。麗れい華かのキャラデザって、何日か前に細かい設定を決めたけど、結局、胸の大きさについては川野辺さんの裁量に委ゆだねることになったよね？」

「う、うん……そうなんだけど……」

「迷うことないって。決定権は川野辺さんにあるんだから、思いのままに描かけばいいよ。京子先輩が何か文句言ってきたらおれがフォローするからさ」

「ほ、本当？」

「約束するよ。……おれにできる範はん囲いで、だけど」

「椎名君、ありがとう」

「……別に……気にしなくてもいいよ」

　女子に感かん謝しやされるのってなんかいいな。

　中学時代は女子との接点がまったくなかったからな。

「私ね、思うんだけど」

「うん？」

「麗華って才色兼備で通ってるお嬢じよう様さまじゃない？」

「設定ではそうなってるね」

「この前、サヤカ先輩が『麗華は料理が苦手なんだよー』って言ってたんだけど、それだけじゃなくて、身体的な欠点とかもあったほうがヒロインらしいと思うの」

「……なるほど、欠点か」

「だ、だからね！　私、麗華を貧乳お嬢様にする！」

「……そ、そうですか」

　おかしいな。川野辺さんってこんなに熱あつく語る人だったっけ？

「それでね！　主人公に胸の大きさを指摘されて不ふ貞て腐くされちゃうの！」

「……あ、ああ……そういうリアクションは可愛かわいいよね……」

「だよね？　だよね？　可愛いよね？」

「……川野辺さん、そろそろ部室戻ろう──」

「あとね！　スリーサイズなんかも決めといたらどうかなって思うの！」

「……へ、へぇ、スリーサイズ……」

「それからね！　もう一つ提案があるんだけど！」

「えっと……川かわ野の辺べさん」おれは川野辺さんの肩を叩たたき、「そろそろ部室に戻らない？」

「あ、うん。そうだね。戻って先せん輩ぱいたちに謝あやまらないと」

　いろいろあったが、なんとか川野辺さんの説得に成功した。

　うーん、それにしてもかつてないテンションの高さだな。

　川野辺さんって、こっちのほうが素なのかな？

　まあ、あの先輩たちに囲まれてたら素なんて出せないか。

「あっ……！」

　部室に戻ろうとベンチを立った川野辺さんがスケッチブックを落とした。




　おれの足元に落ちたスケッチブックは『あるページ』を開いていた。




　そのページは白紙ではなく──

「……こ、これは」

　そこに描かれていたのは麗れい華かのキャラデザではなく──半裸の女の子。

　悲痛な表情を浮かべる少女の手足には触手みたいなものが巻きついていた。
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　赤い半透明の触手は女の子の胸や下半身の一部（はっきり明言してしまうと伏字になるので婉えん曲きよく的てきに言う）を攻め立てていて、さらに触手の先端から噴ふん出しゆつされた白っぽい液体が女の子の顔や太ふと股ももなどにかかっている。悲鳴なのかなんなのかわからないが、「ふぎゅうううう!?」とか「ひぎぃぃぃぃ!?」といったなぞの吹き出しが女の子の顔の横に出ていた。

　かなりリアルに描かれていて、麗れい華かのキャラデザよりも数段気合いが入っている。

　おれは若干引きつつスケッチブックから目をそらした。

「……じゃ、そういうことで」

　おれは見なかったフリをして一足先に校舎の中に戻った。

　ところがその直後、

「待ってえええええええええ──っ！」

　当然と言うべきか川かわ野の辺べさんが全力で追いかけてきた。

「み、み、み、見た……よね？」

　川野辺さんはおれを階段の手すりに押しつけ、ネクタイをぐいっとつかんだ。

「……見てないよ」

「う、嘘うそ！　絶対嘘だ！　だって足元に落ちたもん！」

「……いや、だから何も見てないって──ぐええええええっ！」

　しらばっくれていると川野辺さんがネクタイを真上に引っ張った。

「か、川野辺さん……苦しいから放はなしてくれないかな……？」

「椎しい名な君が見たって言うまで放さない！」

「……い、いや……だからおれは何も見てないって──」

「見たって言え。……見たって言えぇぇぇ──っ！」

「見ました！　見ました！　見ちゃいましたあああああ！」

「…………そっか。見ちゃったんだ」

「う、うん。ごめんね」

「……椎名君は見てはいけないものを見てしまいました」

「口く調ちようが恐こわいんだけど？」

「絶対……絶対……ぜーったい！　誰だれにも言わないでよ！」

「い、言わないよ。おれ、口は堅いほうだから」

「……本当？」

　今度は一転して上うわ目め遣づかいで訊きいてくる。

　ああ、女ってのは恐ろしい生き物だね。

「あのさ、川野辺さん。一つ訊いてもいい？」

「ん？　何？」

「京きよう子こ先せん輩ぱいに握られてる弱みって、もしかしてさっきの絵が関係してる？」

「え、えっと……」

　おれも川かわ野の辺べさんも京きよう子こ先せん輩ぱいに半ば脅迫されるような形でＧ研に入部した。

　このことはＧ研に入部して数日が経たったころ、二人ふたりで確かく認にんし合っていた。

　しかし、どんな弱みを握られているのかまではお互い話してなかったのだ。

「言いたくなければ無理に言わなくてもいいよ」

「……あの絵は関係ないよ」

「そうなの？」

「……う、うん。絵が関係してるのはたしかだけど……」

　川野辺さんは憂ゆう鬱うつそうにつぶやき、

「さっきの絵は……その……序の口というか……」

「え？　序の口？」

「自室のクローゼットをあさればもっとすごい絵が出てくるから……」

「もっとすごい絵……？」

　あれ以上にエグい絵がこの世に存在すると言うのか？

　だ、ダメだ……おれの想像力の限界を超えている。

「……そ、その……ごめん」

　おれはなぜか謝あやまってしまった。




　この日以降、川野辺さんはおれと顔を合わせるたびに「誰だれにも言ってないよね？」と確かく認にんしてくるようになった。そのうち、「不公平だから、椎しい名な君の秘密も教えて」とか言ってきそうで不安だ。でもおれは絶対言わない。パンツのことは絶対に……。
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「良質なギャルゲーには良質な音楽が必要不可欠よ」

　その日の京きよう子こ先せん輩ぱいの第一声はそれだった。

　言動に脈絡がないのはいつものことだが、発言自体はいたってまともだった。

「そういうわけだから、椎名と陽ひ香か理り。二人ふたりで軽音部に行ってきなさい」

「何が『そういうわけ』なんですか。いろいろと省きすぎですよ」

「察しが悪いわね」

　京子先輩は自分で淹いれた紅茶を一口飲み、

「軽音部のある人物に作中で流す音楽を提供してもらえるよう頼んであるの」

「それ、初耳ですよ」

「言ってなかったもの」京子先輩は続けて、「依頼した音楽は全部で八曲。昨日きのう、確認の電話を入れたんだけど、もう何曲か完成しているみたいなのよ。だから椎名と陽香理に完成した曲を受け取ってきてほしいわけ。挨あい拶さつを兼ねてね」

「最初からそう言ってくださいよ」

「あ、あのぉ……」

　川かわ野の辺べさんが控え目に手を挙げた。屋上の一件以来、おれとはよく言葉を交わすようになった川野辺さんだが、まだ先輩たちの前では遠えん慮りよが見られる。

「軽音部ってまともに活動してませんよね？　クラスの友達が言ってたんですけど、ほとんどの部員が幽ゆう霊れい部員だって……」

「その通りよ」

　京子先輩は否定しなかった。

「でも安心しなさい。今年ことしの春、軽音部に有望な一年生が入部したの。作曲の才能に恵まれた絶対音感の持ち主がね」

「おれたちと同じ一年生なんですか？」

「雪ゆき平ひらカオルという名前に心当たりはないかしら」

　京子先輩はおれたちの返答を待たずに真実を明かした。

「──彼女、私の従妹いとこなの」




　　　　◇　◇　◇




　おれと川野辺さんは部室を出ると、すぐさま第二音楽室に向かった。

　京きよう子こ先せん輩ぱいの従妹いとこ、雪ゆき平ひらカオルとコンタクトを取るためだ。

「じゃあ、雪平さんって、川かわ野の辺べさんの隣となりのクラスなの？」

「うん、そうなんだけど……ほとんど登校してないみたいで……」

「父親が指揮者で、母親がオペラ歌手だっけ？」

「この辺では有名だよね」

　入学時にちょっと騒さわがれたのだ。

　音楽一家で有名な雪平カオルが桜さくら台だいに入学しているらしい、という噂うわさが。

「授業には出てなくても、学校には来てるはずだって京子先輩は言ってたけど……」

「どういう人なんだろうね、雪平さんって」

「私ね、一度だけ見たことあるんだ」

「へぇー、どんな感じだった？」

「髪の毛がすごいの。プラチナブロンドっていうのかな？　艶つや々つやしてて綺き麗れいだったよ」

「性格とかは？」

「んー、わかんないけど……気難しい人なんじゃないかな？」

「そんな人が本当にギャルゲーの音楽なんて提供してくれるのかな……」

　話しているうちに軽音部が活動している第二音楽室が見えてきた。

　おれはドアの前で立ち止まるとガラス越しに中を覗のぞき込み、

「電気は点ついてるね」

「どうする？　中に入る？」

「手ぶらで帰ったら京子先輩に殺されるよ」

　おれは軽くノックすると、思い切ってドアを横に滑らせた。

　中に入ると、銀髪の少女の後ろ姿が目に飛び込んできた。

　さっそくターゲットを発見だが──

「……あれ、本当に雪平さん？」

　川野辺さんが驚おどろくのも無理はない。

　何か楽器でも弾ひいていれば「この人だ」と確かく信しんしているところだが、

「ゲームに熱ねつ中ちゆうしてるみたいだけど……」

　雪平さんは液晶テレビの前で胡坐あぐらを掻かき、両手でコントローラーを握っていた。

　テレビ画面には水みず色いろのセーラー服を着た美少女の立ち絵が複数表示されている。

　どう見てもギャルゲーだ。しかもどこかで見覚えのある絵柄だった。

　床の上にはお菓子と飲み物とケータイが転がっている。

　Ｇ研の部室に戻ってきたんじゃないかと思うくらい不自然な光景だった。

　にしても、音楽室にゲーム機き持ち込んでギャルゲーって……すごい度胸だな。

「あのー、すみません」

　黙だまって見ていてもしょうがないのでおれはその後ろ姿に声をかけた。

「……ボリボリ（お菓子を食べる音）」

「無視かよ」

「聞こえてないんじゃない？」

「あー、いるよね。何かに熱中すると周りの声が聞こえなくなる奴やつ」

　もっと近づかないとダメだな。前進しよう。

　おれは雪ゆき平ひらさんに背後から接近し、肩を叩たたいてみた。

「…………？」

　さすがに気づいたようで、雪平さんはおれたちのほうを振り返った。

　銀髪の少女はマヌケな顔でスティック状のお菓子を口にくわえていた。

「ちょっといいかな？」

「よくない」即答だった。「私の邪じや魔まをするな。今、いいところなのだ（ボリボリ）」

「……そんなこと言わずにさ。ちょっとくらいいいだろ？」

「国に帰るんだな。お前たちにも家族がいるだろう（ボリボリ）」

「……その返しは何か元ネタがあるのか」

　こいつ、そうとう面めん倒どうくさい女だな。……さすが京きよう子こ先せん輩ぱいの従妹いとこなだけはある。

「もうお前たちと話すことはない。私の視界から消えるのだ（ボリボリ）」

　雪平さんは毒舌を発揮すると、液晶テレビに視し線せんを移した。

　食うか喋しやべるか、どっちかにしろよ。

　……とりあえず、こいつに「さん付け」する必要はないな。

「椎しい名な君？　どうする？」

「そうだね……」

　おれは何気なくテレビ画面に視線を投じた。

　よく見ると雪平さん……いや、雪平がプレイしているギャルゲーは『なつこい』だった。

「あれ？　このゲームって『なつこい』じゃない？」

　川かわ野の辺べさんも気づいたようだった。

「みたいだね。……ってか、このイベントは見覚えがあるような──」

　すぐに思い出した。

『なつこい』のヒロイン、佐さ渡わたり桜空さくらに関係のあるイベントだ。

　たしか中盤の重要イベントだったと思う。

　プレイしたのはもう半月以上も前のことだが、しっかり記き憶おくに残っている。

　というか忘れたくても忘れられない。

　先輩たちの目の前で無理やりプレイさせられたギャルゲーだからな。

　おまけに『なつこい』のシナリオを担当したのは親おや父じだ……。

「川かわ野の辺べさん。いいこと思いついたよ」

「……何？」

「まあ、見ててよ」

　おれは毒舌少女の真横に腰を下ろした。

　雪ゆき平ひらはおれたちの存在が気に入らないようで、

「凡人は去れ。ギャルゲーは素人しろうとが手を出していいものではない」

「そう言うなって。いいことを教えてやるからさ」

　おれは雪平の言葉を遮さえぎって、『未来』を予言してやった。

「佐さ渡わたり桜空さくらはな、そのイベントが終わったら急に主人公に冷たくなるんだ。理由はあとになればわかるんだが、桜空の妹の弥生やよいが主人公のことを──」

　言い切る前に雪平がおれの口を両手で塞ふさいだ。

「──ネタバレする奴やつは嫌いだ！　死ねばいいのに！」

「だったら素直におれたちの話を聞いてくれ」

「むぅー……」

　雪平は頬ほおを膨ふくらませたままコントローラーを床の上に置いた。

　ようやく話を聞いてくれそうだ。

「えーと、おれたちはだな──」

　さっと事情を話し、要件のみを簡かん潔けつに伝えた。

　Ｇ研からやってきたこと、京きよう子こ先せん輩ぱいとの関係、依頼していた音楽について、などなど。

　最後におれと川野辺さんがそれぞれ自己紹介をすると、雪平が納得したように頷うなずき、

「なんだ。お前たちは京子ちゃんの部下か」

「……京子ちゃんって」

　おれたちが同じような呼び方をしたら半殺しにされそうだな。

「お前たちは噂うわさの新入部員だな。たしか志し村むらと加か藤とう……？」

「ついさっき自己紹介したばかりだろうが！」

　わざとなのか冗じよう談だんなのかわかりづらい奴やつだな。まあ、今のは冗談だろう。

　念のためもう一度だけ名前を告げ、そして話を先に進めることにした。

「えっと、京子先輩が言ってたんだけど、もうすでに何曲か完成してるんだって？」

「その通りだ」

「じゃあ、でき上がってる分だけでいいから渡してくれないか？」

「渡してもいいが、お前の態度が気に食わない」

「……ネタバレの件は謝あやまろう」

「お前、目つきが悪いな。私好みの顔に整せい形けいしろ」

「無む茶ちや言うな！」

「短気な男だ。底の浅さがにじみ出ているぞ」

「……ほっとけ」

「お前みたいに無個性な男は久しぶりに見た」

「おい？　いい加減にしないと、さすがに怒るぞ？」

　おれは雪ゆき平ひらに詰め寄った。

「ぼ、暴ぼう力りよくはいけないんだぞ？」

「……急に弱気になったな」

「私は平和主義者なのだ。音楽が世界を救うと信じている」

　雪平はどこかで聞いたことがあるようなセリフを口にした。

「むふー、なんかお前をおちょくるの飽きてきたー」

「ざけんなコラァ！　とっとと曲渡せ！」

「タダでは渡せないのだ」

「金でも取るつもりかよ？　一体どうすりゃいいんだ？」

「私を楽しませろ」

「……お前、何様だよ」

「しょうがない。とっておきのネタを提供してやろう」

　雪平は自前のバッグをごそごそあさり赤い手帳を取り出した。

「そこの変なヘアピンをつけた女。お前も参加しろ」

「……えっ？　これ……そんなに変かな……？」

　川かわ野の辺べさんはヘアピンを触りながらおれの隣となりに並んだ。

　言っちゃ悪いが、おれも川野辺さんのつけてるヘアピンはどうかと思うんだ。

　ゆるキャラというのだろうか。

　涎よだれを垂らしただらしない顔の猫がくっついたヘアピンなのだ。

「それで？　何をしたらいいんだ？」

「慌てるな。今、この手帳の中から選えりすぐりのシナリオを──」

　雪平はブツブツ言いながら手帳をめくっていき、

「うむ、これだ。これがいい。……よし、お前たちゆくぞ！」

　ゆくぞ、と言われても意味がわからない。

　黙だまって行方ゆくえを見守っていると雪平が近くの椅い子すに飛び乗り、




「カオルちゃんの名作ギャルゲー劇げき場じようの始まり始まり～～」




「………………おい」

　おれは呆あきれながら川野辺さんと顔を見合せた。

「どうした？　カオルちゃんに惚ほれてしまったか？　迷惑だぞ？」

「……殺意しか湧わかねーよ」

「お前たち二人ふたりには私が練りに練った神シナリオの登場人物を演じてもらう」

　人の話を全然聞かないのな。こういうところは京きよう子こ先せん輩ぱいにそっくりだな。

　つか、こいつ音楽担当だろ？　シナリオなんて書けるのかよ？

「少し待て。アレンジを加える必要がある」

　雪ゆき平ひらは椅子から飛び降り、スカートをなびかせた。

　そしてさらさらとペンを走らせる。

　ずっと床の上で胡坐あぐらを掻かいていたから気づかなかったが、雪平はスマートな身体からだつきをしていた。髪の色同様に肌も真っ白で、黙だまっていればか弱い少女に見えないこともない。京子先輩の従妹いとこだけあって身長はかなり低い。見た感じサヤカ先輩くらい。ボリュームのある銀髪は綿菓子みたいにふわふわしていて、仕し草ぐさも含めて気まぐれな猫を連想させる。

「できたぞ。まずはこれを見ろ」

　数分で顔を上げた雪平は手帳を広げ、おれたちに差し出した。





　主人公の椎しい名な雄ゆう介すけは腐臭漂う高校一年生。

　男子からも女子からも毛嫌いされている雄介は入学当初から酷ひどいイジメに遭あっていた。






「腐臭漂うってどういうことだよ！　つーか、おれが主人公かよ！」

「大丈夫だ。一部を除きフィクションだから」

「何が大丈夫か！　一部と言わず、全部フィクションにしろよ！」

「批判はあとにするのだ。サクサク進めていくぞ」

　雪平は手帳をめくり次のページを開いた。





　イジメの中心人物、桐きりヶが谷や京子はクラスの女王様的存在。

　京子の口くち癖ぐせは「弱い者イジメは自然の摂理」。

　毎朝、雄介に自分の上うわ履ばきの汚れを舐なめとらせている最低の悪女、人間のクズだ。

　雄介は毎晩、教会で京子の死を祈っている（雄介は似え非せクリスチャンだ）。






「お前、恐こわいもの知らずだな」

　本人にバレたら雪平は間違いなく処刑されるだろうな。

「京子ちゃんの役はヘアピン女に任せるのだ」

「……川かわ野の辺べ陽ひ香か理りです。お願ねがいだから変なあだ名つけないで……」

　川野辺さんが涙目でつぶやく。

「しかし腐臭どころか駄だ作さく臭しゆうが漂ってるな。名作ギャルゲー劇げき場じようじゃなかったのか？」

「うるさいぞ、雄ゆう介すけ。ここから一気に面おも白しろくなるんだから黙だまってろ」

「……もう呼び捨てかよ」





　ある日、雄介は美少女天使のカオルちゃんと出会う。雄介の哀あわれな境遇に同情した美少女天使のカオルちゃんは『天使の七つ道具』のうちの一つ、『魔ま法ほうの携帯電話』を雄介に手渡す。その携帯電話はメールを使って相手の行動を自在にコントロールするもので、本人の意思にかかわらず、メール本文に書いた内容通りに相手が行動する、という反則的なアイテムだった。






「なんだか……雲行きが怪しくなってきたね……」

「最初から土砂降りだったと思うけど」

　おれは川かわ野の辺べさんにそう返した。

「次行くぞ、次！　お前たち、物語に集中しろ！」

　雪ゆき平ひらが乱らん暴ぼうにページをめくる。





「そうだ……この携帯電話を使ってあの女をおれの思い通りに……」

　雄介は『魔法の携帯電話』の力を借りて桐きりヶが谷や京きよう子こに復ふく讐しゆうすることを誓う。

　美少女天使のカオルちゃんも暇つぶしに雄介をサポートすることに。

「くくく、京子！　待ってろよ！　お前のその平坦な胸をさらに平坦にしてやるぜ！」

　雄介が人生でもっとも輝かがやいている瞬しゆん間かんである。






「……椎しい名な君がどんどん気持ち悪くなっていく……」

「このシーンに限りノンフィクションだったりする」

「嘘うそつけ！　お前、訴えるぞ──っ！」

「雄介、黙るのだ。ここからぐっと面おも白しろくなるんだぞ」

　雪平はさらにページをめくり、





　雄介は『魔法の携帯電話』の力で京子を追い詰めていく。

　掃除中にバケツの水を頭からかぶらせたり、クラスメイトの前で演歌をアカペラで熱ねつ唱しようさせたり、授業中に嫌われ者の独身教師に愛の告白をさせたり……もうやりたい放題。

　そんなある日、雄介と京子は恋に落ちる。






「なんでだよ──っ！」

「落ちたのだ」

[image: ]

「ふざけんな！　脈絡がないにもほどがあるだろうが！」

「美少女天使のカオルちゃんが他ほかの七つ道具を駆使して二人ふたりをくっつけたのである」

「なんでくっつけるんだよ！　こいつら憎み合ってたじゃねーか！」

「雄ゆう介すけは注文が多い」

「だいたいこんなのギャルゲーじゃねーだろ」

「そうか？　広義に解釈するとこういうのもギャルゲーの範はん疇ちゆうだぞ？」

「そういうことじゃない。もっと普通の話にしろって言ってるんだ」

「もっと具体的にアドバイスしろ。どうすればいいか？」

　雪ゆき平ひらがぶっきらぼうな口く調ちようで訊きいてきた。

　どうして？　どうして？　と親にしつこく質問する子供のような目をしている。

「……そうだな。とりあえず主人公をもっと平凡にしてみたらどうだ？」

「無ぶ難なんな主人公ほどつまらないものはない」

「いやいや、主人公を個性的にしすぎるとヒロインの性格が限定されるんだよ」

　おれは京きよう子こ先せん輩ぱいの受け売りを口にした。

「たとえばさ、無口な主人公と無口なヒロインの組み合わせだと話が進まないだろ？」

「それは一理ある」雪平は納得したようだった。「少し待て。書き直すから」

「……今から書き直すのかよ」

「さらさら……さらさら……さーらさら……っと。できたぞ」

「早すぎだろ！　さらさら言ってただけじゃねーか！」

「雄ゆう介すけのツッコミはワンパターンだな。ただ叫んでいるだけだ」

　雪ゆき平ひらはケラケラ笑いながら手帳を開いた。





　主人公の椎しい名な雄介は平凡な高校一年生。これといった取り柄のない雄介は幼稚園時代から影かげが薄うすく、お隣となりに住む幼おさな馴な染じみにさえ名前を覚えてもらえないほどで、はっきり言って、いてもいなくても一緒というか、無価値というか、なんのために生きているのかわからない男だ。

　なあ、雄介？　生きてて楽しいか？　お前みたいなクズは死んだほうが世のためだぞ？






「平凡以下じゃねーか！　あと最後の一行！　語りかけんな！」

「雄介、死にたくならないか？」

「お前と話してたら死にたくもなるわ！」

　こいつ、おれたちを弄もてあそんでるだけだろ。

　暇つぶしの対象としか見てないんじゃないのか？

「まあまあ、椎名君……落ち着いて」

「川かわ野の辺べさんは大らかすぎるよ」

「んー、でも……」川野辺さんは頭を掻かきながら言った。「私、こういう鬱うつ屈くつした青春……けっこう好きかもしれない。鬱ゲー、って言うのかな？　秋あき葉ばさんに有名なゲームを貸してもらったんだけど、ドロドロした人間関係とか、後ろ向きな青春とか……意外と面おも白しろかったよ？」

「……そっか」

　だいぶ川野辺さんの趣しゆ味みがわかってきたよ。

　例のスケッチブックは川野辺さんの本質を示してたんだな。

「雄介、お前の負けだ。観かん念ねんして私の神シナリオの主人公を演じろ」

「どこが神シナリオなんだ。糞くそシナリオの間違いだろうが」

「雄介は存在自体が糞だ！　バーカ、バーカ！」

　ダメだ。ツッコんでもツッコんでもボケが返ってくる。

　こういう手合いには正せい論ろんを吐いても無む駄だだな。

　となれば有効なのは──

「川野辺さん、京きよう子こ先せん輩ぱいにケータイで連絡を入れて」

「京子先輩に？」

「おれたちじゃ手に負えない。情けないけど助けてもらおう」

　ミニマムデビルの異名を持つ京子先輩だ。雪平なんて一ひと捻ひねりだろう。

「──待つのだ！　京子ちゃんを呼んではいけない！」

　案の定だった。顔色が目に見えて悪くなった。

「だったらおとなしく曲を渡せよ」

「……む、むぅー」

「どうしてそこで悩む？」

「……むぅ！」

「おい、まさかとは思うが……」

「……むふぅ？」

「実はまだ一曲も完成してないとか？」

「なんでわかった──っ!?」

「図星かよ！」

　くそっ、とんだ茶番じゃねーか。無む駄だな時間をすごしてしまった……。

「川かわ野の辺べさん、連行だ！」

「あ、うん……」

　おれたちは暴あばれる雪ゆき平ひらを取り押さえ部室まで強制連行した。




　　　　◇　◇　◇




「二人ふたりともご苦労様。カオルが迷惑をかけたみたいね」

「……む、むぅ……」

「カオル。黙だまってないで二人に謝あやまりなさい」

「……ご、ごめんなさい」

　雪平はそっぽを向いたまま謝しや罪ざいの言葉を口にした。

　態度はよくなかったが、反省の色は見えたのでおれはよしとした。

「カオル、来週までに少なくとも三曲用意しなさい」

「……えぇぇ？」

「自分を信じなさい。カオルにならできるわ」

「むぅ、ハードスケジュールだな。でも、まー、カオルちゃんは天才だから余裕ですけど」

　本当に大丈夫なのかこいつは？　京きよう子こ先せん輩ぱい、身内には甘いんだなぁ。

「私はね、カオルの作曲の才能だけは認めているの。これは本当よ」

　京子先輩が人を褒ほめるなんて珍しい。

　と思ったら──

「それ以外は何一つとして認めていないんだけど」

　何気に酷ひどいことを言う京子先輩だった。




「あ、そうだわ」

　雪ゆき平ひらの件が解決したあと京きよう子こ先せん輩ぱいが例によってホワイトボードの前に移動した。

「せっかくメンバー全員がそろっているのだから、ここらで発表しておきましょう」

「発表？」

　指定席のクッションに座ると雪平にバカにされそうだからおれは立ったままだった。

「現在、我々が制作中のギャルゲーなんだけど、『フリコン』に応募することが決まったわ」

　なんだ『フリコン』って？　何かの略称っぽいけど。

「『フリコン』ってのは『フリーゲームコンテスト』のことな。アマチュア限定のゲームコンテストみたいなもんだなー。ちなみに『フリコン』は正式名称だぞー」

　すかさずサヤカ先輩の解説が入った。

「……ウェブで定期的に開催されています。今回が十三回目です」

　今度は秋あき葉ばさん。先輩たちはすでに京子先輩から説明を受けているようだ。

「その『フリコン』って締しめ切きりはいつなんすか？」

「来月の三日よ」

「え、ええ？　もう一ヶ月切ってるじゃないですか！」

「平気よ。私のスケジュールに狂いはないわ」

「そうだぞ、雄ゆう介すけ。京子ちゃんは必ず約束を守る。お前と一緒にするな」

「……その言葉、そっくりそのままお前に返すぞ」

　先輩たちはともかく、雪平はトラブルメーカー筆頭だと思う。

「あ、そうそう。もう一つ、みんなに伝えておくべきことがあったわ」

　京子先輩が軽い調ちよう子しで言った。




「万が一、『フリコン』に応募できなかったら、Ｇ研は解散するから」




「「「……ええええええ？」」」

　一年生、三人の声が重なった。

「解散って……応募できなかったくらいで？」

　おれが率直な疑問を投げかけると、

「そうではないわ。実を言うと、うちの校長とある約束をしているのよ」

「約束？」今度は川かわ野の辺べさんが疑問の声を上げる。

「Ｇ研が正式な部として認められていないのはみんな知っているわね？」

　そう言えばそうだった。たしか先輩たちはこの部室も勝手に占拠しているのだ。

「簡かん単たんに説明するとね、私たちが作っているギャルゲーを『フリコン』に応募して、それなりの結果が得られれば、我がＧ研は正式な部に昇格できるのよ」

「それが約束ですか？」

「ただし条件付き」

「条件付き？　それは期限があるとかですか？」

「そんな生なま易やさしい条件ではないわ」京きよう子こ先せん輩ぱいは涼しい顔で告げた。「私たちは、今学期中になんの実じつ績せきも残せなかったら、この部室を明け渡さなければならないの」

「……え、それって……廃部ってことですか？」

　あ、違うな。Ｇ研はそもそも部ですらないんだ。全部、自称なんだよな。

「校内での活動を禁じられるわけだから廃部同然よね。解散とはそういう意味よ」

　京子先輩はそう言いながらもショックを受けている風ではなかった。

「もっとも、廃部になんてなるはずないんだけどね」

「……すごい自信ですね」

「だって、うちには新しん進しん気き鋭えいのギャルゲーマスターがいるもの」

「よりによっておれ頼みですか！」

「ふぁー？　ギャルゲーマスターってなんだ？」

　おれのあだ名を知らない雪ゆき平ひらが首を傾かしげていた。

「あ、ギャルゲーマスターって言うのは椎しい名な君の別称で正しくは──」

「川かわ野の辺べさん！　いちいち説明しなくていいから！」

　雪平の加入でますますおれの立場は危うくなりそうだ。




　これは後日、サヤカ先輩から聞いた話だが、京子先輩が校長と交わした約束事にはちょっとした裏話が存在した。当初、京子先輩は校長の弱みを握って「部への昇格」を目もく論ろんでいたようなのだが、「たまには正面から攻めてみようかしら」と路ろ線せん変更したらしい。

　サヤカ先輩の話では「ギャルゲー研究部」という名称さえ変更すれば部に必要な人数はすでにそろっているので、いつでも部に昇格できる（活動内容もそれっぽいものに差し替える必要はある）らしいのだが、それは京子先輩のポリシーに反するから絶対に名前は変えないのだとか。

　ちなみに、「今学期中に実績を残せなかったら部室を明け渡す」という要望は校長の提案ではなかった。なんと京子先輩自ら言い出したことらしい。どうしてそんな不利な条件を自らに課かしたのかと言えば、「そのほうが燃もえるから」なんだと。

　京子先輩は、「楽勝」と豪語していたが、さてどうなることやら……。






[image: ]　体験版公開中！







　京きよう子こ先せん輩ぱいの衝しよう撃げき発言から一週間が経たったある日のこと。

　いつものように部室に向かっていると部室棟に続く渡り廊下で雪ゆき平ひらと遭遇した。

「カオルちゃんは一度交わした約束は必ず守ります」

「いきなりどうした？」

「音楽ができたのだ」

「……へぇ」

「その目はなんだ！　疑いの眼まな差ざしか！」

「だってお前、前科あるじゃん」

「もう昔の話だ！　忘れろ！」

「つい最近のことだろうが！」

　相変わらず子供っぽい屁へ理り屈くつをこねる奴やつだ。

「むぅー、言わせておけばぁ！　雄ゆう介すけ、これでもくらえ！」

　雪平が首から下げていたヘッドホンを外し、おれの頭に無理やり装着した。

「おい？　何すんだよ？」

「めくるめくカオルちゃんワールドにご招待なのだ！」

　雪平はポケットから音楽プレイヤーを取り出し、再生ボタンを力強く押した。

　おれは観かん念ねんしてヘッドホンのズレを素す早ばやく直した。

「……ん？　なんか音量が小さくないか？」

「少し待て。マックスにしてやる」

「マックスは止やめろ！」

　おれは雪平の腕をつかんだ。

　と──

「……あ、あれ？　この曲は……」

　ピアノをベースにした耳触りのいい音楽が耳の奥に広がった。

　一いつ瞬しゆん、既存のギャルゲーから音楽を吸い出しただけなんじゃ、と疑ってしまった。

　感想を述べるなら、「プロっぽい」の一言だ。普通に上う手まいのでびっくりした。

　出しゃばりな奴だから作品の雰囲気を損なうド派は手でな音楽を作るんじゃないだろうか、と心配していたのだが、流れ出した音楽は作品の世せ界かい観かんともマッチしていた。

「雄介、どうした？　一ラウンドノックアウトか？」

「……ああ、ノックアウトだ」

「な、なんだとぉ？」

「いい曲だと思うよ。さすがはカオルちゃんだな」

「あ、当たり前だ！　私は音楽の神様に愛されているのだ！」

　雪ゆき平ひらは顔を真まっ赤かにして叫んだ。

　少しは謙けん遜そんしろよ、と思うが、照れ隠しのようなので黙だまっておいた。

「どうする？　おれから京きよう子こ先せん輩ぱいに渡しておこうか？　それともお前も部室に来るか？」

「部室に邪じや魔ましに行く」

「そうか。じゃあ、行こう」

「──雄ゆう介すけ、ちょっと待つのだ」

　雪平がおれの制服の裾すそをつかんで引き止めた。

「どうした？」

「忘れないうちにこれを渡しておく」

　雪平はバッグの中から丁てい寧ねいに包装された直方体の箱を取り出した。

「……なんだこれ？」

「北ほつ海かい道どう土産みやげだ。空港で適当に買った」

「ほ、北海道？」

「さっき雄介が聴きいた曲は網あ走ばしり刑けい務む所しよを見学中に閃ひらめいた」

「……よりによって刑務所かよ」

「先週の金きん曜よう日びにふと思い立って旅立ったのだ。北海道はいいところだったぞ」

　雪平には放ほう浪ろう癖へきがあるらしい。京子先輩が言うには「小学生のとき北ほく陸りくに旅立って警けい官かんに補ほ導どうされたのが全すべての始まりね」とのこと。昔から奇行の目立つ少女だったようだ。




　雪平を伴って部室に足を踏み入れると、秋あき葉ばさんの席の周りに全員が集まっていた。

「ホームページを作っているのよ」

　入口に突っ立っていると京子先輩が状況を説明してくれた。なんでも秋葉さんがホームページのデザインから立ち上げまで一手に引き受けてくれたらしい。

「それってＧ研のホームページですよね？」

「当然じゃない」

「……まあ、そうですよね」

　当然なものか。京子先輩なら、単なる趣しゆ味みのページよ、とか言いかねないからな。

「それで？　カオルはどうしたの？」

「これです」おれはＵＳＢメモリを先輩に手渡した。「三曲分入ってるそうです」

「ご苦労様、カオル。約束を守ってくれて嬉うれしいわ」

「むっはー」雪平が満足げな顔で吐息を漏らした。そしてクールに、「……仕事ですから」

「とりあえず……三曲あれば十分ね」

「十分？　なんの話ですか？」

「サヤカ！　例の作戦を決行に移すわよ！」

　京きよう子こ先せん輩ぱいはおれの問いかけを無視してサヤカ先輩に指示を飛ばした。

「おおー？　ついにやるのかー？　やっちゃうのかー？」

「ええ、やっちゃうわ。やってしまうわ」

　ちびっ子先輩二名は顔を見合せてニタニタ笑い出した。

　なんの相そう談だんだろうか、とおれが警けい戒かいしていると、

「全員注目！　その場でいいから聞いてちょうだい！」

　京子先輩が部員たちの注目を集めた。

「『フリコン』の締しめ切きりまで残り三週間を切ったわ。シナリオもほぼ完成し、絵や音楽も順じゆん調ちように作業が進んでいる。……でも！『フリコン』はレベルの高いコンテストよ。私たちの作品が入にゆう賞しようするとは限らない。残された時間はあとわずかだけど、作品のクオリティを向上させるためにも、できることは全すべてやっておくべきだと思うの」

　もっともらしいことを述べたあと、京子先輩は具体案を示した。

「これは私からの提案なんだけど、ホームページに体たい験けん版ばんを公開してみない？」

　体験版っていうと、ゲームの序盤なんかをプレイできるお試し版みたいなものか。

「掲示板を設置すればプレイした人が感想を書き込んでくれると思うのよ」

「へー、いいんじゃないですか？」

　おれは深く考えることなく賛さん成せいしてしまった。

　余計な仕事が増えるとも知らずに。




「──それでは、タイトル考案委員会、第一回会かい議ぎを行います」

　数分後、奇妙なメンバーで奇妙な会議が始まった。

　ホームページ係の秋あき葉ばさんとＣＧの彩色作業に忙しい川かわ野の辺べさんは会議に不参加。

　参加しているのは京子先輩とサヤカ先輩、そしてなぜか雪ゆき平ひらもいる。

「思いつきでいいからどんどん意見を出しなさい」

「あの……京子先輩？　どうしてみんなおれの周りに？」

　例によって床の上に座っているおれなのだが、どういうわけか京子先輩を始めとする会議参加者はおれを取り囲むような位置に陣取っていた。当然、床座り。みんなおれが男であることを知らないかのように微妙な姿勢で足を崩している。結けつ論ろん……目のやり場に困る。

「円陣を組んだほうが、気合いが入るでしょう？」

「……中心にいるおれは生いけ贄にえか何かですか」

　また意味のわからんことを。先輩、たまにこういう妙なこと言うよな。

「タイトル決めてー、ロゴ作ってー、体たい験けん版ばん作ってー……うーん、やること多いなー」

「サヤカ先せん輩ぱい、タイトルとロゴはどのみち必要になりますよ」

「あー、そういえばそうだなー」

「二人ふたりとも雑ざつ談だんは禁止よ。無む駄だ口ぐち叩たたいてないでタイトルを考えてちょうだい」

「京きよう子こちゃん！　京子ちゃん！　私を指名するのだ！」

「トイレなら行ってきていいわよ」

「違うのだ！　タイトル！　タイトル！」

「そう、タイトル。一応、言ってみて」

「カオルちゃんの名作ギャルゲー劇げき場じよう！」

「他ほかに意見は？」

　さすが京子先輩だ。雪ゆき平ひらのあしらい方を心得ている。

　是非とも雪平の『取扱説明書』をおれに売って欲しい。

「ギャルゲーのタイトルだし、変に捻ひねらないでわかりやすさ重視でいいと思うけどなー」

　こういうときサヤカ先輩はさりげなく解説を入れながら話を進めていく。

　ギャルゲー初心者のおれにはありがたい情報だ。

「普通、ギャルゲーってさ、メーカー側が雑誌とか公式ホームページにストーリーとかビジュアルとか攻略対象キャラの詳細なプロフィールなんかを公開するだろ？」

「ギャルゲーは発売前から露ろ出しゆつ多いですよね」

「そうなんだよー。ユーザーもそれがわかってるから、好きな原画家だー、好きな声せい優ゆうだー、このキャラ攻略したいなー、って発売前から購こう入にゆうの検討を始められるんだよ。他の娯楽と比べると格段に判断材料が多いんだよなー。……えーと、つまり、何が言いたいのかっていうと、ギャルゲーをタイトル買いする人は少ないってことだな」

「でもタイトルを軽視してはいけないわ。有名なゲームブランドのギャルゲーは個性的なタイトルが目立つわよ？」

「個性的っていうか……抽象的なタイトルのほうが多くないかー？」

「メーカーによるわね。露ろ骨こつなタイトルをつけるメーカーだって少なくないし」

「そだなー。ジャンルによってもタイトルのつけかたは変わるもんなー」

「一いつ旦たん、話を戻しましょう」

　京子先輩が場を仕切り直した。

「内容的には、『貧乏少年と金持ちお嬢じよう様さま』みたいな感じよね。これだとあからさまだけど」

「タイトルに『お嬢様』を入れるのはアリじゃないですか？」

「アリだなー。その路ろ線せんで考えてみるかー？」

「んー、そうね……それが一番現実的かしら……」

　京子先輩は、うーん、と難むずかしい顔をして腕組みをした。

「お嬢じよう様さまと名のつくギャルゲーをかき集めるのだ！」

「──カオル、グッドアイデアよ」

「そうなのか？　適当に言っただけなのに？」

「既存のタイトルから学ぶことは多いはずよ。この際だからいろいろ研究してみましょう」

　京きよう子こ先せん輩ぱいはノートパソコンを取ってくると、さっそくネットで検索を始めた。

　おれと雪ゆき平ひらは完全に傍ぼう観かん者しや。

　我らがボスは参さん謀ぼうのサヤカ先輩とあれこれ言い合いながら作業を進めていった。

　そして十五分後、サヤカ先輩の口からタイトル案の一つが発表された。





　お嬢様の放ほう課か後ご～麗れい華かの血は処女の味～






「こらこらこら！　純愛ゲーにつけるタイトルじゃないでしょうが！」

「カオルちゃん好みのタイトルなのだ」

「お前はやっぱりそういう趣しゆ味みか！」

　この女どもは恥じらいという言葉を知らないのか？

「さすがにこのタイトルはボツだけど、麗華の純じゆん潔けつな精神をよく表現できているわよね」

「お嬢様キャラは清くないとダメなのだ」

「だよなー」サヤカ先輩は満足そうに頷うなずき、「しーな、安心しろよ？　あたしも清いぞ？」

「……なんの告白ですか」

「カオルちゃんはもう手遅れです。……こんな私でも嫁にもらってくれるか？」

　雪平が、よよよ、とわざとらしく泣き崩れて見せた。

「お前と将来を誓い合った覚えなどない！」

「椎しい名な？　そこは優やさしく抱きしめるところでしょう？」

「ああもう！　全員でボケるの止やめてくださいよ！　さばききれませんから！」

「雄ゆう介すけはツッコミしか能がない」雪平が聞き捨てならないことを言った。

「……なんだと……？」

「悔しかったらカオルちゃんを驚きよう愕がくさせるタイトルの一つでも挙げてみろ」

「……く、くそっ……おれにネーミングセンスがあれば……」

　案を出せと言われたら沈ちん黙もくするしかない。

　授業中に指命されて、考え中です、と年中答えているダメな生徒と一緒だ。

「しーなは、『お嬢様に踏まれたい』とかそういうタイトルがいいんだよな？」

「ちょ、ちょっと！　誤解を与えるようなことを言わないでくださ……ふごおおっ──!?」

　サヤカ先輩に抗こう議ぎしていると背中に衝しよう撃げきが走った。

「椎名はマゾなの？　踏まれたいの？」

　生きつ粋すいのドＳがいつの間にか背後に立っていた。

　もちろん京きよう子こ先せん輩ぱいのことだ。

「……そ、そんなわけないじゃないですか」

「へぇー、本当にぃ？」

　京子先輩はうっとりとした表情を浮かべながらおれのネクタイを斜め上に引っ張った。

　ちくしょうー、なんか嬉うれしそうだな！

　ってかアレだぞ？　おれはマゾじゃないからな？　ノーマルだぞ？

　京子先輩に足あし蹴げにされるのはもう慣なれたけど……いや、慣れてどうするよ？

「その気になったら言いなさい。いつでも踏んであげるから」

「……先輩が踏みたいだけでしょう」

　結局、この日はタイトルが決まらなかった。

　その後もタイトルの協きよう議ぎは難なん航こうを極め、体たい験けん版ばんが公開される日になっても正式なタイトルが決定せず、最終的に京子先輩の提案により、『お嬢じよう様さまの初う心ぶな恋愛（仮）』という仮タイトルで体験版は公開されることになった。




　体験版公開当日──

　その日、秋あき葉ばさんが昼休み返上で作業をしていると聞いて、おれは差し入れでも持っていこうかと思い立ち、購こう買ばいでパンと飲み物を購入して部室に向かった。

「おー？　しーなが昼休みに部室に来るなんて珍しいなー？」

「雄ゆう介すけはいつも便所飯なのだ。友達が一人ひとりもいない寂しい青春なのだ」

「……お前に言われたくないんだが」

　おれは雪ゆき平ひらの真横を通り過ぎ、サヤカ先輩の隣となりに座った。

　部室には京子先輩と川かわ野の辺べさんの姿はなかった。

「あ、そうだ」まずは差し入れを渡しておこう。「これ、秋葉さんに差し入れです。このアロエの入ったジュース、好きでしたよね？」

「……ありがとうございます」

　秋葉さんはおれを一いち瞥べつして頭を下げるとすぐに作業に戻った。

　体験版は放ほう課か後ごに公開することになっているから今は一分一秒でも時間が惜しいのだろう。

「しーな。ほら、見ろよー」

　サヤカ先輩が別のパソコンで起動した体験版のゲーム画面をおれに見せてくれた。

「お、おぉー。市販のゲームとほとんど変わらないじゃないですか」

「システム画面のデザインがカッコいいのだー」

「おー、雪平わかってるなー」サヤカ先輩がニヤリと笑い、「凜りんはプログラマとしても優ゆう秀しゆうなんだけど、ホームページとかブログのデザインなんかも趣しゆ味みでやっててさー。タイトルロゴも凜りんが作ったんだぜー」

「すごいっすね。秋あき葉ばさん守備範はん囲い広すぎですよ」

「……そんなことありません。私なんて素人しろうとに毛が生はえた程度のレベルです」

　秋葉さんが首を振る。

「そういや、秋葉さんっていつごろからプログラムの勉強を？」

「小学生のころからだぞー」

　秋葉さんに訊きいたつもりだったが先にサヤカ先せん輩ぱいが答えた。

「完全に独学だったんだよなー。最初は遊びでやってたんだけど、中学に入ったころからネットで自作のプログラムを公開するようになってさー」

「マジっすか。なんかすごいですね」

「自作のプログラムってどんなのだー？」

　雪ゆき平ひらが疑問の声を上げるとサヤカ先輩が得意げに、

「たとえば名前を入力するとその人の前世がわかる『前世占い１４号』ってのがある」

「……なぜ１４号？」

「試しにあたしも占ってみたんだけど、『あなたの前世は夏なつ目め漱そう石せきが飼っていた犬が過って食べたバッタです』って出たんだ。つまり、あたしには文豪の血が流れてるってことだなー」

「夏目漱石まったく関係ないじゃないですか……」

　前世占いはともかく、体たい験けん版ばんのほうは昼休みのうちに無事完成した。




　　　　◇　◇　◇




　体験版を公開して一週間後、『フリコン』の締しめ切きりまで二週間と迫ったある日。

　京きよう子こ先輩が、体験版をプレイしたユーザーから得た感想を一つずつ検討していく、と言い出した。この日はトラブルメーカーの雪平はおらずいつものメンバーがそろっていたのだが、連日のハードスケジュールで、みんな目に見えて疲れていた。

　はっきり言って一番働いていないのはこのおれだ。

　川かわ野の辺べさんなんか自宅でも作業をしているというのに……ああ、情けない。

「まずは比較的長い感想から。といってもそんなに長くないけどね」

　京子先輩は今日きようも元気だ。シナリオの相そう談だんとか川野辺さんの彩色作業の手て伝つだいもこなしているというのに部活中は一ひと時ときも黙だまっていない。

「じゃあ、最初のコメントね」

　京子先輩は液晶画面を眺めながら感想を読み上げた。





　麗れい華かの友達の女の子に立ち絵がないのは寂しいです。

　あとボイスもないんですね。それとも完成品には音声があるんですか？






「フルボイスじゃなくて悪かったな～！」

「……パートボイスですらないじゃないですか」

　サヤカ先せん輩ぱいの過剰反応に川かわ野の辺べさんが冷静にツッコミを入れた。

　最近のゲームはだいたいボイスありだよな。個人制作ではどうだか知らないけど。

「麗れい華かの女友達ってそんなに出番ないですよね？」

　おれが誰だれに言うでもなく訊きくと、

「微妙なところよね。たしかに立ち絵がないのは寂しい……というか違和感がないでもない」

「あー、初めてギャルゲーやったときさー、画面に誰もいないのにいきなり喋しやべり出すキャラクターがいて、どこにいるんだよー、ってツッコんだ覚えがあるなー」

「そこそこ重要なキャラに立ち絵がない場合は完全に手抜きよね」

「……立ち絵があったらあったで、どうして攻略できないんだ、と怒る人がいます」

　秋あき葉ばさんがポツリとつぶやいた。京きよう子こ先輩たちもこの意見には同意のようで、

「攻略対象外のサブキャラが人気投票で一位になったギャルゲーがあったよなー」

「サブキャラがファンディスクでメインヒロイン級の扱いをされることがあるわね」

　京子先輩はそこで、うーん、と悩み、

「だからといって立ち絵に差をつけると……それはそれで批判の対象になるのよね」

「悩ましいところだよなー。まー、今回は立ち絵なしってことでいいと思うけどなー」

「スケジュール的にも厳きびしいし、そうするしかなさそうね」

　京子先輩はマウスを操そう作さし、次なる感想を読み上げた。

「次のコメントはこれね」





　音楽が素す晴ばらしいです！　最高です！　神曲と言わざるを得ません！

　全世界の音楽家たちが涎よだれを垂らしながら失神すること請うけ合あいです！

　こんな神曲を生み出す人です！　美少女に違いありません！

　二十一世紀を代表する美少女音楽家としてデビューする日もそう遠くありませんね！


ＢＹ　カオルちゃん。








「あいつアホだろ……」

「こんなあからさまな自作自演初めて見たなー。雪ゆき平ひらは大物だー」

「……でも音楽のクオリティはたしかに高いと思います」

「あ、それ、私も同感です」川野辺さんが頷うなずく。「雰囲気がいいんですよね」

「あの子もこういうのがなければね……」

　京きよう子こ先せん輩ぱいがため息をついていた。昔から手を焼いていたのだろう。

「今までのはメールフォームからのコメント。次からは掲示板に書き込まれたコメントよ。ほとんどが一行コメントで、話題が繋つながっていたりするから、一気に読んでいくわね」





・麗れい華かのキャラはいいけど、エロさが足りない。

・パンチラはあるんだろうな？

・麗華のパンツの色が気になるところです。私は黒と見ました。

・太ふと股ももをもうちょっとだけ太くしてください。

・ブルマもいいけど、やはり本命はパンツだろうね。

・麗華のパンツが全国の男子の命を救うのであった（完）。






　見事に下しも系けいのコメントで統一されてる！

　てゆーか、こいつら！　パンツしか頭にないのかよ！

「くっ……同じ男として恥ずかしい……」

　顔から火が出そうだった。

　しかし、「パンツ、パンツ」と繰くり返すこいつらを全否定する気にはなれなかった。

　おれも男だからな。女子のパンツには少なからず興きよう味みがある。

　つっても、ここまで声高に主張したりはしないけど……。

「──くっ……私としたことが失念していたわ……」

　京子先輩が拳こぶしをわなわなと震ふるわせながらつぶやいた。

　パンツコメントの嵐あらしに激げき怒どしたのかと思ったら、

「どうやら私はブルマやスクール水着にこだわりすぎていたようね」

「あたしも忘れてたよ」サヤカ先輩が京子先輩の肩を叩たたいた。「基本中の基本であるパンチラシーンを入れ忘れていたなんて……ギャルゲーを語る資格ないな……」

「……パンチラは重要でした」

　ああ、おれも失念していたよ。……先輩たちがこういう人たちだってことをな。

「……そっか。パンチラか……」

　川かわ野の辺べさんはうつむいたままもじもじしていた。この人は露ろ骨こつに趣しゆ味みを語ったりはしないけど、たぶん内心ではおれの想像を絶する妄想を展開させてるんだろうな……。

「──陽ひ香か理り、前に出てきて」

「は、はぃ？」

　川野辺さんが声をひっくり返しながら席を立った。

「ここに立って、ここに」

　京子先輩はホワイトボードの前を指差した。

　指示された場所に素直に移動した川かわ野の辺べさんは背後の京きよう子こ先せん輩ぱいを見て、

「……あ、あの？　何が始まるんですか？」

「あなたは『川野辺陽ひ香か理り』ではなく『東ひがし九く條じよう麗れい華か』です」

「え？」

「麗華は校舎に続く坂道を歩いています」

「ええ？　えぇぇ？」

「そんなとき強風が吹き荒れました！」

　京子先輩はナレーション風に叫ぶと、川野辺さんのスカートを勢いよくめくった。
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　……って何をやっとんじゃ、この人は！

「きゃ、きゃあああああ──っ！」

　慌ててスカートを押さえた川野辺さんだったが京子先輩がスカートの裾すそを握っている。

「なかなか可愛かわいいパンツを穿はいているじゃない」

　背後からめくっているので、おれの位置からでは川野辺さんのスカートの中をうかがい知ることはできないが、かなり際どいところまでスカートがめくれ返っていて、白い太ふと股ももが露あらわになっている。必死にスカートを押さえ内うち股また気味に足を閉じているが京子先輩の猛攻は衰える気け配はいを見せない。あともうちょっとでパンツが見えそうなのだが──

　……って、おれは何を考えてるんだ！　不ふ謹きん慎しんだろうが！

「せ、先せん輩ぱい！　止やめてくださいよぉ！」

「私がめくってるんじゃないわ。風の仕業だから」

「そんなぁ！　明らかに先輩がめくってるじゃないですかぁ！」

「おかしいわね。麗れい華かはそんな喋しやべり方かたをしないはずだけど」

「そ、それはそうかもしれませんけど……って、そういう問題じゃなくて！」

　京きよう子こ先輩の理屈はわかるけど、いきなりスカートをめくられたら抗こう議ぎもしたくなる。

　と言いますか……このコント染みた茶ちや番ばん劇げきに一体なんの意味が？

「ほらほら！　さらに強風！　明日あしたは台風！」

「いやああああああああ──っ！」

「ふふふ。いいわ、その表情。ゾクゾクする……」

「……京子がオヤジ化しています」

　秋あき葉ばさんがポケットからデジカメを取り出し、すかさずシャッターを切った。

　時間がないときは一眼レフのデジカメではなくコンデジを使うようだ。

「きょーこー。強風が吹いてパンチラってちょっと古くないか？」

「そうかしら？　今でも定番じゃない？」

　京子先輩はようやくスカートから手を放はなした。パンチラの被害に遭った川かわ野の辺べさんはおれの視し線せんに気づくと、「はうう……」と顔を真まっ赤かにしてうつむいてしまった。

「どうせならもうちょっと捻ひねろうぜー」

「うーん、他ほかにどんなシチュエーションがあったかしら」

　ああ、なんだ。パンチラのシチュを考えていたのか。

　気でもふれたのかと心配したぞ。

「……見せパンを穿はいていると思ったら穿いていなかった」

　秋葉さんがマニアックなことを言い出した。

「それは麗華自身が穿き忘れていたってこと？」

「……そうです。麗華は、『見せパンを穿いているし、スカートの中を見られても平気』と余裕の態度なのです。──シチュエーションはこうです。主人公と麗華はある日、授業中に学校を抜け出そうとするのです。さすがに校門から堂々と出ていくわけにはいかないので、ひと気のない場所から塀を乗り越えようとします。そのときパンツが見えてしまうのです」

「いいわねそれ。採用するわ」

　決断早っ！　少しは検討しろよ！　つか、お嬢じよう様さまが見せパン穿くか？

「たしか壊こわれたフェンスの隙すき間まから学校の外に出るシーンがあったわよね？」

「あー、あったあったー。あそこで使うのがベストだなー」

「──さあ！　そうと決まれば実演よ！」

　京子先輩が川野辺さんの腕をつかんだ。

「引き続き、麗れい華か役をお願ねがいね？」

「わ、私がやるんですか!?　ジャンケンとかじゃなくて!?」

「陽ひ香か理りのパンツは麗華のパンツにイメージが近いのよ」

「そんな理由──っ!?」

　イメージが近いって、川かわ野の辺べさん、一体どんなパンツ穿はいてんだろう？

「いやああああああ──っ！」

　先せん輩ぱいに引きずられ部室を横断する川野辺さん。

　その目には涙が溜たまっていた。

　あーあ、可哀かわい想そうに………………って他ひ人と事ごとじゃねー。

　どう考えてもおれ主人公役じゃん。つーか、パンツ見る役じゃん！

「さー、しーな。あたしたちも行くぞー」

「……ビデオカメラを持ってきてよかったです」

　うわああああ！　先輩たちノリノリだー！

　こ、これはもう、やるしかないのか？

「うう……うううう……」

　川野辺さんが助けを求めるような目でおれを見ていたが──

　パンチラに情じよう熱ねつを燃もやす先輩たちを止める術すべはなさそうだった。




　余よ談だんだが、このあと場所を変えてパンチラシーンの実演を行ったものの、どこからともなく現れた雪ゆき平ひらがおれから主人公役をかっさらった。結局、川野辺さんのパンチラは拝おがめず……ケタケタ笑う雪平の憎たらしい顔だけが印象に残った。
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　しんと静まり返った、休日のような雰囲気の部室棟をおれは歩いていた。

　今日きようは平日。時刻は四時を少し回ったくらい。

　多くの生徒は家に帰って勉強か、図と書しよ館かんにでもこもっているだろう。

「おーっす！　しーな！　背中が曲がってるぞ！　気合い入れろー！」

　部室に向かっているとサヤカ先せん輩ぱいに背中を叩たたかれた。

「どもです」おれは意い識しき的てきに背筋を伸ばした。「あれ？　先輩、なんか目の下が……ん？　それもしかしてクマですか？」

「クマー？」サヤカ先輩は懐ふところから手て鏡かがみを取り出し、「わー、マジだー」

「徹てつ夜やでもしたんですか？」

「あぁー。昨日きのうはさー、明け方近くまで京きよう子こと話し込んでたんだよー」

「……それはもう『昨日』とは言いませんから」

「あははー、そだなー」

「先輩たち、中間テストは大丈夫なんですか？」

「へー？　中間テストっていつだっけ？」

「来週ですよ。しかも『フリコン』の締しめ切きり日が中間テストの初日です」

「そうなのかー」

「……えらく悠長ですね」

　もう諦あきらめているのか、それとも勉強には自信があるのか。どっちだろう。

「本当は今日から部活動禁止なんですよ？　知ってましたか？」

「Ｇ研は部ではないのであった。ちゃんちゃん」

　疲れが溜たまってんのかな。サヤカ先輩、テンションがおかしいぞ。

「時間がないのはわかってますけど、ちゃんと寝たほうがいいですよ？」

「あたしは大丈夫だって。ほとんど仕事終わったからなー。大変なのは京子だよ。全体の指揮はもちろん、本来は陽ひ香か理りの仕事のはずのイベントＣＧに、背景の彩色までこなしてるし、さらに凜りんと演出面の相そう談だん、おまけにシナリオの微び調ちよう整せいまでやってるからなー」

「あの人はバケモノですね……」

　先輩たち、なんだかんだ言って本当にギャルゲー作っちゃったな。

　まだ完成したわけじゃないけど、ゴールは目の前に迫っている。

　最初は口だけの人たちだと思ってたけど全然そんなことなかったな。

「おれってなんの役にも立ってないですよね」

「いやー、しーなは大器晩成型だしー。気にしなくていいと思うぞー」

「……大物扱いされると余計プレッシャーなんですけど」

　もうＧ研に入部して一ヶ月以上も経たつんだな。

　にしても、未いまだに誰だれ一人ひとりとしておれの正体を疑わないとは……。

　かなり素人しろうと臭くさい意見を連発させてると思うんだけどなー。

「ところでしーなー」

「はい？　なんですか？」

「しーなってキスの経けい験けんあるのかー？」

「……は？」

　声が不自然に裏返ってしまった。

「い、いきなり……妙なこと訊きかないでくださいよ……」

「いやいや、大事なことなんだってー。教えろよー」

「そう言うサヤカ先せん輩ぱいはどうなんですか？　経験あるんですか？」

「あ、あたし？」

　サヤカ先輩は珍しく戸惑った表情を見せた。

「……幼稚園のころ……一回だけ……あったような気が……」

「そういうのはノーカウントで」

「……じゃあ、ないな」サヤカ先輩は口を尖とがらせ、「しーなもないだろ？」

「ないっす」

「そっかー。うーん、キスってどんな感じかなー」

「急にどうしたんですか？　好きな人でもできましたか？」

「ははは、違う違う。ギャルゲーの話だ」

「……ですよね」

　だろうと思った。

「実はさー、キスシーンをどこに入れるかで迷ってるんだよねー」

「あれ？　シナリオってもう完成したんじゃ？」

「キスシーンだけシチュエーションを変えようって話になったんだよ。今のままだと盛り上がりに欠けるっていうか……もっといいシチュエーションがあるような気がするんだよねー。京きよう子こも同じ意見みたいでさー」

「そういうことですか」

「ついでにキスの描写も見直すことにしたんだ。表現が淡白すぎるってことで」

「だからおれにキスの経験の有う無むを訊きいたんですね」

「そうそう」サヤカ先輩はうんうんと何度か頷うなずき、「あのさー。自分で自分の手を触ってもなんとも思わないけど、人に手を触れられると『わっ』ってなるじゃん？」

「……なんですかそれ？」

「いや、キスも同じなんじゃないかと思って。キスがどういう行為かなんて小学生でもわかることだろ。でも、だからって、『唇と唇が触れ合って～』みたいなテキストを書くのは普通すぎるっていうか……ほら、やっぱさー、キスって理屈じゃないと思うんだよねー」

「言いたいことはなんとなくわかります」

「よし、こうなったら」

「こうなったら？」

「しーな、あたしとキスしてみないか？」
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「……じょ、じょーだんですよね？」

「うん」即答だった。「しーなとキスは……したくないなー」

「微妙に傷つくんですけど」

　そんなはっきりと言わなくてもいいじゃないですか。

「それにしーなは二次元しか興きよう味みないだろ？」

「……うっ」

　なぜか言い返せなかった。いや、言い返せるんだけど……。

　反はん論ろんしても信じてもらえなさそうなんだよな。




「この中でキスの経けい験けんがある人間は手を挙げなさい」

　部活動が始まるや否いなや京きよう子こ先せん輩ぱいがサヤカ先輩とまったく同じことを言い出した。

　この出だしだと今日きようのテーマはキスで決まりみたいだな。

「はいはいはい！　キスのことならカオルちゃんに任せるのだ！」

　意外にも手を挙げたのは雪ゆき平ひらただ一人ひとりだった。

　……ってかこいつ、最近、Ｇ研に入いり浸びたってるよな。

「お前、本当にキスの経験あんのか？」

「当たり前だー！　海外では挨あい拶さつ代わりにキスするんだぞー！」

「カオルは海外暮らしが長かったからそういう習しゆう慣かんが身についているのよね」

　雪平は幼いころから音楽家の両親に世界中を連れ回されていたらしい。

「──でも」

　京子先輩はホワイトボードを軽く叩たたき、

「私が言っているのは恋人同士のキスのことよ？」

「恋人同士のキスは……苦手科目なのだ」

　雪平って基本的に出しゃばりだよな。

「フレンチキスは知っている」雪平がつぶやく。

「ギャルゲーでは使わない表現だなー」

「フレンチキスってディープキスのことですよね」と川かわ野の辺べさん。

「そうなのか？　軽いキスのことじゃないのか？」

「お前、知ってるんじゃなかったのかよ！」

「誤解されやすい表現よね、フレンチキスって」

　京子先輩はホワイトボードに「経験者ゼロ」と書き殴った。

　うーん、このゼロという数字に質問者の京子先輩は含まれてるのかな？

　訊きいたら反はん撃げきされそうだよなー。……気になるけど、黙だまっておこう。

「さてと。じゃあ、まずは陽ひ香か理り」

「……な、なんでしょうか？」

　前回、みんなの前でスカートをめくられたからか川野辺さんは酷ひどく警けい戒かいしていた。

「陽香理はどういったシチュエーションでのキスがお望み？」

「……え、えーと」

「無ぶ難なんに答える必要はないわよ。幻想まみれの痛々しいシチュを挙げなさい」

「……え、えぇぇー」

「よく考えてみたら経験談だんなんて生々しいだけで面おも白しろくないわ。経験者の意見を参考にするくらいだったら、キス未経験者の妄想を具体化したほうがずっと楽しめる内容になるはずよ」

「……も、妄想ですか？」

「陽ひ香か理りはそういうの得意でしょう？」

　しつこく問い詰めているとようやく観かん念ねんした川かわ野の辺べさんが、

「シチュエーションとは違いますけど……キスは強引なのがいいかなーって思います」

「陽香理らしいけど、少女漫画的発想ね」

「でもそういうシーンになると急に強引になる主人公はけっこういるぞー」

「……獣けものと化す主人公……欲望丸出しです」

　それはもうキス以上の行為に発展しそうな勢いですね。

「椎しい名な、陽香理は強引なキスをご所しよ望もうのようよ？」

「……何が言いたいんですか？」

「あなたが陽香理にキスしてあげればいいじゃない」

「だからなんでそうなるんですか！　飛ひ躍やくしすぎですよ！」

　おれが抗こう議ぎの声を上げると、

「そ、そうですよ！」川野辺さんも奮ふるい立ち、「私、嫌いやですよ！　椎名君となんかキスしたくありません！　だ、だって、椎名君ってなよなよしてるし！　それにキスも下へ手たそうだし！」

　川野辺さんはそこまで言い切ると我に返ったようで、

「……う、嘘うそです！　今の嘘です！」

　まるで真実味のない弁解だった。

　椎名君となんか、椎名君となんか、椎名君となんか──

　なよなよしてるし、なよなよしてるし、なよなよしてるし──

　キスも下手そうだし、キスも下手そうだし、キスも下手そうだし──

　脳内で川野辺さんの言葉がリフレインする。

「みんな大変だ！　しーなが白目を剥むいてるぞ！」

「いやいや！　白目なんて剥いてないですよ！」

「雄ゆう介すけは五千ポイントの精神的ダメージを受けた。あと白目剥いた」

「うるせぇよ！」おれは雪ゆき平ひらのほっぺをつねった。「お前は軽音部に帰れ！」

「帰らないよーだ。雄介のアホー。アホー、アホー」

　結局、いつもの展開じゃねーか。

　どいつもこいつも学習しねぇのな。……いや、する気がないんだな。




「今度は脱だつ線せんなしよ。どんどん意見を出してちょうだい」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが改めて意見を求めると、

「はいはいはーい」サヤカ先輩が小学生みたいな挙手をした。「告白前にキス」

「簡かん潔けつすぎるわ。もう少し具体的にお願ねがい」

「告白前って言っても告白の直前とかじゃなくて、お互いがお互いを意い識しきし始めたころに雰囲気に流されてキスしちゃう、ってのを想定してるんだ。こういうイベントがあると本番の告白のときに盛り上がるんじゃないかーって思ってさー」

「いいわね、それ」

　京きよう子こ先せん輩ぱいがホワイトボードに「告白前、雰囲気に流されてキス」と記した。

「他ほかに意見はある？」

　サヤカ先輩のアイデアが刺し激げきになったのか、このあと、秋あき葉ばさん、雪ゆき平ひら、川かわ野の辺べさん、と次々にアイデアが飛び出した。全すべての意見が並んだホワイトボードには、





・告白前、雰囲気に流されてキス。

・制服じゃなくて何か特別な服装。

・時間帯は夕方（夕焼けが奇き麗れい）、もしくは夜（夜景が奇麗）。

・麗れい華かに主人公をドキドキさせるような破は壊かい力りよくのあるセリフを言わせる。

・選択肢を用意する。






　ちなみに『選択肢を用意する』はおれのアイデアだ。

「このアイデアを元にして具体的なシチュエーションを練っていきましょう」

　京子先輩は全員に白紙のコピー用紙とボールペンを配った。

　そして、「書きなさい！」の一言。

　お前らの理想のシチュを書けと。書きやがれと。

　……どうもそういうことらしい。




　数分度──




「京子ちゃん！　京子ちゃん！　できたぞ！」

　おれが白紙と睨にらめっこをしていると雪平が手を挙げた。

「早いわね、カオル」

「それだけが取り得なのだ」

「……ダメじゃん」

「雄ゆう介すけ、茶々を入れるな」

　雪平はコピー用紙を磁じ石しやくでホワイトボードに貼はりつけた。

　みんなの視し線せんがホワイトボードに集まる。

　さてさて、どんなシチュエーションかな──





　主人公は夜の学校で雰囲気に流されて麗華とキスしてしまう。

　だがキスのあと、主人公は気づいてしまった。

　違う！　彼女は麗れい華かではない！　顔は似ているけど別人だ！

　白いワンピースを着た麗華似の女性は不気味に笑いながら、

「あの子が生いけ贄にえになってくれたおかげで私はあの世に逝いけそうよ」

「な、なんだって!?　どういうことだ!?」

　衝しよう撃げきを受ける主人公。

　だがなぜか身体からだが動かない！　まさかの金かな縛しばり！

　一体、彼女は何者なのか？　そして麗華は一体どこへ行ってしまったのか。

　あれ？　待てよ？　そもそもおれはどうしてここにいるんだろう──






「ホラーじゃねーか！　恐こえぇぇぇぇよ！」

「要件は満たしてるのだ。キスのタイミングも、服装も、時間帯も、麗華のセリフも」

「おれの意見を無視すんな！　あとこの女は麗華じゃないだろうが！」

「これはこれで面おも白しろいけど、さすがにボツだよなー」

　サヤカ先せん輩ぱいが苦笑しながら席を立った。

「きょーこー。あたしもできたぞー」

「本命の登場ね」

　京きよう子こ先輩は椅い子すに座ったまま用紙を受け取ると、一人ひとりで黙もく々もくと読み始めた。

　そして一分ほどで顔を上げ、

「これは力作ね。さすがサヤカだわ」

「だろー？」

「特に最後のアイデアが秀逸ね」

「実演推奨だけどなー」

　なんの話をしてるんだろう。実演推奨ってなんだ？

　まさか、また体育倉庫のときみたいに──

「主人公役は椎しい名なに任せましょう」

　うわー！　予感的中ー！

「みんな、外に移動するわよ！　……あ、そうだわ。その前に衣装を準備しないと──」

　というわけで──

　いつかのようにサヤカ先輩発案のシナリオを実演する運びとなった。




　　　　◇　◇　◇




「凜りん、準備オーケーよ。ビデオを回して」

「……了解」

　秋あき葉ばさんが構えるビデオカメラのレンズの先にはテニスウェア姿の京きよう子こ先せん輩ぱいがいる。

　麗れい華か役は京子先輩に決まった。サブキャラ役の雪ゆき平ひらがテニスウェアを着ているのはいいとして、ビデオを回すだけの秋葉さんまで着替える必要はないと思うのだが。

　ちなみにサヤカ先輩はフェンス近くのベンチに座って「ぐおーぐおー」と爆ばく睡すい中ちゆう。

　川かわ野の辺べさんはその隣となりでスケッチブックを広げている。

　このイベントが追加されたことで必要なイベントＣＧが一枚増えてしまったのだ。締しめ切きりまであと一週間。間に合えばいいのだが。

「……お嬢じよう様さまと言ったらテニスと相場が決まっています」

　おれの背後で秋葉さんが何かブツブツ言っている。

　たまに独り言なのか語りかけているのか判断がつかないことがある。

　ところでここは学校のテニスコートではない。

　学校の裏手にある市営コートだ。

　京子先輩が金に物を言わせて貸し切ったのだ。

　学校のテニスコートは京子先輩の「芝じゃないから」という理由により却下された。

「椎しい名な、こっちに来なさい！　始めるわよ！」

「はいはい」おれは現場に急行した。

「テニスー！　テニスー！　わーはっはっはっ！」

　何が楽しいのか、雪平はゲラゲラ笑いながらラケットを振り回していた。

　どこからどう見ても野球の素振りだ。

　腰をひねった瞬しゆん間かん、短いスコートがひるがえったが、見えたのは下着ではなかった。

「……ブルマか」

　制服のスカートよりも短いもんな。さすがに見せパン穿はいてるか。

「ちょっと椎名？　人の話を聞いてるの？」

「あ、はい？　なんですか？」

「雄ゆう介すけはカオルちゃんのテニスルックに見とれていました」

「──あ、アホか！　自じ意い識しき過剰なんだよ！」

「ちょっと動揺した」

　くっ、こいつ意外と目ざといな……。

「二人ふたりとも黙だまりなさい」京子先輩が中央のネットをラケットで叩たたいた。「いい？　椎名はいつも通り主人公役。麗華役は私がやるわ。カオルは麗華のライバル役を演じてもらうから」

「ライバルってなんだー？」

「麗華のライバルを自称する雑ざ魚こキャラよ」

「……雑魚キャラって」

「この糞くそ女おんなは実力もないくせに麗れい華かを目の敵かたきにしているの。三下よ、三下。麗華の引き立て役でしかないわね。名前はテニス部員Ａ」

　京きよう子こ先せん輩ぱいはラケットの先を雪ゆき平ひらに向け、

「テニス部員Ａはあるとき、麗華の足元にボールを転がすというせこい悪戯いたずらを思いつくの」

「……雑ざ魚こキャラに相応ふさわしいみみっちい悪戯ですね」

「麗華は運悪くボールを踏んでしまい転倒してしまう。──そこに主人公が現れるのよ」

「タイミングよすぎませんか？」

「主人公は攻略対象キャラを付け回すのが仕事だから」

「……ただのストーカーじゃないですか」

「カオル！　適当にボールを転がしなさい！」

　京子先輩が雪平に指示を飛ばす。さっそく実演に移るらしい。

「憎たらしい麗華をヘルのボトムにプッシュしてやるわ！　死ね死ね死ね死ね！　デスってしまいなさい！　この金髪ビッチが！　ぺっぺっ！」

　たぶんそんなセリフはないと思うが雪平なりにこの悪女を演じているようだ。

「ふふふ、このボールを麗華の足元に。……さあ、転べ！　スリップ！　スリップ！」

　雪平が黄き色いろいテニスボールをそっと転がした。

　京子先輩はボールが足元を通過すると、わざとらしくその場に尻しりもちをついた。

　スコートの奥はやはりブルマ。

「椎しい名な！　何をボーっとしてるの！　あなたの出番よ！」

「……お、おれですか？」

　台本がないから何をすればいいのかわからない。

　とりあえず側そばに近づき指示を待っていると、

「お姫様抱っこよ」

　京子先輩はそう言って芝しば生ふに尻もちをついたまま両手を真上に伸ばした。

　その仕し草ぐさがあまりにも可愛かわいかったのでおれは思わず目をそらしてしまった。

「どうしたの？　早く私を抱きかかえなさい」

「……ま、マジでやるんですか？」

「当たり前でしょう！　麗華は足をくじいているのよ！」

「……何も抱きかかえなくても」

　秋あき葉ばさんが「ふふふ」と不気味に笑いながら背後から忍び寄ってきた。

　一部始終をカメラに収めるつもりらしい。

「ほら？　早くして？」

「……わかりましたよ」

　おれは京子先輩の傍かたわらで片かた膝ひざをつくと背中と足に腕を回し一気に持ち上げた。

　気合いを入れて持ち上げたものの、京きよう子こ先せん輩ぱいは驚おどろくほど軽かった。

　汗ばんだ背中から伝わってくる熱ねつがおれの体温と心拍数を上昇させる。

「さ、椎しい名な。保健室までゴーよ」

「保健室ってうちの学校の保健室ですか？」

「当然じゃない。他校の保健室にお邪じや魔まするわけにはいかないでしょう？」

「……そりゃそうですけど」

　市営コートは学校の裏手にある。数分も歩けば戻れるだろうけど。

　そのためには人通りのある国道をしばらく歩かなければならない。

「何よ？　私が重いとでも言いたいわけ？」

「お、重くはないですけど……あの、先輩？　恥ずかしくないんですか？」

「何よ、恥ずかしいって」京子先輩は平然としていた。「とても快適よ。楽で楽で仕方ないわ。労力ゼロで移動できるって素す敵てきよね。ふふふ……楽ちん」

　女王様的発想だ。たしかに抱きかかえられるのは楽だろうけど。

　おれは観かん念ねんして歩き出した。

「麗れい華かってキャラ的にこういうの嫌いやがるんじゃないですか？」

「わかってきたじゃない」京子先輩がおれを見上げる。「その通りよ。『放して放して！』って最初は抵抗するでしょうね。でも主人公の一言で麗華は黙だまるわけ」

「一言って？」

「それは自分で考えなさい」

「実は何も考えてなかったでしょう？」

「椎名は人の揚げ足を取っているだけで人生が終わってしまいそうね」

「……その返しは何気に酷ひどいっす」

　おれは学校に着くまでひたすら喋しやべり続けた。

　何か喋っていないとおちつかなかったから。




　保健室には誰だれもいなかった。

　カギは開いていたのでおれは先輩を抱きかかえたまま中に入った。

「じゃあ、降ろしますよ」

「ええ、お願ねがい」

　おれはベッドのある窓際まで早足で移動し、先輩をゆっくりと降ろした。

「さすがに腕が痺しびれましたよ」

「その程度のことで？」

「……酷ひどい」

「冗じよう談だんよ。お疲れさま」

「えっと……これで終わりですよね？」

　後ろを振り返ってみたが、ビデオカメラをかまえる秋あき葉ばさんはどこにもいない。

　学校へ戻っている間も少し離はなれた場所からカメラを回していたのだが。

　……残りの三人も後ろからついてきていたはずだけど、先に部室に戻ったのかな？

「あなたバカ？　まだキスしてないじゃない」

「……おれと先せん輩ぱいが、じゃなくて、主人公と麗れい華かが、ですよね？」

「もちろんそうよ」

　京きよう子こ先輩は上半身を起し、

「本当ならここで保健室の先生に足を診みてもらうの」

「病院とかには？」

「軽い捻ねん挫ざだからその必要はないと診断されるわ」

「一安心というわけですね」

「そうそう」京子先輩は頷うなずき、「そして役目を終えた保健室の先生はここで退場」

「……退場しますか」

「邪じや魔ま者ものはなんとしてでも消す。ギャルゲーの鉄則よ」

　京子先輩はそう言うと、皺しわになったシーツの乱れを整ととのえた。

「椎しい名な、私の側そばに座って」

「……あ、はい」

「主人公と麗華が見つめ合うシーン、クライマックスよ」

　おれがベッド脇わきに腰かけると京子先輩が姿勢を整え、

「じゃあ、次。私の肩に手を置いてみて」

「どっちの肩ですか？」

「右利きなら左肩、左利きなら右肩かしらね」

　おれは指示に従い、利き手の右手を先輩の左肩に添えた。

　指に違和感があるなと思ったらブラの肩かた紐ひもだった。

　途と端たんに心しん臓ぞうが高鳴り、顔が徐々に熱あつくなっていく。

「そして見つめ合う」

「……うっ」

「何よその顔は？」

「……ちょっとびっくりしただけです」

　こんな間近で京子先輩の顔を見たことはない。

　幼い容姿だが端正な顔立ちなのは間違いないわけで──

「もっと顔を近づけて」

「……こ、これ以上は無理ですよ」

　おれが躊ちゆう躇ちよしているとふいに京きよう子こ先せん輩ぱいが目を閉じた。

　目を閉じたことで長いまつ毛がよりいっそう強きよう調ちようされた。

　京子先輩はおれに顔を向けるように首を若干斜めに傾けた。

　口は閉ざしている。目を瞑つむった直後から黙だまったままだ。

　十秒、二十秒、と時間が経過しても京子先輩が口を開く気け配はいはなかった。

　どういうことだ？　なんで黙ってんの？

　ま、まさかとは思うけど、キスしてもいいってことなのか……？

　いやいやいや！　そんなわけないだろ！　これはお芝しば居いなんだぞ！

　そ、そうだ。そんな都合のいい話があるわけがない。

　おれは半目で京子先輩の様よう子すをうかがった。

　だがいつまで経たっても次の動きを見せない。

　キスなのか？　ここはキスが正解なのか？

　いや、そもそも目を閉じたってことは……キスしろって言ってるようなものだよな。

　……よ、よし。こうなったら覚悟を決めよう。おれも男だ。

　おれは京子先輩の肩に添えた右手に力を込めた。

　これからキスしますよ、という合図のつもりだった。

　体勢を整ととのえると、今度は左手を先輩の右みぎ頬ほおにそっと添えた。

　ぴくっと先輩の身体からだがわずかに反応したがここで止やめるわけにはいかない。

　おれは潤うるおいのあるピンク色の唇に向けて徐々に顔を近づけていった。

　もう後戻りはできない。このまま一気に最後まで──




「きょーこー！　いるかー！」




　う、うわあああああああ！　誰だれかきたー！

　保健室のドアが開いた瞬しゆん間かん、おれは京子先輩から飛とび退のいた。

　仕切りのカーテンが閉めてあったので見られなかったと思うが……。

「あー、いるじゃん。二人ふたりともー」

　現れたのはサヤカ先輩だった。

「へっへっへー。その様子だと、キスはできなかったみたいだなー！」

「──なっ!?」

　おれは声にならない悲鳴を上げた。

「賭かけは私の負けね」

「は？　賭け？」

「椎しい名なが私にキスをするかしないかで、サヤカと賭けていたのよ。私は椎名がキスをするほうに、サヤカはしないほうに賭かけていたんだけど……」

「あはははー！　これで椎しい名なの『二次元大好き病』が証明されたなー！」

「……そんな病気ねーよ」ついつい口が悪くなってしまった。

「あと三十秒、サヤカが入ってくるのが遅ければ結果は変わっていたかもしれないわ」

「そりゃないぜー、きょーこー。目を閉じてから一分って約束だっただろー？」

「そんな細かい取り決めまであったんすか……」

　くっそー。おれはまんまとハメられたのかー。

「椎名の決断力のなさには恐れ入るわ」

「人を弄もてあそんでおいてよく言いますよ……」

「でもさー、主人公の気持ちはわかったんじゃないのかー？」

「それは……たしかに」

「本当は選択肢があるのよ。──キスをする、キスをしない、っていう選択肢が」

　きっと「キスをする」を選ばないとバッドエンドルートに突入するんだろうな。

「あ、そうそう。その選択肢のことで相そう談だんがあるんだよー」

「相談？」

「あとで話すよ。とりあえず部室に行こうぜー」

　サヤカ先せん輩ぱいは軽いノリでそう言うと、先に保健室を出ていった。

「おれたちも行きましょうか？」

「そうね。……よいしょっと」

　京きよう子こ先輩はベッドから降りるとぐっと背伸びをした。

「あの、先輩。一ついいですか？」

「ん？　何？」

「もしおれが先輩にキスしてたらどうなってましたか？」

「ふふふ、そんなの……」京子先輩は口の端を吊つり上げ、「ボコボコよ、ボコボコ」

「は？　ボコボコ？」

「椎名の顔の形が変形するまで殴っていたという意味」

「……え、ええぇぇ」

「だって私は一言も『キスしていい』なんて言ってないでしょう？」

「それはそうですけど。……でも、先輩はおれが『キスするほう』に賭けてたんですよね？」

「だから何？　それが私の願がん望ぼうだとでも言いたいわけ？」

「……いえ、決してそういうわけでは……」

　恐い恐い。これ以上、勘ぐるのは止やめておこう。

「先生が来たら面めん倒どうですし、さっさと部室に戻りましょう」

「あ、ちょっと待って」

　保健室を出ようとすると京きよう子こ先せん輩ぱいがおれを呼び止めた。

「……なんですか？」

　またおちょくられるのかと思ったら、

「残り一週間。完成まで全力を尽くしましょう」

　いつも恐こわい顔であれこれ命令してくる京子先輩だが、このときは朗ほがらかに笑っていた。

「……えっと」

　すぐには返答できなかった。

　頑張りましょう。その一言が返せない。

　だっておれは先輩たちほどギャルゲーに情じよう熱ねつを注いでいないから。

　サヤカ先輩みたいに目の下にクマができるほど努力していないから。

　シナリオを書いたわけでもない。

　絵を描かいたわけでもない。

　音楽を作ったわけでもない。

　プログラムを組んだわけでもない。

　はっきり言っておれはまだなんの役にも立っていないのだ。

「部室に戻りましょう。みんな待っているわ」

「……はい」

　それにしてもおかしな話だ。

　入学したときは、ギャルゲーから遠ざかることを目標にしていたのに。

　Ｇ研なんてとっとと辞めてやる。……そう思っていたのに。

　今はそれほどギャルゲーが嫌いじゃない。







[image: ]　南国より愛をこめて







　その日の放ほう課か後ご、最後の一曲を受け取りに軽音部へ向かっていると、

「ゆーすけー！　ゆくぞぉ──っ！」

　雪ゆき平ひらが廊下の向こう側から駆けてきて、おれに向かってＵＳＢメモリを放り投げた。

「うわっ！」

　おれは慌てて落下地点までダッシュし、なんとかそれをキャッチした。

「おいおい……いきなり投げるなよ。データが消失したらどうするん──」

「──さらばなのだー！」

　雪平はおれの文句を聞き流し、脇わきをすり抜けていった。

「なんなんだあいつは……」

　急ぎの用事でもあんのか？　相変わらず自分勝手な奴やつだな。

　おれはＵＳＢメモリをポケットにしまうと部室に引き返した。




　部室棟に続く渡り廊下を歩いていると今度はサヤカ先せん輩ぱいたちと鉢合わせた。

「あれ？　先輩たち、もう帰るんですか？」

「やることないからなー」

「……それに明日あしたは中間テストの初日です」

　秋あき葉ばさんが目を細めながらあくびをかみ殺す。

　二人ふたりともお疲れのようだ。ここ数日は特に忙しそうだったもんな。

「サヤカせんぱーい！　秋葉さーん！　置いてかないでくださいよー！」

　そのうち部室棟のほうから川かわ野の辺べさんが駆けてきた。

「おー、来た来た。じゃ、そろそろ行くかー」

「……帰って仮眠。そしてテスト勉強。……過酷な現実」

　ブツブツ言いながら秋葉さんが歩き出す。

　サヤカ先輩も、じゃーなー、と間延びした挨あい拶さつを残し、去っていった。

「わー！　待ってくださいよー！」

　ハァハァ喘あえぎながら川野辺さんがそのあとを追う。

　おれの側そばを通り過ぎるとき、「お疲れさま」と軽く手を振ってくれた。

「ふぅー、ついに明日か」

　おれはポケットの中のＵＳＢメモリを触りながら吐息を洩もらした。

　昨日きのうの放課後の段階で、音楽を除く全すべての作業が完了していた。

　あとはこの最後の一曲を京きよう子こ先せん輩ぱいに届ければめでたくギャルゲーは完成する。

　部に誘われたときはどうなることかと思ったが、有言実行の先輩たちは横道にそれることなくギャルゲー作りにまい進した。すんなりと作業が進んだわけではなく、作中の重要シーンを実演させられたり、川かわ野の辺べさんが屋上に逃げ出したり、音楽担当の雪ゆき平ひらにおちょくられたり、京子先輩に足あし蹴げにされたり、作業とは直接関係のない苦労も多かった気がするが……ともかく今日きよう中じゆうにゲームは完成するだろう。

　ゲーム業界ではマスターアップと言うらしい。

　記念すべき日ではあるが明日あしたは中間テストの初日。

　打ち上げはテストが終わってからということになっている。

　静まり返った廊下を進み、京子先輩が待つ部室に向かう。

　さすがにテスト前日なので部室棟には人っ子一人ひとり見当たらなかった。

「……ん？」

　部室に戻るとソファーの上で横になっている京子先輩の姿があった。

「どうしたんですか？」

「……別になんでもないわ」京子先輩は上半身を起し、「意外と早かったわね」

「カオルちゃんのギャルゲー名作劇げき場じようが中止になりまして」

「何よそれ？」

「余計な雑ざつ談だんをしなくてすんだってことです」

「なるほど」

　京子先輩は丁てい寧ねいに靴べらを使って上うわ履ばきに足を入れた。

　そして自分の席に戻ると、「曲をこっちに」と手招きをした。

「これです」

「ご苦労さま」

　京子先輩は受け取ったＵＳＢメモリをＰＣのコネクタに差し込んだ。

「あれ？　曲の確かく認にんしないんですか？」

　先輩は無む圧あつ縮しゆくの音楽ファイルをＭＰ３形式に変換すると、特殊な暗号化をファイルに施して他ほかの音楽ファイルが放り込んであるフォルダにドラッグ＆ドロップした。

「何日か前にサンプルを聴きいているし、おそらく問題ないでしょう」

　京子先輩は「それに」と付け加え、

「これはエンディングに流れる曲でしょう？」

「あ、そうですね」

「単体で聴くのではなく、ちゃんとエンディングを迎えたときに聴くべきだと思うのよ」

「……えっと……それってまさか……」

「そのまさかよ。──今からテストプレイを行うわ」

「マジっすか……」おれは脱力しながら嘆息し、「でもテストプレイって……昨日きのう、秋あき葉ばさんがやってくれたんじゃ？」

「もう一度、自分の目で確かく認にんしておきたいのよ」

　京きよう子こ先せん輩ぱいはそう言うと、さっそくゲームを立ち上げた。

「椎しい名な、気が散るわ。私から離はなれて」

「……はい」

　おれは壁かべ際ぎわに設置してあるソファーに腰かけた。

　先輩が横になっていたからか、まだ微かすかに体温が残っている。

　そういえば、さっきはどうしてソファーに横たわっていたのかな。

「ところで椎名……」

　京子先輩が作業を中断し、椅い子すごとぐるっとおれのほうを振り返った。

　スカートが思った以上になびいたのでドキッとした。

「私が渡した試し験けん対策のペーパーにはちゃんと目を通した？」

「……た、多少は」

「どうせ家に帰ってもまともに勉強なんてしないんでしょう？　だったらここで試験勉強をしていきなさい。当分、私の仕事は終わらないから」

「むっ……心外ですね。おれをそこら辺の平凡な主人公と同じにしないでくださいよ」

「面おも白しろい冗じよう談だんね」

「いや、だって、うちは進学校ですよ？　おれだって受験のときはかなり勉強しましたよ」

「じゃあ、入学式の翌日に行われた実力テストの結果は？」

「……ちゅ、中の下です」

「そこら辺の平凡な主人公と同じにしないでください？」

「……うっ」

「赤点なんて取ったら許さないわよ」

　京子先輩は再びくるっと椅子を回転させた。

　……これは帰るに帰れなくなったな。

　おれはとりあえずサヤカ先輩の席に座った。

　忙しい中、京子先輩たちが作ってくれた試験対策のペーパーを取り出す。授業中に板ばん書しよを書き写したノートを五分の一くらいに圧あつ縮しゆくした要点のみをまとめたペーパーだ。クラスメイトに高値で売れそうだが、そんな非ひ常じよう識しきな商売行為は想像の中だけに留とどめておこう。

　……うーん、ますます先輩たちには頭が上がらなくなりそうだ。




　五時半を回ったころだった。

　雪ゆき平ひら作曲の軽快な音楽をＢＧＭに試験勉強を続けていると、

　──ガタン！

　ワイヤレスのキーボードが床に落下した。

　もちろん誰だれも触っていないキーボードが動くわけがない。

　落ちたのは先せん輩ぱいが使っていたキーボードだ。

「大丈夫ですか？」

　京きよう子こ先輩はいつの間にか席を立っていた。

　だが様よう子すがどこかおかしい。

　片手を机の上に置き、視し線せんは斜め下を向いている。

　そして肩が必要以上に上下しているように見えた。

「先輩？　どうしたんですか？」

「こっちに来ないで。椎しい名なは汗臭いんだから」

「……そもそも汗かいてないんすけど」

「男は汗をかいていなくても汗臭いのよ」

「言ってることがメチャクチャですよ」

　おれは先輩の意に逆らい側そばに駆け寄った。

「目が充血してますね。顔色も悪いですし……」

「これくらいなんてことないわ」

「体たい調ちようが悪いなら無理しないほうがいいですよ」

　おれは心配になって先輩の額ひたいに手を当てた。

　怒ど鳴なられるのは承知の上だったが先輩は意外にも拒絶しなかった。

　──う、うわ……これはそうとう──

「せ、先輩！　すごい熱なつあるじゃないですか！」

　おれは動揺してしまい、病人である京子先輩の耳元で思わず叫んでしまった。

　……一人ひとりで何役もこなしてたみたいだし、きっと無理が祟たたったんだ。

「無問題よ。私は平熱が三十八度あるのだから」

「犬並みじゃないですか！　って冗じよう談だん言ってる場合じゃないですよ！」

「耳元で叫ばないでちょうだい。……頭に響ひびくわ」

「それは間違いなく風か邪ぜの症状です」

「違うわ。椎名の地声が騒そう音おんレベルなのが問題なのよ」

　この期に及んで屁へ理り屈くつですか。

「もうテストプレイどころじゃないですよ」

　おれはマウスを操そう作さし、起動中のゲームを終了させた。

　さらにゲームの問題点を記したテキストデータを先輩のＵＳＢメモリに保存する。

「さ、帰りましょう。部へ屋やまで送りますから」

「ダメよ」京きよう子こ先せん輩ぱいは首を振った。「家に帰ったら……」

「家に帰ったら？」

「と、とにかくダメなの！　帰るのはなしよ！」

　熱ねつのせいで頭が回らないのか急に反はん論ろんの仕方が幼稚になった。

　──家に帰ったら気が抜けてそのまま眠ってしまうわ。

　たぶん先輩が言いたかったのはそんなところだろう。

　おれを帰さなかったのは緊きん張ちよう感かんを保つためだったのかもしれない。

　ってか、この様よう子すだとたとえ自宅に送り届けたとしてもテストプレイを続行するよな。

　こちらの言い分を聞き入れてもらうためには先輩の意思を尊重するしかない。

「だったら、おれに自宅での監かん視し役やくを任せてもらえませんか？」

「かんしやく？」

「居眠り防止機き能のうです」

「……何よそれ」

　先輩は不満げだったがそのうち、

「仕方ないわね。その条件で呑のんであげる……」

　渋々おれの提案を受け入れてくれた。




　エントランスを抜け、エレベーターで京子先輩の部へ屋やがある最上階へ上がった。

　角部屋の一室に足を踏み入れると先輩が深いため息をついた。

　──さてと、あとは……。

　監視役を務めるとは言ったもののおれにその気はなかった。

　だって先輩は病人なんだ。これ以上、働かせるわけにはいかない。

「寝室ってこっちでしたよね？」

　玄関を上がると、ふらふらよろめく京子先輩を後ろから支えた。

「……寝室？」

　おれは問答無用で京子先輩を抱きかかえた。

「ちょ、ちょっと椎しい名な!?　どういうつもりよ!?」

「どうもこうも最初からこうするつもりでしたから」

「ま、まさか……私が弱っていることをいいことに性的な悪戯いたずらをするつもりなんじゃ……」

「そんなことしませんよ！」

「ダメよ、椎名。せめてシャワーを浴びてからじゃないと……」

「こんなときでも悪ノリですか！　ある意味、余裕ありますよね！」

「ちょっと？　耳元で叫ばないでって、さっき言わなかった？」

　おれはその発言を黙もく殺さつし、薄うす暗ぐらい廊下を歩き出した。

「椎しい名な！　いい加減、降ろしなさい！」

「病人の仕事は寝ることです」

　寝室に入ると迷わずベッドまで京きよう子こ先せん輩ぱいを運んだ。

「おかゆでも作りましょうか？　それとも何か飲みますか？」

「……テストプレイの続きをやるわ」

「それ以外でお願ねがいします」

「気分転換にゲームを」

「それも除外で」

「やっておきたいゲームがあるのよ」

「いちいち言い換えないでくださいよ！　全部同じ意味でしょう！」

「うるさいわね！　テストプレイは必ひつ須すでしょう！　締しめ切きりは明日あしたなのよ──っ!?」

「テストプレイならおれがやりますよ」

「……椎名が？」

　先輩が目を見開いて驚おどろいていた。

「おれを誰だれだと思ってるんですか？　ギャルゲーマスター椎名ですよ？　風か邪ぜを引いてふらついてる人よりもよっぽど役に立ちますよ」

　腰に手を当て、自信満々に言ってやった。

　先輩を納得させるためにはこう言うしかないと思ったのだ。

「あとはおれに任せて、先輩はしっかり休んでください」

「……何よ……急に張り切っちゃって……」

「先輩は一人ひとりで頑張りすぎです。たまにはおれを頼ってください」

「…………わ、わかったわよ」

　京子先輩はふぅとため息をつくと諦あきらめたように、

「そっちの引き出しに風邪薬があるから持ってきて」

「薬を飲む前に何か食べたほうがいいですよ」

「おかゆとお水を持ってきて。それと洗面所からタオルを。冷蔵庫の中にミネラルウォーターがあるわ。お米はキッチンに行けばわかるはず。鍋なべも目につくところに置いてあるわ。それから調ちよう味み料りようなんだけど──」

　京子先輩は早口にまくし立てると、

「あとクローゼットから下着を出して。あなたの好きな下着でいいから」

「……そういうのは自分でお願いします」




　　　　◇　◇　◇




　午後七時すぎ、ようやく京きよう子こ先せん輩ぱいが眠りについた。おれは近場のコンビニで食料を調達し、燃ねん料りようを補給すると、リビングでノートパソコンを広げてテストプレイを開始した。

「どれくらいかかるのかな……」

　演出面だけではなく、誤字脱字などのチェックもしなければならないので、文章を読むのに時間がかかる。普通にプレイして三～四時間程度の作品だから、その倍はかかると考えたほうがいいだろうな。

「となると今日きようは徹てつ夜や決定だな。……休んでる暇はないぞ」

　明日あしたは中間テストの初日だが不ふ思し議ぎと焦りはない。

　それどころか気分が高揚している。

　たぶんこれまで自主的にゲーム作りに参加したことがなかったからだ。

　何週間か前、先輩たちがプライベートを削ってギャルゲー作りに励んでいることを知り、おれはいたたまれない気持ちになった。後ろめたい気分に陥った。

　だっておれは今までなんの役にも立っていなかったから。

　部活後は、家に帰って惰だ眠みんを貪むさぼる、だらしない高校生だったから──

　だからこそ、今、先輩の力になれるのが嬉うれしい。

　こうやって作業をしていると多少は罪悪感も薄うすれる。

「……いやいや、何をホッとしてるんだ」

　この程度のことで満足しちゃダメだろ。たった一晩徹夜するくらいで。

　恩着せがましいっていうか、なんか考え方が女め々めしい気がする。

「うっし！　一気に片づけるぞ！」




　──数時間後。




「うわあああああああ！　しまったああああああああ！」

　おれは救急車のサイレンの音で目を覚ました。

　慌ててケータイで時刻を確かく認にんすると……すでに午前０時を回っていた。

「バカバカバカ！　おれのバカ！　なんで寝るんだよ！」

　おれはソファーを離はなれ、洗面所に走った。

　冷たい水で顔を洗い、頬ほおを叩たたいて気合いを入れ直す。

　リビングに戻るとゲームの進行状況を確認した。

「まだ中盤か……」

　このあたりから選択肢がだんだん増えていく。当たり前の話、全ルートをチェックしなければならないので必然的に中盤以降のほうがプレイに時間がかかる。

「急がないとまずいな。……でもテストプレイだから雑にプレイするのは……」

　ぐだぐだ考えている暇はない。早いところプレイを再開して遅れを取り戻さないと。




　その後は居眠りをすることもなく順じゆん調ちように作業が進んでいった。

　仮眠をとったことで集中力が増したようだった。

　どうせ途中で眠くなっていただろうし結果オーライと言えるかもしれない。

「ん、そうだ。京きよう子こ先せん輩ぱい、ちゃんと寝てるかな……」

　区切りのいいところで休きゆう憩けいを兼ねて京子先輩の様よう子すを見に行くことにした。

　さすがに寝ているとは思うが──

「──ぶっ!?」

　京子先輩は下着のみ着用して眠っていた。

　しかも床に布団が滑り落ちている。

　なんて寝相の悪さだ。ベッドから足投げ出してるし……。

「んーんっ……」

　うめき声を漏らしながら京子先輩が豪快に身体からだをひっくり返した。

　柔道の寝技みたいに鋭するどい動きだった。

「すごい汗かいてるな。……えっとタオルはこれかな」

　常夜灯が点ついた室内を歩き、ベッドの手すりにかけてあるタオルを手に取った。

「じゃ、じゃあ……失礼して──」

　まず額ひたいの汗を拭ぬぐった。気に障ったのか「ううっ」と声を漏らした。

　起しちゃったかな、と手を引っ込めたが無む意い識しきのうちに出た声らしかった。

　顔と首回りの汗を拭ふき取ると次に腕の汗を拭った。

　その次はいよいよ胸とか下半身とか……まあ局部となるわけだが。

「風か邪ぜが悪化したら大変だし、まあ仕方ないよな」

　そう自分に言い聞かせ先輩の柔らかい胸にタオルを置く。

　小さくても胸は胸だ。男とは肌の質感がまるで違う。

　……こ、これはただの脂肪の塊じゃない。なんてゆーか、その、男のロマン？

　わけのわからない感動に浸ひたりながら汗を少しずつ拭き取っていく。

[image: ]

　先輩はたまに「はうっ」とか「ふにゅ」とか普ふ段だんからは考えられないような色っぽい声（？）を漏らした。はっきりとは聞き取れなかったが寝言も何度か口にしていた。

「こんなもんかな……」

　パジャマを着せるべきかと思ったが、どこにしまってあるのかわからないし、空調が適温に設定されているようなので、ひとまず布団だけかけておいた。

「さてと……そろそろ作業に戻るかな」




　再びリビングに戻ってくると、まず大きく深呼吸した。

　そして壁かべ時ど計けいに目をやり時刻を確かく認にんする。

「あと二時間で六時か。もうひと踏ん張りだな」

　おれはテストプレイを再開した。

　終盤に差しかかっても致命的なバグは見つからず、誤字脱字や演出面などにも大きな問題はなかったが、麗れい華かのパンチラシーンのとき、京きよう子こ先せん輩ぱいの下着姿が目の前をちらついた。おれは雑念を振り払いゲームに集中しようとしたが、サービスシーンのたびに京子先輩の残像に集中力を乱された。




　そして二時間後──




「おはよう」

　リビングの壁時計が六時を指すころ、京子先輩がリビングに入ってきた。

　いつかのようにネグリジェっぽい寝ね間ま着きを着ていた。

　窓の外から差し込む朝あさ陽ひがキラキラと先せん輩ぱいの黒い髪を照らしている。

「まだ終わってないみたいね」

「……すみません」おれは作業を中断し、「あとエピローグだけなんですけど」

「じゃあ、あと数分もあれば終わるわね。ここまで何か大きなバグはなかった？」

「それは大丈夫です。誤字が何ヶ所かあった程度ですね」

「そう」京きよう子こ先輩はおれの隣となりに座り、「ご苦労さまでした」

「……え、えっと、風か邪ぜの具体はどうですか？」

「すっかりよくなったわ。あなたのおかげでね」

「……そ、そうですか」

　やけに素直だな。まるで別人みたいだぞ。

　京子先輩は「ううーん！」と背伸びをしながら席を立った。

　そしておれを上から見下ろしながら、

「代わって。あとは私がやるから」

「もう終わりますよ？」

「いいから」京子先輩が無理やりおれをソファーから退どかせる。「椎名、料理はできる？」

「んー、そうですね……簡かん単たんなものなら」

「じゃあ、適当に何か作ってちょうだい。冷蔵庫、勝手に漁あさっていいから」

「了解しました」

　おれはダイニングを抜けキッチンに向かった。

　寝不足だが今はそんなに眠くない。

　テスト中に睡すい魔まがやってこなければいいのだが。




　十五分後、でき上がった朝食をテーブルに運んでいると、

「椎しい名な、ちょっと来て！」

「……はい？」

　半はん熟じゆくの卵とカリカリのベーコンが載った皿をテーブルの上に置く。

「どうしたんですか？」

　その後、京子先輩の側そばに駆け寄ると、

「音楽が鳴らないのよ」

「え？　どういうことですか？」

「ほら、昨日きのう、カオルから最後の曲を受け取ったでしょう？　エンディング用の曲。さっきエピローグが終わってエンディングを迎えたんだけど……音楽流れてないでしょう？」

「……本当ですね」

「ファイルが壊こわれているのかしら」

「まずは別の環かん境きようで試してみるべきじゃないですか？」

「そうね」

　京きよう子こ先せん輩ぱいは自室からもう一台、別のノートパソコンを持ってきた。

「最新のＯＳじゃないけど動作環境は満たしているわ」

「多少、環境が違ったほうがいいですよ。ＯＳ特有のバグかもしれませんし」

　セーブデータを利用してエンディングの直前でロードする。

　だが結果は──

「……ダメ、やっぱり音楽が流れないわ……」

「どうしますか？」

「んー、そうね。まずは……音楽プレイヤーで普通に再生してみましょう」

　京子先輩はデスクトップ上にある稲いな妻ずまみたいな形のショートカットをクリックした。

　どうやらそれが音楽プレイヤーだったらしくイコライザ付きのアプリが立ち上がる。

「あとはフォルダを開いて……」

　京子先輩は緊きん張ちようした面持ちで問題の音楽ファイルを放り込んだ。

「無音ですね」

「これで確かく定ていね。ファイルが壊れているのよ」

「雪ゆき平ひらが音のない音楽を冗じよう談だんで作った可能性もありますけど」

「それはないわ。あの子が大好きな音楽を冗談のネタにするはずないもの」

　京子先輩は古いほうのノートパソコンをシャットダウンした。

「椎しい名な、今すぐカオルに電話して」

「まだ七時前ですけど、起きてますかね？」

「あの子は老人並みに早寝早起きなのよ。とっくに起きているわ」

「へぇ、そうなんですか」

　おれはケータイを取り出すと、アドレス帳から『カオルちゃん』を選択した。

　雪平が勝手にケータイを奪って番号を登とう録ろくしたのでこの名前なのだ。

『もしもしぃ？　モーニングコールを頼んだ覚えはないぞ？』

「……モーニングコールじゃねーし」

『むむ、その声は雄ゆう介すけか？　雄介がどうしてカオルちゃんの番号を？』

「お前がおれのケータイ奪って登録したんだろうが！」

　朝っぱらから無む駄だに体力を使いたくない。さっさと本題に移るか。

「……ん？　お前、外か？　風の音がするが……」

『散歩中なのだ』

「ん、そうか。散歩してんのか」

　どうすっかな。あとでかけ直してもいいが──

『南の島の空気は美お味いしいのだー』

「…………は？」

『おっとぉー。大変なのだ。ケータイが電池切れを起こしそうなのだー』

「お、おい！　雪ゆき平ひら！　お前、今どこだ！　南の島ってなんだよ！」

『にっしっしっしー！』

　雪平は急に変な声で笑い出し、




『美少女レポーターのカオルちゃんは沖おき縄なわ県けんの与よ那な国ぐに島じまに来ていまーす！』




　──ブツっ！

　電話はそこで突然切れてしまった。

「椎しい名な？　どうしたの？　カオルはなんて？」

「……沖縄県の与那国島にいると」

「なんですって──っ!?」

　京きよう子こ先せん輩ぱいは大慌てで自分のケータイを操そう作さした。

　そして耳に当て、「なんで出ないのよ！」と金切り声で叫ぶ。

「あ、そういえば。電池が切れる……みたいなことを言ってました」

「……なんでこんなときに！」

　京子先輩はケータイをソファーの上に放り投げた。

　まだ要件は話していなかったし、故意に電源を切ったわけではないだろう。

　本当に電池が切れてしまった可能性が高い。

　……そういや雪平って放ほう浪ろう癖へきがあるんだっけ。

「とりあえずメールだけでも……」

　おれは雪平がケータイを充電したときのことを考えてメールを送ることにした。

「意味ないわ。あの子は充電器を持ち歩かないから」

「普通、旅行のときは携帯しませんか？」

「切れたら切れっぱなし」京子先輩は深いため息をつき、「気を利きかせて公衆電話から……なんてこと期待するだけ無む駄だね。だってカオルだもの」

「ど、どうするんですか？」

「私が訊ききたいわよ！」

　京子先輩がクッションを投げつけてきた。

「中間テストの初日に沖縄旅行なんて！　ありえないでしょう!?」

「ジャブを繰くり出しながら迫ってこないでくださいよ！」

「知らないわよ──っ！」

　ステップしながらの強烈な右ストレートがおれの脇わき腹ばらに命中する。

「……ぐ、ぐふ……八つ当たり反対……」

　おれはその場に崩れ落ちた。しかし京きよう子こ先せん輩ぱいの怒りは治まらない。

「だいたいね！　与よ那な国ぐに島じまにいくならカジキ釣り大会がある七月か、与那国島一周マラソン大会がある十一月に行くべきでしょう！」

「そこかよ……」論ろん点てんがおかしい。

「ああもうー！　カオルのバカ！　バカバカバカ！」

「あの……」おれは脇腹をさすりながら提案した。「雪ゆき平ひらの自宅は？」

「自宅？　わりと近所にあるけど……」

「だったら家族の人に説明して雪平の部へ屋やに入れてもらえばいいんじゃ？」

「カオルは一人ひとり暮ぐらしよ。生あい憎にく、私はあの子の部屋の合あい鍵かぎは持っていないわ」

「そうですか……」

　雪平のパソコンを漁あされば目当ての音楽ファイルが手に入ると思ったんだが。

　あ、いや、待てよ。昨日きのう、受け取ったファイルは壊こわれてたんだから……。

　どのみち雪平に改めてファイルを出力してもらわないとダメだな。

　つまり雪平と直接会う必要がある。……でもあいつは沖縄にいるわけで──

「ねえ、椎しい名な」

「なんですか？」

「一いつ旦たん、自宅に戻る？　それともこのまま学校に行く？」

「何を言ってるんですか？」

「何って今日きようから中間テストよ？」

「それはわかってますけど……雪平はどうするんですか？」

「諦あきらめるわ」

　京子先輩はきっぱりと言った。

「え、えぇぇ!?　フリコンはどうするんですか？　エンディングの曲は？」

「未完成品をコンテストに送るつもりはないわ」

　京子先輩は床に落ちたクッションを拾い上げた。

　言動が事務的に感じられ、おれは次第に不安になってきた。

「Ｇ研はどうするんですか？　校長との約束は？」

「そろそろ朝食にしましょう。もう冷めてしまったようだけど……」

　京子先輩は、もうこの話は終わりよ、とばかりにダイニングに歩いていった。

「冗じよう談だんだろ？」

　おれは誰だれに言うでもなくつぶやいていた。

　自然と口からこぼれ出た言葉だった。

「先せん輩ぱい！　どうしちゃったんですか！」

　たった一つのミスで全すべてがダメになってしまうなんてバカバカしい。

　今までの苦労は一体なんだったんだよ。──これで終わり？　そんなバカな。

　京きよう子こ先輩の後ろ姿を眺めていると脳裏に様々な思い出が蘇よみがえってきた。

　はっきり言ってロクでもない思い出ばかりだけど、それでもおれが途中でＧ研を辞めなかったのは部のみんなが一心不乱にギャルゲー作りに取り組んでいたからだ。最初は惰だ性せいで付き合っていたけれど、そのうち、少しでも力になれれば、と思えるようになった。

「らしくないじゃないですか！　諦あきらめるのが早すぎますよ！」

　この一ヶ月半の蓄ちく積せきが、みんなの努力が水の泡になってしまうなんて。

　おれには納得できない。いや、納得する気なんてない。

「風か邪ぜ、本当に治ったんですか？　病人はすぐに弱気になりますよね」

「……現実を見なさい。もう締しめ切きりには間に合わないわ」

「そんなことありませんよ」おれは先輩に駆け寄り、「おれ、今日きようは学校を休みます」

「休む？　何をバカなこと言ってるの？　中間テストはどうするのよ？」

「南の島にバカンスに行ってきます！」

　おれはそう言い残し、玄関に向かって駆け出した。

　後ろで京子先輩が何か叫んでいたがもうおれの耳には届かなかった。

　ギャルゲー作りはともかく……おれは中途半端が一番嫌いなんだよ。

　言っておくけど、おれは頑固だからな。一度決めたら梃て子こでも動かないぞ。

　いや、今は動かないといけないんだけどさ。沖おき縄なわに旅立つって決めたんだから。




　　　　◇　◇　◇




　制服のままだと何かとまずいので一いつ旦たん自宅に戻って私服に着替えた。

　一泊する覚悟で荷物をまとめ、ブタさん貯金箱を割って家を飛び出した。

　ブタさん貯金箱は小銭フィーバーで心こころ許もとなかったから、空港に向かう途中、コンビニのＡＴＭで全財産を下ろした。これでなんとか足りるだろう。道中、京子先輩から何度か電話がかかってきたが、どうせ言い争いにしかならないだろうから全すべて無視した。

　京子先輩のマンションを出て一時間半後、ようやくおれは空港に到着した。

　ところが──

　おれの全財産、五万七千円では片道分の旅費すらも払えないことが判明した。

　那な覇はまで片道四万円。そこから与よ那な国ぐに島じままで飛ぶとなるとプラス三万円かかる。

　その他ほかの交通費、宿泊費、食事代を考えると──

「……絶望的じゃん」

　おれは空港内の椅い子すに浅く腰かけ頭を抱えた。

　考えろ。落ち込んでる暇はないぞ。何か手を考えないと。

「ん、そうだ」

　第一の目的は与よ那な国ぐに島じまに旅立った雪ゆき平ひらをとっ捕まえること。

　要は片道分の旅費があればいいんだ。帰りの旅費は雪平頼みってことで。

　しかし足りない分のお金はどうすっかな。

　悩みに悩んでいると、「通行人に襲おそいかかる」という物ぶつ騒そうな選択肢が脳裏に浮かんだ。

　雪平あたりが八や重え歯ばを覗のぞかせながら面おも白しろ半分に言いそうだな。

　うーん、こんなとき京きよう子こ先せん輩ぱいだったらどうするかな……。

「こんなところで何をしているの？　沖おき縄なわに行くんじゃなかったの？」

「……えっ」

「大方、お金が足りなくて途方に暮れてるんでしょう？」

　反射的に顔を上げると、目の前に私服姿の京子先輩が立っていた。

　膝ひざ丈たけの黒っぽいワンピースの上に白いレースのカーディガンを羽は織おっている。

「椎しい名な、立ちなさい！　二人ふたりで沖縄に飛ぶわよ！」

「……せ、先輩？」

「情けない顔をしないの」

　京子先輩はおれの眼前に右手を差し出すと、

「ギャルゲー……完成させるんでしょう？」

「も、もちろんですよ」

　おれは差し出された先輩の小さな右手を力強く握り返した。

　京子先輩は、ふふ、といつもの余裕を感じさせる笑えみを浮かべると、

「椎しい名な、走りなさい！　離り陸りくの時間が迫ってるわ！」

「……へ？」

「ほら、駆け足！　全速前進！」

　京子先輩はおれの背中を押しながら保安検査場へ駆け出した。




　搭乗後、機き内ないにて──

「私まで恥をかいちゃったじゃないの」

「……反省してます」

　保安検査場の金属探知ゲートに引っかかってベルトまで外す羽目になったおれは一足先に保安検査場を抜けた京子先輩に「早く早く！」と急せかされたのだが、焦れば焦るほどベルトを外したズボンがずり落ちていく。検査員が美人のお姉ねえさんだったのもよくなかった。

「まさかあの場面で躓つまずくとは思いませんでしたよ……」

　おれは他ほかの乗客や検査員のお姉さんにばっちりパンツを見られてしまった。

　ちくしょう……思わぬ場所で人生の汚点を……。

「あ、ところで先せん輩ぱい？　いつの間に空港に？」

「椎しい名なが出ていったあと、すぐに出発の準備に取りかかったのよ」

「そうか。おれは一いつ旦たん、自宅に戻ったから」

「空港まで三十分もかからなかったわ」

　窓際に座った京きよう子こ先輩はベルトを着用しながら早口に説明した。

「あのあとすぐにネットで空席を確かく認にんして二人ふたり分ぶんの席を確保したの」

「……なるほど」

　おれは考えなしに空港に突貫しちゃったからな。

　京子先輩はあとのことも考えてノートパソコンとゲームのデータを持参していた。これで雪ゆき平ひらが持っている音楽データがそろえば完成したゲームの動作を現地でも確認できる。

「宿泊先も確保済みよ。民宿だけど」

「あ、あの、料金は？」

「あなたの分？　当然、いつか払ってもらうわ」

「……そりゃそうですよね」

「安心しなさい。無利子で貸してあげるから。私が生きている間に返しなさいよ」

「すみません……」

　こりゃ、夏休みはバイト三ざん昧まいになるな。

「与よ那な国ぐに島じまって地図でしか見たことないんですけど、どんな島なんですか？」

「そんなに大きな島ではないわね。空港の本屋で買ったガイドブックによると、自転車を使えば数時間程度で島の周囲をぐるりと一周できるらしいわ。それから台たい湾わんまで１１１キロしかなくて、西いり崎ざきという日本最西端の岬みさきがあると書いてあったわ。人口は二千人弱」

「雪平、見つかりますかね？」

　小さな島とはいえ、人間一人ひとりを捜すのは容易なことではないはずだ。

「大丈夫よ。ちゃんと手は打っているから」

「犯罪まがいのことはやってませんよね？」

「ベルトをつけなさい。そろそろ離り陸りくよ」

「あ、はい……」

　この数分後、飛ひ行こう機きが沖おき縄なわに向けて出発することになるのだが……。

　初めて飛行機に乗ったおれは離陸時の圧倒的なスピードに恐怖し、「ひっ」と悲鳴をもらしてしまった。その様よう子すを見ていた京子先輩はずっとお腹なかを抱えて笑っていた。

　秋あき葉ばさんがいたら決定的瞬しゆん間かんをカメラに収められていただろう（そういや離陸時は電子機器類の電源を入れてはいけないんだよな。あー、よかった。って秋葉さんいないけど……）。




　二時間半後、沖おき縄なわ県けんの那な覇は空港に到着した。

　出発が早かったので午前中の間に沖縄に着いた。

　この分なら与よ那な国ぐに島じまもすぐだなー、と思ったのだが──

　人口二千人程度の島に飛行機が日に何度も飛ぶはずがない。

　次の便は三時間後だった（というかそれしかなかった）。

　結局、与那国空港に着いたのは午後四時前。

「それで？　これからどこに？」

　到着ロビーで立ち止まった京きよう子こ先せん輩ぱいに話しかけると、

「民宿の人が車で迎えに来てくれるはずよ」

「それはありがたいですね。……って肝心の雪ゆき平ひらの行方ゆくえは？」

「うーん、そろそろ連絡が来るころなんだけど……」

　その連絡が来たのは民宿の人が運転するワゴン車が発進した直後のことだった。

「もしもし？　サヤカ？　ええ、私よ……」

　電話の相手はサヤカ先輩のようだった。

「……なるほど。そういうことだったのね。納得がいったわ」

　世間話は一切なし。要件のみの通話は一分程度で終わりを迎え、

「ありがとう、助かったわ。……じゃあ、背景ＣＧをメールで。ええ、お願ねがいね」

　京子先輩は通話を終わらせるとケータイを耳から離はなした。

「サヤカ先輩はなんて？」

「カオルの自宅に侵入しようとして警けい察さつに通報されてしまったわ」

「なんてバカなことを！」

「嘘うそに決まってるじゃない」

「紛らわしいこと言わないでくださいよ！」

「凜りんがね、カオルのブログを発見したらしいのよ」

「ブログって日記みたいな奴やつですよね？」

「日本ではそういう使い方をする人が多いわね」

　京子先輩は窓の外に広がる、南国の風変わりな街並みを眺めながら、

「そのカオルのブログにね、今回の旅の目的が書いてあったのよ」

「……目的？　雪平の行動に理屈なんてあるんですか？」

「あるのよ」京子先輩は車内に視し線せんを戻し、「あの子の目的は聖地巡礼」

「せ、せいちじゅんれい？」

「作品のモデルとされている現実の場所を『聖地』と呼ぶことがあるのよ」

「じゃあ、与那国島を舞ぶ台たいにしたゲームかアニメがあって、雪平は巡礼のために？」

「これは凜りんが言っていたんだけど、あなたのお父とうさんが関かかわっている『なつこい』というギャルゲーは与よ那な国ぐに島じまをモデルにしているらしいのよ」

「え？　でも、あのゲームの舞台って半島ですよね？　それに町の名前も……」

「モデルといっても参考にしているのは『背景』だけなのよ」

　そのとき京きよう子こ先せん輩ぱいのケータイが着信音を奏かなでた。

　通話ではなくメールのようだった。

「ほら、これを見て」京子先輩がケータイの液晶画面をおれに見せ、「凜が送ってくれた『なつこい』の背景ＣＧよ。──どう？　与那国島の風景にそっくりでしょう？」

「……ですね」

　おれは窓の外に見える集落を眺めながらつぶやいた。

「ノスタルジックなゲームだなとは思ってましたけど、まさか与那国島がモデルとは……」

「ブログには『与那国島へ聖地巡礼に行く』とは書いてあったらしいんだけど、具体的な行き先までは示されていなかったみたい。でもこの背景ＣＧを頼りにすれば……」

「送られてきた画像は全部で何枚あるんですか？」

「三枚よ。港と砂浜と商店街。この三枚の背景は『なつこい』の熱ねつ狂きよう的てきなファンがそっくりな構図を発見してブログで紹介しているのよ。カオルの情報源もこれだと思うわ」

「そのファンの人……すごい根性ですね」

「サヤカたちはカオルの宿泊先を探っているわ。私たちは聖地を目指すわよ」




　数十分後──

　最小限の荷物を持って民宿を出ると島の西側にある漁港に向かった。

「まんまじゃないですか……」

　おれは現実の埠ふ頭とうと作中の背景ＣＧを見比べながら率直な感想を述べた。

「ここにはいないみたいね」

「いませんね」

　おれはガイドブックの地図を眺めながら、

「次は砂浜ですよね」

「その前に商店街よ」

「商店街って……この背景ＣＧもそうですけど、この規模で商店街って呼べるんですか？」

「細かいことは気にしないの」

　京子先輩はケータイに目を落とし、

「急ぎましょう。日が沈む前になんとしてもカオルを見つけないと」

「……あのー、今さらですけど、雪ゆき平ひらが外を出歩いているとは限らないんじゃ？」

「あの子は、旅先では一いつ時ときもじっとしていないから今も歩き回っているはずよ」

　言われてみれば納得だ。

　今け朝さ、電話をかけたときも外を散歩してたしな。

　雪ゆき平ひらが無人の道路や砂浜を駆け回る姿は容易に想像できる。




　さらに数十分経過し──

「……ここにもいないか」

　おれはマリンブルーの海に向かって貝殻を放り投げた。

　打ち寄せてくる波は穏おだやかだが、京きよう子こ先せん輩ぱいの心の海は大荒れだった。

「どこよ！　どこにいるのよ、カオル──っ！」

　京子先輩は波打ち際で裸足はだしになり、海に向かって金切り声で叫んだ。

　港にも、商店街にも、そしてこの砂浜にも雪平はいなかった。

　与よ那な国ぐに島じまは地図上で見ると小さな島だが、おれたちがやっているのは人捜し。

　家の中を捜すのとはわけが違う。

　無限に広がる砂漠でオアシスを求めて歩き回っているような気分だ。

「……どこに行ったんだよ、雪平……」

　おれは沈みかけの夕ゆう陽ひを眺めながらため息をついた。

　雪平が行きそうなところ……どこだろう。

　あいつがこの与那国島へ聖地巡礼にやってきているのは間違いない。

　この島は『なつこい』のモデルになっているわけだから……。

「──あっ」

　おれはそのときあることを閃ひらめいた。

「椎しい名な？　どうしたの？　そんな口をぽっかり開けちゃって」

「……先輩、わかりましたよ」

「わかった？　何がわかったの？」

「雪平の行方ゆくえが、です」おれは先輩から預かっていたガイドブックを開き、「えっと……地図のページはここか。たしかいくつかあったと思うけど……」

「──ちょっと椎名！　カオルの行方がわかったって、どういうことなの!?」

　京子先輩がおれの身体からだを激はげしく揺さぶる。

「ちゃんと説明しなさい！」

「わ、わかりましたから……そんなに揺さぶらないでくださいよ……」

　おれは先輩を引ひき離はなすとガイドブックを一いつ旦たん閉じ、

「『なつこい』の中で雪平が好みそうなシーンを思い浮かべていたんですけど、雪平ってこうなんてゆーか、ダークなシチュエーション？　少数派の人間が好みそうなシチュに興きよう味みを示すところがありますよね？」

「ええ、そうね。あの子は人間の『狂気』を描いた作品が大好物だから」

「でも『なつこい』って純愛路ろ線せんですよね？　多少、『鬱うつ要素』みたいなものはありますけど、どのルートもそういったわだかまりは必ず解消されて、最後はさわやかなんですよ」

「話が回りくどいわね。結局、どういうことなの？」

「隠しルートですよ」

　以前、先せん輩ぱいの部へ屋やで『なつこい』の佐さ渡わたり桜空さくらルートを強制プレイさせられたが、後日、先輩に『なつこい』を手渡され、「全ヒロインを攻略して感想文を提出しなさい」との命令を受け、おれは仕方なく残りのヒロインも攻略にかかった。その際にストーリーの中盤から分ぶん岐きする特殊なルートの存在に気づいた。

　ファンの間では有名らしいのだが、おれの親おや父じは説明書には載っていないキャラクターが登場する『隠しルート』を毎回必ず一つ用意するらしい。

　本ほん編ぺんとはまったくノリの異なるそのルートはいわゆるおまけ要素みたいなもので、秋あき葉ばさんの解説によると、「隠しルートに入るためにはいくつか条件があります。条件は作品毎に異なるので、隠しルートの存在を知らない初心者が間違って隠しルートに入ってしまうことはないと思います」とのことだったが、おれはなぜかその隠しルートの存在に気づいてしまった。親父がおれに呪のろいでもかけたんじゃないだろうか。

「先輩も隠しルートはプレイしたんですよね？」

「プレイ済みよ」京きよう子こ先輩は早口に答え、「みんなで殺人鬼を追い詰める話でしょう？」

「あれ、いかにも雪ゆき平ひらが好みそうな展開だと思いませんか？」

「たしかに。……でもそれがなんだって言うの？」

「本編にはない、隠しルートだけで使用される背景ＣＧがあるんですよ」

　おれは真まっ赤かに染まった西の空を眺めながら、

「隠しルートが出現する条件を満たすと、マップ選択画面から『岬みさき』を選択できるようになりますよね？　先輩、覚えてますか？」

「……あ、そういえば……」

　京きよう子こ先輩は険しい表情で腕組みをし、

「その背景ＣＧ……灯台が描かれていなかった？」

「ええ、そうです。おれもその灯台のことを思い出して──」

　おれは先輩にも見えるようにガイドブックを開いた。

　与よ那な国ぐに島じまは意外と起伏が激はげしく、島の周囲には断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきが目立つ。

　地図を見る限り、この島にも岬と呼べる場所がいくつかあるようだ。

「灯台があるのは……西いり崎ざきと東あがり崎ざきね」

　京子先輩は地図から目を離はなすとおれを見上げ、

「隠しルートに出てくる灯台はどちらをモデルにしているのかしら……」

「たぶん西いり崎ざき灯台が正解だと思います」

「……どうして？」

「背景には描かれていませんけど、ラストシーンのテキストに『水すい平へい線せんの向こう側に沈もうとしている夕ゆう陽ひを見送った』という一文があるんですよ。ということは物理的に考えて西崎しかありえません」

「椎しい名な……あなた……！」

　それまで難むずかしい顔をしていた京きよう子こ先せん輩ぱいの顔がパーっと明るくなった。

「すごいじゃない！　ギャルゲーマスターの名に恥じない名推理だわ──っ！」

「……い、いや……だからといって雪ゆき平ひらがいるとは限らないわけで……」

「きっといるわ！　私の直感がそう告げているもの！」

　京子先輩は満面の笑えみを浮かべると意気揚々と歩き出した。




　日本最西端の地、西崎灯台が見えてきた。

　おれは汗を拭ぬぐいつつ、それなりに傾斜のある坂道を先輩と二人ふたりで上っていった。

「ここにいなかったらどうします？」

「椎名を崖がけから突き落とすわ」

「死にますから！」まあ冗じよう談だんだと思うけど。「……変な汗が出てきた」

「──しっ！」

　突然、京子先輩がおれの口をひんやりした手で塞ふさいだ。

「何か聞こえない？」

「……んんんん（喋しやべれません）」

「この音は……ギター？」

　そう言ってようやくおれの口を塞ふさいでいた手を離はなした。

「先輩、灯台の真下に人ひと影かげが……」

　隠しルートではないが、真まっ赤かな太陽が水平線の向こう側に沈もうとしていた。

　日本最西端というだけで、いつもの夕陽とは別物のように感じられる。

「逆光で顔がよく見えませんけど。……あれってもしかして？」

「ようやく見つけたわ……！」

　京子先輩がハンドバッグを放り投げ、野生動物のごとく駆け出した。

「カオル【罫線】っ！」

　その咆ほう哮こうで、灯台に寄りかかりアコースティックギターをかきならしていた雪平（？）らしき人物は京子先輩の存在に気づいたようで、

「京子ちゃん!?　与よ那な国ぐに島じまに京子ちゃんの亡ぼう霊れいが現れたのだ!?」

　やはり本人だった。何やら錯さく乱らんしているようだが、さすがに変人の雪平もこんなところで京きよう子こ先せん輩ぱいと出会うとは夢にも思っていなかったのだろう。

「どりゃあああああああああ──っ！」

　京子先輩は一昔前の熱ねつ血けつ主人公的な雄お叫たけびを上げながら雪ゆき平ひらに突進した。

「ふにゅううううううううう──っ!?」

　雪平は奇妙な悲鳴を日本最西端の地に響ひびかせながら地面を転がっていった。

　このまま崖がけから落ちたほうが世界の平和のためにはいいのかもしれない、と一いつ瞬しゆんだけ思ってしまった。

「カオル！　寝てる暇はないわよ！　さっさと立ちなさい！」

「はにゅうううう……」

　ぐるぐる目を回す雪平の肩を激はげしく前後に揺らす京子先輩。

　たしかに今回の一件は雪平に責任の一端があるが、曲を受け取ったときに再生して確かく認にんしなかったこちらにも非はある。おれは「先輩、まずは説明が先ですよ」と諭さとした。

「ごめんなさい。……取り乱してしまったわ」

　京子先輩は優やさしく雪平の頭を撫なで、

「問題が発生したの。カオル、ノートパソコンは持ってる？」

「おー、持ってるのだー」

　ギターの傍かたわらに雪平の荷物があった。

　革製のボストンバッグ、白いリュック、ギターケース、ノートパソコン用のバッグ。

　……こいつどんだけ持ち歩いてるんだよ。男でもこの荷物量は辛つらいぞ。

「そろそろバッテリーが危ういのだ」

　雪平は地べたに座り込むと膝ひざの上にノートパソコンを置いて電源を入れた。

「昨日きのう、お前から受け取ったエンディング用の曲なんだけど、上う手まく再生できなかったぞ」

「……そうなのか？　なぜなのだ？」

「いや、おれに訊きかれても困るんだが」

「むふー」雪平は難むずかしい顔をして、「もう一度、ファイルを出力してみるのだ」

「お願ねがいね」

「任せるのだー」

　雪平はシーケンサーソフト（パソコン上で楽曲を制作するソフト）を立ち上げた。

　画面に表示された無数のミキサーを眺めていたら頭が痛くなってきた。何がどうなっているのかさっぱりだが、この複雑なソフトを使いこなす雪平が偉大な人物に思えてきた。

「これでオーケー。作業終了なのだー」

「一応、再生してみて」

「了解なのだ」

　雪平はピンク色の悪あく趣しゆ味みなスキンの音楽プレイヤーを立ち上げた。

「──再生！」

　雪ゆき平ひらの気合いの入った声とは対照的にしっとりとした音楽が流れ始めた。

　沈みかけの夕ゆう陽ひをバックに流れる奇き麗れいな音色の音楽。

　主人公と麗れい華かが笑い合うラストシーンが自然と頭の中で再生される。

「…………」

　おれは一いつ瞬しゆん、ここが与よ那な国ぐに島じまだということを忘れてしまった。

　うん、いい音楽だ。さすが美少女音楽家のカオルちゃん。

「いいわね。文句なしのできだわ」

「むはー、褒ほめられたー。カオルちゃん感かん激げきー」

「これでようやく、本当に完成ね」

　肩の荷が下りたのか京きよう子こ先せん輩ぱいの強こわ張ばっていた顔が緩ゆるんだ。

　と、ちょうどそのとき──

　雪平の膝ひざの上のノートパソコンが音を立ててシャットダウンした。

「むふー、バッテリー切れなのだー」

「……いいオチだな」

　ま、壊こわれたわけではないし、どこかで充電すればオーケーだろう。

「バッテリーの充電が終わったらコンテストにゲームを…………って、あっ！」

　そこでおれはある重大な問題に気づいた。

「そうですよ！　ゲームを送らないと！」

　フリコンの公式サイトには応募方法として郵送とアップロードの二つが挙げられていた。

　京子先輩は最初からネット経由で応募するつもりだったはずだが、

「椎しい名な？　何をそんなに慌てているの？」

「え、だって……」

「ネットカフェに行けばいいじゃない」

「いやいやいや！」

　人口二千人弱の島にネットカフェがあると思ってんのかよ！

　ネット接続が可能な喫茶店くらいなら探せばあるかもしれないけどさ。

　……でも、そんなお店をどうやって探す？

「むふふー。雄ゆう介すけはアホだなー。パンがなければお菓子を食べればいいんだぞー」

「お前は黙だまってろ！　ややこしくなる！」

　おれは京子先輩に向き直り、

「先輩！　こんな島にネットカフェなんてあるわけないじゃないですか！」

「こんな島？　あなた島民を敵に回すつもり？　死にたいの？」

「し、失言です！　申し訳ございません！」

「よろしい。……でも、椎しい名なの意見はもっともだわ」

　京きよう子こ先せん輩ぱいは腕組みをして考え込み、

「そうね。こうなったら民家を襲しゆう撃げきしましょう」

「み、民家襲撃!?」

「ネット環かん境きようが整ととのった家を探すだけよ」

「……不安だ」

　京子先輩は押しが強いからな。

　悪徳商法と勘違いされて追い返されるんじゃ。

「あそこの港に民家がいっぱいあるのだー」

　眼下に広がる集落を雪ゆき平ひらが指差す。

「しらみつぶしに探せば一件くらい当たりを引くはずよ」

　京子先輩は荷物をまとめると声を張り上げた。

「二人ふたりとも急ぐわよ！　まだ何も終わってないんだから！」

「行くのだー」雪平が元気よく駆け出す。「あー！　ゆーすけー！　そこのギターとボストンバッグとノートパソコンとリュックは任せたのだー！」

「全部じゃねーか！　おれだって荷物あるんだぞー！」

「こらー！　椎名！　何をグズグズしているの！　とっとと歩きなさい！」

　京子先輩がいつもの調ちよう子しでおれに指示を飛ばす。

　罵ば声せいに近かったが不ふ思し議ぎと不快ではない。

　やっぱ京子先輩はこうでなくっちゃな。

　おれは雪平の荷物をまとめると、夕ゆう陽ひに背を向けた。

　コンテストの締しめ切きりまで残り六時間ほど。

　まったく不安がないわけではないが──

　京子先輩についていけばなんの問題もないはずだ。

　……たぶんね。







　エピローグにも選択肢はありません。







　結局、フリコンの締しめ切きりには間に合わなかった。

　──なんてことはなく。

　無事にゲームをアップロードすることができた。

　民家襲しゆう撃げきは大成功。運よく三軒目で当たりクジを引いた。

　ただ回かい線せんがまさかのＩＳＤＮだったため、アップロードにかなり時間がかかってしまった。

　パソコンを貸してくれたのは子供のような目で無邪気に笑う中年のおじさん。

　ネットを使えば手に入らないものはない、と得意げに語るおじさんの部へ屋やには軍ぐん艦かんのプラモデルが山のように飾られていた。ジャンルは異なるがオタクには違いなく、その饒じよう舌ぜつな語り口は京きよう子こ先せん輩ぱいに通じるものがあった。

　驚おどろきだったのは雪ゆき平ひらがミリタリーオタクだったことだ。

　おじさんが、「戦せん闘とう機きも好きなんだよ」と話すと雪平が目を輝かがやかせ、「ロシアの戦闘機は最高なのだー。ベールクトのプラモ持ってるー」と食いついた。その後はミリタリーマニア同士の高度な知ち識しき自慢。おれと京子先輩は用が終わると、雪平を放置して民宿に戻った。

　翌日は早い時間に与よ那な国ぐに島じまを出発しようと京子先輩と話していたのだが、来るとき同様に飛ひ行こう機きの便が極端に少なく、地元に戻ってくるころには夕方になっていた。当然、二日目も中間テストは受けられなかった。その日は欠席の旨むねを学校側に伝えていたが、前の日は無断欠席だったので、次の日、登校すると教師のお説教が待っていた。

　京子先輩が弁べん護ごしてくれたこともあり（何をどう説明したのかは謎なぞ）、停学は免まぬかれたが、その代わり一週間後の追試で、「全科目最低七十点以上、五教科総合四百点以上」という難なん題だいを課かされた。万が一、目標を達成できなかった場合は以後一ヶ月間、放課後補習を実施。さらに山のような課題をプレゼント、と明らかに停学のほうがマシだろ……と思える条件だった。

「今日きようからあたしのことはサヤカ先生と呼ぶんだぞー」

「……秋あき葉ば先生と呼んでください」

　その日から先輩二名によるスパルタ教育が始まった。

　ありがたいはずなのに素直に喜べないのは普ふ段だんからこの二人ふたりに弄もてあそばれているからか。

　ちなみにＧ研の先輩方は入学以来、学年上位の成せい績せきをキープし続けているとのこと。

　京子先輩……首席。秋葉さん……五番以内。サヤカ先輩……十番以内。

「すごく勉強になります」と感かん激げきしていたのは川かわ野の辺べさん。

　川野辺さんはサヤカ先輩主催の勉強会に進んで参加した。

　追試を受けるのはおれだが、せっかくだから教えてもらおうってことだろう。

　さて、教師からの素す敵てきなプレゼントはさておき──

　フリコンの結果が気になるところだ。

　もっとも結果が今日明あ日すわかるわけではない。

　審しん査さの結果が公表されるのは七月中旬（予定）になるらしい。

　まだ一ヶ月以上も先の話だ──




　──追試を明日あしたに控えた放課後のこと。

　おれは京きよう子こ先せん輩ぱいのメールの指示に従って屋上に向かっていた。

　わざわざ呼び出すくらいだから何か話があるのだろう。

「先輩にしては回りくどいよな……」

　とはいえ色気のある話ではないと思う。

　屋上に呼び出すってシチュがどことなくギャルゲーチックだから、

『椎しい名なが、どういうリアクションをするかなって思って』

　とか言い出しそうだ。次回作の参考にするのかも。

　重い鉄てつ扉ぴを開いて屋上に出ると、空を見上げる京子先輩の後ろ姿あった。

　こちらが声をかける前におれの存在に気づいたようで、

「ひと雨降りそうな雰囲気ね」

「ん、そうですね」おれはどんよりした空を眺め、「明日あしたから梅つ雨ゆに入るそうですよ」

「梅雨といったら相合傘よね」

「またギャルゲーですか？」

「新作の構想を練っていたのよ」

「……やっぱりな」

「ん？　何がやっぱりなの？」

「……いえ、なんでもありません」おれはフェンスに寄りかかり、「話ってそれですか？」

「違うわ」

　京子先輩は即座に否定し、

「別にこれといって話があるわけではないの」

「なんですかそれ」

「用がなかったら呼び出しちゃいけない？」

「ダメってことはないですけど……」

「十五点」

「な、なんですかそれ？」

「今のリアクションよ。女の子に『用がなかったら呼び出しちゃいけない？』って訊きかれたときはもっと勘ぐるべきよ。あなたのことが好きかもしれないでしょう？」

「……え、えぇぇ？　先せん輩ぱい、おれのこと好きなんですか……？」

「たとえよ、たとえ」

　なんじゃそら。結局、何が言いたいんだ、この人は。

「……あの……用がないのなら帰って勉強したいんですけど……？」

　おれが踵きびすを返そうとすると、

「途中までは九十五点だったのよ」

「え？」さっきからなんの点数だ。「それテストの話じゃないですよね？」

「あなたが沖おき縄なわに旅立つと宣言して、私の部へ屋やを飛び出した瞬しゆん間かんの話よ」

「あ、ああ……あれですか……」

「空港で頭を抱えていた椎しい名なは、おまけして七点」

「……あれはなかったことにしてください」

　威勢よく飛び出しといて旅費が足りないって、ダサすぎるよな。

「でもね、あなたの一言がなければ私は諦あきらめていたと思うのよ。……そして最後の名推理。あれは実に見事だったわ。鳥肌が立ったもの……」

　そう言って京きよう子こ先輩は顔を綻ほころばせ、

「あなたを選んでよかったわ」

　魅み力りよく的てきに微笑ほほえんだ。初めて見せる穏おだやかな笑え顔がおだった。
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　知らなかった。こんな顔、できるんだ。

「……それだけ」

　そんな貴重な笑え顔がおを見せてくれたのは一いつ瞬しゆんだけ。

　すぐに元に戻ってしまった。

「そういえば追試って明日あしただったわよね」

「だったわよねって。先せん輩ぱいも受けなきゃなんないんですよ？　大丈夫なんですか？」

「愚問ね」

　あ、ああー、そうだった。先輩は学年首席なんだよな。訊きくまでもない質問だったな。

「ねえ、椎しい名な？　冒険してみる気はない？」

「……南の島で冒険したばっかじゃないですか」

「昨日きのうね、いいギャルゲーが手に入ったのよ」

　先輩がニヤニヤ笑いながら近づいてきた。

　こっちの笑顔は要よう警けい戒かいだ。

「次回作の参考になりそうなのよねぇー」

　と言いつつ懐ふところからギャルゲーのパッケージを取り出す。

　でけぇよ！　そんなもんどっから出したんだよ！

「椎名は好きだったわよね？　徹てつ夜や？」

「好きじゃない好きじゃない！」

　ブンブンと首を振って見せたが、京きよう子こ先輩に首根っこをつかまれた。

「今回、椎名にはお世話になったし、特別に私よりも先にプレイさせてあげる」

「そんなご褒ほう美びいらない！　お家うちに帰して！　パパとママが心配するから！」

　若干、幼児化しつつ反はん論ろんを試みる。

「きっとあなたのお父とうさんならわかってくれるはずよ。雑誌のインタビューで、『世界で一番ギャルゲーを愛しています』ってコメントしてたもの」

　くそっ、なんて余計なことを！　あの糞くそ親おや父じ！　転てん職しよくしちまえ！

「サヤカたちも参加するそうよ」

「……ま、マジですか？」

「凜りんが張り切っちゃってね。『……どうせなら、プレイ動画として動画共有サイトに投稿しましょう』って言い出したの。そしたらサヤカが『だったら陽ひ香か理りにも参加してもらって、二人ふたりでセリフを読み上げるアテレコプレイをやったらどうだー』って」

「……最悪ですね。この上なく最悪ですよ」

「ついでだからコスプレもしましょう。それから…………椎名？　どこに行くの？」

「……急にお腹なかが痛くなってきまして」

「それはいけないわ。すぐに私の部へ屋やに向かいましょう」

「どうしてそうなるんですか……！」

「はああ？　つべこべ言わずに私の命令を聞き入れなさいよ！」

「……ご褒ほう美びじゃなかったのかよ」

　結局こうなっちゃうんだよな。

　でも、まあ……先せん輩ぱいらしいよ、こういう展開。

　徹てつ夜やでギャルゲーか。

　前も無理やりプレイさせられたよな。

「ほら、さっさと行くわよ？」

　京きよう子こ先輩が急せかすようにおれの腕を引っ張る。

「あなたはギャルゲーから離はなれられないの。これはもう運命なんだから」

　おれは他ひ人と事ごとのように現状を把握し、そしてぷっと噴ふき出した。

　どうして笑いが込み上げてきたのかはわからなかったけど。

　ギャルゲーまみれの青春もそんなに悪いものではないな、と素直にそう思った。







　　　あとがきとか。




　初めまして、もしくはお久しぶりです。作者の周す防おうツカサです。

　最初に本作を書くにいたった経けい緯いについて少しお話しておこうかと思います。

　去年の夏くらいでしょうか。

　深夜の編へん集しゆう部ぶにて一匹の作家と担当編集二名が打ち合わせを始めました。




担当Ｍ氏「送ってもらったプロットの中で言うとやっぱりこのゲームを作る奴やつがいいよね」

作者「あ、それですか。実は一番やりたいネタなんすよ」

担当Ｔ氏「そういえばＲＰＧ作ってたことあるって言ってましたよね」

作者「遊びでですけどね。作るのに時間がかかるから飽きて小説書き始めたんですよ」

担当Ｍ氏「でもこれ、オチどうするの？　難むずかしいよ？」

作者「そこはほら、気合いでなんとか」

担当Ｍ氏「ひたすらクソゲー談だん議ぎする小説とか書かない？」

作者「……それはちょっと」

担当Ｔ氏「パロディ調ちように語ってもアウトですよ。訴えられますってば……」

作者「むしろ、Ｍさん、訴えられたいんじゃないですか？」

担当Ｍ氏「それはない（笑）」

作者「笑え顔がおで言わないでください……」

担当Ｍ氏「そういえばさ、プロットの最後に同じ話のギャルゲーバージョンあるよね」

作者「ああ、それは……ネタというか……深い意味はないんですけど」

担当Ｍ氏「これやりましょう」

作者「え？　マジで？」

担当Ｍ氏「マジに決まってんだろ（笑）」

作者「ちなみにＴさんは……」

担当Ｔ氏「これいいと思いますよ。ギャルゲーを作る話って意外と盲点ですよ」

担当Ｍ氏「え、何？　それともクソゲー談議のほうがいい？」

作者・担当Ｔ氏「どんだけクソゲー好きなんだよ！」




　──こうして「ギャルゲーマスター椎しい名な！」は生まれました（一部脚色あり）。

　ちなみにこの初打ち合わせ、実際には四時間くらいかかってます。

　三人ともいい大人おとななんだから、もうちょっと真ま面じ目めに打ち合わせすればいいのにね。

　あと担当Ｍ氏がすごく悪者っぽく描かれていますが、本当のＭさんは……この程度ではありません。でもこんなあとがきを書いても笑って許してくれる心の広い編へん集しゆう者しやさんです。

　わりとコメディ寄りの作品になりましたが、個人的には満足のいくバランスにまとまったんじゃないかな、と思っています。私もギャルゲー研究家（人のあらゆる欲望をギャルゲーによって満たそうとする人々の総称）の端くれですから、究極のギャルゲーには並々ならぬ興きよう味みがあります。まあ、「教室の机の中にギャルゲーが入っている」というシチュエーションを、「それは普通のことですよ」と言ってしまう担当Ｔ氏には敵かないませんが、茶帯レベル（中途半端だな）には達しているのではないかと自負しています。

　ギャルゲーに限らず、ゲームと名のつくものは大好きでして、国内・海外問わず、面おも白しろいゲームには目がありません。先ほどの担当氏とのやり取りを読んで、「あんま乗り気じゃなかったの？」と疑問に思う読者の方もおられるかと思いますが、あれは自分の趣しゆ味みを前面に押し出すのが苦手な作者の照れみたいなものです（ツンデレ周す防おうとでもお呼びください。本当に呼んだら許さないけどな）。それからプロットのほうに「ギャルゲー」というキーワードを書き入れた時点で、担当Ｍ氏が食いつくのは目に見えていたわけでして……つまり、全すべては私の目もく論ろ見み通りに事が運んだということです！　本当だよ！




　……とゆーわけで、最後に謝しや辞じなどを。

　担当編集の三み木きさん、土つち屋やさん、今回も大変お世話になりました。紆う余よ曲きよく折せつありましたが、いい方向に導みちびいてもらえたな、と本文を読み返してみて、改めてそう思いました。

　素す敵てきなイラストで作品に華はなを添えてくださった彩さえ季きなおさん、大変お疲れさまでした。ラフの段階から「これは！」と思える素す晴ばらしい出来で、眺めているだけでこちらも創作意欲が湧わいてきます。どうぞ、今後ともよろしくお願ねがいいたします。

　また、本書の制作の過程に携わった皆様、この場を借りてお礼を申し上げます。




　それでは次の巻でお会いしましょう！（近いうちに出るという噂うわさです）。





二〇一〇年一月　周防ツカサ＠自称ギャルゲー研究家。
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周す防おうツカサ

細かすぎて伝わらないギャルゲーあるあるネタその１。最近のギャルゲーは立ち絵がぐりぐり動いて楽しいのですが、立ち絵や一枚絵をズームアップさせる手法に関しては解像度がそのままなせいか画像がボヤっとなるのが個人的に気になります。……わかる人いますかね。
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彩さえ季きなお

東京都町田市出身、ふたご座のＢ型です。普段は「MOONSTONE」という会社で原画を描いております。拙い絵ですがまたどこかで見かけましたら、何卒よろしくお願い致します。

（彩色補助：ゆーれーさん）
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